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せいしょ

書が一
いちばん

番！6巻
かん

王
おうさま

様になった少
しょうねん

年ヨアシ～忍
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日
に ち よ う び

曜日

あなたの教
きょうかい

会には、聖
せいかたい

歌隊があります
か？また、聖

せいかたい
歌隊が、神

かみさま
様をたたえ

て歌
うた

うのをきいたことがありますか？聖
せいかたい

歌隊
の多

おお
くは、美

うつく
しく見

み
せるために、特

とくべつ
別なガウ

ンを着
き

ますね。

ところであなたは、聖
せ い か た い

歌隊が喜
よろこ

ばしい声
こえ

を
あげて、神

かみさま

様をほめたたえながら、恐
おそ

ろしい
敵
てき

に向
む

かって行
こうしん

進していく様
よ う す

子を想
そうぞう

像できま
すか？実

じつ

は、ずっと昔
むかし

、そんなことがありま
した。でもまずは、その聖

せ い か た い

歌隊があった国
くに

の王
おうさま

様について学
まな

んでみましょう。

北
きた

のイスラエル王
おうこく

国と南
みなみ

のユダ王
おうこく

国のどち
らにも、ある時

とき

には良
よ

い王
おうさま

様が、またある時
とき

には悪
わる

い王
おうさま

様がいました。良
よ

い王
おうさま

様は、
イスラエルよりもユダの国

くに

に多
おお

くいまし
た。そのうちのひとりが、ヨシャパテ王

おう

です。彼
かれ

もまた、ダビデ王
おう

の子
し そ ん

孫でした。
聖
せいしょ

書は彼
かれ

について、何
なに

と言
い

っています
か？また、なぜ神

かみさま

様は彼
かれ

を祝
しゅくふく

福すること
ができたのでしょう？歴

れ き だ い し げ

代志下 17:3-6。

善
ぜんりょう

良な人
ひとびと

々でさえ、過
あやま

ちを犯
おか

してしま
うことはありますか？もちろん、ありますね。
そして、ヨシャパテが犯

おか

したひとつの過
あやま

ちは、
息
む す こ

子のエホラムを、悪
わる

いアハブ王
おう

とイゼベ
ルの娘

むすめ

、アタリヤと結
けっこん

婚させたことです。そ
のために、アハブ王

おう

が偶
ぐうぞう

像を礼
れいはい

拝しているに
もかかわらず、ヨシャパテと彼

かれ

は、仲
な か よ

良くなっ
てしまいました。

いちど、ヨシャパテがイスラエルをおとず
れたとき、アハブはヨシャパテに、いっしょ
にシリア人

びと

と戦
たたか

ってくれるようにたのみまし
た。アハブは、シリア人

びと

たちに奪
うば

われたイス
ラエルの町

まち

をとり返
かえ

したかったのです。ヨシャ
パテは、戦

たたか

ってあげると約
やくそく

束しました。しか
し、ヨシャパテはまず、自

じ ぶ ん

分たちが神
かみさま

様のご
計
けいかく

画にしたがっているかどうかを確
たし

かめたい
と思

おも

いました。そこで彼
かれ

はアハブに、預
よ げ ん し ゃ

言者

王
おうさま

様になった少
しょうねん

年ヨアシ
しょうねんしょうねん

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わが神
かみ

よ、わたしはみこころを行
おこな

うことを喜
よろこ

びます。

あなたのおきてはわたしの心
こころ

のうちにあります。」

詩
し へ ん

編 40:8

暗暗暗暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句
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を何
なんにん

人か呼
よ

びよせるよう
お 願

ねが

いしました。アハブ
は預

よ げ ん し ゃ

言者たちを呼
よ

び寄
よ

せ
ましたが、 彼

かれ

らは神
かみさま

様の
預
よ げ ん し ゃ

言者ではありませんでし
た。歴

れ き だ い し げ

代志下 18:4,5。

「主
しゅ

の 言
こ と ば

葉」 を求
もと

めて
いたヨシャパテは、 神

かみさま

様
の預

よ げ ん し ゃ

言者を呼
よ

ぶべきであ
るといいつづけました。6

節
せつ

。とうとう、アハブがおれました。主
しゅ

の
預
よ げ ん し ゃ

言者は、なんと告
つ

げましたか？明
あ す

日の
学
まな

びで見
み

ていきましょう。

考
かんが

えてみよう：あなたは、アハブが自
じ ぶ ん

分
の聞

き

きたくないことを神
かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者が話
はな

す
のではないかと、恐

おそ

れていたと思
おも

います
か？時

ときどき

々、わたしたちがするべきだと両
りょうしん

親
が思

おも

っていることと、わたしたちがしたい
こととが、ちがっていることはありますか？

月
げ つ よ う び

曜日

アハブが呼
よ

んだ主
しゅ

の預
よげんしゃ

言者は、シリ
ア人

びと

との戦
たたか

いに勝
か

つことはできな
いと言

い
いました。それを聞

き
いたアハブは大

おお

いに怒
おこ

って、預
よげんしゃ

言者を牢
ろ う や

屋に入
い

れてしま
いました。ヨシャパテはアハブといっしょに
戦
せんじょう

場へ行
い

かずに、家
いえ

へ帰
かえ

るべきだったと
思
おも

いますか？もちろん、そうするべきでし
たね！ところが、彼

かれ
は戦

せんじょう
場へ行

い
くことにし

たのです。

戦
たたか

いの最
さいちゅう

中、アハブはひどい傷
きず

を負
お

っ
てしまいました。その日

ひ

が終
お

わるまでには、
どちらの預

よ げ ん し ゃ

言者が正
ただ

しいことがわかりま

したか？アハブは、どうな
りましたか？ヨシャパテは、
どうしましたか？歴

れ き だ い し げ

代志下

18:34, 19:1。

わたしたちの力
ちからづよ

強い、愛
あい

の神
かみさま

様にしたがうことだけ
が安

あんぜん

全であることを、ヨシャ
パテは思

おも

い知
し

りました。エ
ルサレムにもどると、３つ
の国

くに

の大
たいぐん

軍が攻
せ

めてくると
の知

し

らせを受
う

けました。王
おう

と国
こくみん

民は、どう
しましたか？歴

れ き だ い し げ

代志下 20:3,4。

預
よ げ ん し ゃ

言者をとおして、神
かみさま

様はヨシャパテ
に、こんどは戦

たたか

う必
ひつよう

要さえないと言
い

われま
した。どうしてでしょうか？17,18 節

せつ

。

ヨシャパテは神
かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者が言
い

ったこ
と、つまり、この戦

たたか

いは主
しゅ

の戦
たたか

いであり、
彼
かれ

らは自
みずか

ら戦
たたか

う必
ひつよう

要すらないということを
信
しん

じたので、ある人
ひと

たちと相
そうだん

談して、神
かみさま

様
を賛

さ ん び

美する聖
せ い か た い

歌隊を軍
ぐんたい

隊の一
いちばんまえ

番前におい
たのでした。そのようすを想

そうぞう

像できます
か？聖

せ い か た い

歌隊が軍
ぐんたい

隊の最
さいぜんれつ

前列に立
た

ち、敵
てき

の
いるほうへと向

む

かいます。これは、彼
かれ

らが
神
かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者を信
しん

じていることをあらわし
ていました。

そこには天
て ん し

使の軍
ぐんたい

隊もいて、彼
かれ

らは何
なに

をするべきかわかっていました。彼
かれ

らは
どれだけ楽

たの

しんで、この手
て だ す

助けをしたこと
でしょう！さっそく３つの敵

てきこく

国は、同
ど う し

士うち
〔仲

な か ま

間うちでの争
あらそ

い〕を始
はじ

めたのでした。
22-24 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：この物
ものがたり

語を決
けっ

して忘
わす

れな
いでください。神

かみさま

様は、ひじょうに大
たいせつ

切な
ことをわたしたちに教

おし

えようと、このお話
はなし



3

を聖
せいしょ

書に入
い

れてくださいました。まもなく、
いつの日

ひ

か、イエス様
さま

がもどってこられる
前
まえ

に、神
かみさま

様の民
たみ

が３つの敵
てき

（ヨハネの
黙
も く し ろ く

示録 16:13,14）によって滅
ほろ

ぼされてしま
うかのように見

み

える時
とき

がくるでしょう。その
時
とき

、神
かみさま

様は、ヨシャパテを救
すく

ってくださっ
たように、わたしたちも救

すく

ってくださるの
です。敵

てき

どもは、互
たが

いに殺
ころ

し合
あ

い（ゼカ
リヤ 14:13）、わたしたちは安

あんぜん

全でいること
でしょう。神

かみさま

様に信
しんらい

頼し、したがうことを
学
まな

べてよかったと思
おも

いませんか？こんどは、
歴
れ き だ い し げ

代志下20:20の後
こうはん

半を読
よ

んでみましょう。
これは、今

いま

の時
じ だ い

代にあっても真
しんじつ

実ですか？
もちろん、そうです！そして神

かみさま

様は、わたし
たちのために、ある預

よ げ ん し ゃ

言者を使
つか

わしてくだ
さいました。それがだれだか、覚

おぼ

えていま
すか？

火
か よ う び

曜日

ヨシャパテが亡
な

くなった後
あと

に王
おう

と
なったのは、邪

じゃあく
悪なアハブとイゼ

ベルの娘
むすめ

アタリヤと結
けっこん

婚したヨシャパテの
息
むすこ

子、ヨラムでした。そういうわけで、こ
んどの王

おう
の妻

つま
は悪

わる
い人

ひと
でした。ヨラムが

父
ちち

ヨシャパテのように神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に
したがえるように、彼

かのじょ
女は夫

おっと
に協

きょうりょく
力した

と思
おも

いますか？王
おう

は、どうすることを選
えら

び
ましたか？歴

れ き だ い し げ

代志下 21:6。

そのころすでに、 ユダ の 王
おうこく

国では、
偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をつづけている人
ひと

がたくさんい
ました。なぜでしょう？歴

れ き だ い し げ

代志下 20:33。

ヨラムも、またヨラムの死
し ご

後に王
おう

となっ
た息

む す こ

子のアハジヤも、人
ひとびと

々に偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝を

やめさせようとはしませんでした。神
かみさま

様は、
そのような彼

かれ

らを祝
しゅくふく

福することはおできに
なりませんでした。そして彼

かれ

らが死
し

んだ
後
あと

、事
じ た い

態はますます悪
わる

くなりました。悪
あ く ま

魔
のようなアタリヤは、自

じ ぶ ん

分が支
し は い し ゃ

配者になる
と決

き

めたのです。そして自
じ ぶ ん

分の地
ち い

位を守
まも

るために、王
おう

になろうとするかもしれない
人
じんぶつ

物を、皆
みなごろ

殺しにしたのでした。ひとりを
除
のぞ

いては、自
じ ぶ ん

分の孫
まご

も全
ぜんいんころ

員殺してしまいま
した。

まだ赤
あか

ん坊
ぼう

だったアタリヤの孫
まご

だけは、
命
いのちびろ

拾いしました。その子
こ

は、叔
お ば

母である
エホシバの寝

しんしつ

室で安
あんぜん

全にかくまわれてい
ました。エホシバは、ヨラム王

おう

の娘
むすめ

です。
エホシバは、祭

さ い し

司のエホヤダと結
けっこん

婚し、
女
じょおう

王の宮
きゅうでんちか

殿近くにある神
しんでん

殿の住
じゅうきょ

居の一
いっかく

角
に住

す

んでいました。

このかくまわれていた赤
あか

ん坊
ぼう

の名
な ま え

前は、
ヨアシといいます。エホシバは、赤

あか

ん坊
ぼう

の父
ちちおや

親の妹
いもうと

で、赤
あか

ん坊
ぼう

の叔
お ば

母にあたりま
す。エホヤダとエホシバのふたりは、どれ
くらいの間

あいだ

、幼
おさな

いヨアシを神
しんでん

殿でかくまっ
ていましたか？歴

れ き だ い し げ

代志下 22:10-12。

考
かんが

えてみよう：祭
さ い し

司のエホヤダは、神
かみさま

様
を愛

あい

していました。幼
おさな

いヨアシも、同
おな

じよ
うに神

かみさま

様を愛
あい

し、十
じっかい

戒にしたがうことが身
み

についていたと思
おも

いますか？あなたも今
いま

、
それを学

まな

んでいるのです。

水
す い よ う び

曜日

祭
さ い

司
し

であるエホヤダは、幼
おさな

いヨアシ
が、ユダの王

おう
となるべき人

じんぶつ
物であ

ることを知
し

っていました。ヨアシが７歳
さい

に
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なったとき、エホヤダは、い
よいよ悪

わる
い女

じょおう
王を王

おうい
位からし

りぞける時
とき

がきたと考
かんが

えまし
た。そこで、軍

ぐんたい
隊の偉

えら
い人

ひと
た

ちを何
なんにん

人か呼
よ

び集
あつ

め、彼
かれ

ら
に幼

おさな
いヨアシのことを打

う
ち明

あ

けたのでした。王
おうさま

様の息
むすこ

子が
まだ生

い
きていることを知

し
った

彼
かれ

らは大
おお

いに喜
よろこ

び、すべてを秘
ひ み つ

密にして
おくことを誓

ちか
いました。それから彼

かれ
らは、

指
しどうしゃ

導者たちとレビびとたちを呼
よ

びました。
歴
れ き だ い し げ

代志下 23:1,2。

エホヤダは、いつの時
じ だ い

代にもダビデの
家
か け い

系から王
おうさま

様になる人
ひと

が出
で

てくる、という
神
かみ

さまの約
やくそく

束があることをみんなに思
おも

い
出
だ

させました。3 節
せつ

。

すべてを秘
ひ み つ

密にしておくことがとても
重
じゅうよう

要であることを、みんなが理
り か い

解していま
した。もしもアタリヤが、これから起

お

ころう
とすることを知

し

ったならば、黙
だま

っているわ
けがありません。きっと怒

いか

り狂
くる

って、恐
おそ

ろ
しいことをするでしょう。

エホヤダは、すべてのことを慎
しんちょう

重に、
また念

ね ん い

入りに計
けいかく

画しました。祭
さ い し

司の一
ひ と り

人ひ
とりや軍

ぐんたい

隊の偉
えら

い人
ひと

たちも、自
じ ぶ ん

分がどこで
何
なに

をするべきかを、きちんと理
り か い

解していま
した。軍

ぐんたい

隊の偉
えら

い人
ひと

たちは、武
ぶ き

器を念
ね ん い

入
りに用

よ う い

意しました。幼
おさな

いヨアシも、自
じ ぶ ん

分の
なすべきことを、きちんと教

おそ

わりました。

いよいよ準
じゅんび

備がととのい、その時
とき

がやっ
てきました。神

しんでん

殿の庭
にわ

には、おおぜいの
人
ひとびと

々が集
あつ

まっています。あの悪
わる

い女
じょおう

王が、
まだそのことに気

き

づいていないということ
は、彼

かれ

らはこっそりと静
しず

かに、ここへやっ

てきたにちがいありません。
エホヤダが少

しょうねん

年ヨアシをつ
れてきて、柱

はしら

のそばに立
た

た
せるのを、みんなはかたず
をのんで待

ま

っていました。そ
れから、何

なに

が起
お

こりましたか？
列
れ つ お う き げ

王紀下 11:12。

考
かんが

えてみよう：この『律
りっぽう

法
〔あかし〕の書

しょ

』は、どうすれば良
よ

い王
おう

に
なれるかを教

おし

えてくれるでしょう。ヨアシは
どれくらいしばしば、この書

しょ

を読
よ

むべきで
したか？申

し ん め い き

命記 17:18-20。わたしたちは、
どれくらいしばしば聖

せいしょ

書を読
よ

むべきです
か？

木
も く よ う び

曜日

神
し ん

殿
でん

からの叫
さけ

び声
ごえ

と拍
はくしゅ

手を聞
き

い
た女

じょおう
王アタリヤは、何

なに
が起

お
こっ

ているかを見
み

に、急
いそ

いでやってきました。
歴
れ き だ い し げ

代志下 23:12。

神
しんでん

殿でのようすを見
み

て、彼
かのじょ

女はどうしま
したか？13 節

せつ

。

エホヤダは、彼
かのじょ

女を待
ま

ちかまえていま
した。大

だ い さ い し

祭司からの命
めいれい

令をうけた兵
へ い し

士た
ちは、すぐさま彼

かのじょ

女をつれ出
だ

しました。つ
いに、この悪

わる

い女
じょおう

王の時
じ だ い

代は終
お

わったの
です。14,15 節

せつ

。

こんどは人
ひとびと

々に向
む

かって、エホヤダは
真
しんけん

剣に語
かた

りました。彼
かれ

らはこれまで、神
かみさま

様
に忠

ちゅうじつ

実ではありませんでしたし、彼
かれ

ら自
じ し ん

身
もそれを認

みと

めていました。しかし今
いま

、彼
かれ

ら
は何

なに

を約
やくそく

束しましたか？16 節
せつ

。
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自
じ ぶ ん

分たちの約
やくそく

束が本
ほ ん き

気であったことを、
人
ひとびと

々はどうやって証
しょうめい

明しましたか？17 節
せつ

。

神
かみさま

様の宮
みや

での行
ぎょうじ

事が準
じゅんび

備され、なされ
るべきやり方

かた

でふたたび始
はじ

められると、み
んなが喜

よろこ

びました。もちろん宮
きゅうでん

殿からも、
偶
ぐうぞう

像がすべて除
のぞ

かれ、異
いきょう

教の偶
ぐうぞう

像はこ
とごとく破

は か い

壊されたことでしょう。新
あたら

しい、
小
ちい

さな王
おうさま

様のための王
お う ざ

座は、もう用
よ う い

意が
できています。

ヨアシが住
す

みなれた神
しんでん

殿の部
へ や

屋を出
で

て、
宮
きゅうでん

殿に住
す

み始
はじ

めたその日
ひ

、もうひとつの
お祝

いわ

いがありました。小
ちい

さなヨアシが背
せ の

伸
びをして、大

おお

きな美
うつく

しい王
お う ざ

座にすわって
いる姿

すがた

を想
そうぞう

像できますか？20,21 節
せつ

。

成
せいちょう

長するにつれて、変
か

える必
ひつよう

要のあるこ
とや、しなくてはならないことがたくさん
あることに、気

き

づきはじめました。ヨアシ
の前

まえ

には、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実でない王
おうさま

様たちが
何
なんにん

人かいました。彼
かれ

らは、律
りっぽう

法の書
しょ

に書
か

かれていることに従
したが

っていませんでした。
ヨアシは、すべてをあるべき状

じょうたい

態にもどそ
うと、熱

ねっしん

心に働
はたら

きました。

ヨアシにはひとつだけ、特
とくべつ

別にやりたい
ことがありました。しかし、
そうするにはたくさんのお
金
かね

がかかりそうでした。そ
れが何

なん

なのかわかります
か？それについては明

あ す

日、
勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：ヨアシは、
まだ幼

おさな

い少
しょうねん

年でしたが、こ
れまでのところ、彼

かれ

はよい
選
えら

びをしていますか？

金
き ん よ う び

曜日

ヨアシが、特
とくべつ

別にのぞんでいたこ
ととは、 何

なん
だったのでしょう？

歴
れ き だ い し げ

代志下 24:4。

彼
かれ

は、必
ひつよう

要となるお金
かね

をどうやって集
あつ

め
ようと計

けいかく

画しましたか？5 節
せつ

。

思
おも

ったよりも時
じ か ん

間がかかっていたので、
ヨアシはがっかりしました。そこで、より
早
はや

くお金
かね

を集
あつ

める方
ほうほう

法を思
おも

いつきました。
それは何

なん

でしたか？8-10 節
せつ

。

計
けいかく

画は、うまくいきました！日
ひ

に日
ひ

に、
材
ざいりょう

料を買
か

うためのお金
かね

や、働
はたら

き人
びと

に支
し は ら

払
うためのお金

かね

が、入
はい

ってきました。そして
ついに、神

しんでん

殿は、ヨアシが望
のぞ

んだとおり
に仕

し あ

上がったのです。13 節
せつ

。

ヨアシはいつでも、エホヤダおじさんの
かしこい助

じょげん

言〔アドバイス〕にしたがって
いました。しかしそのおじさんも、とうとう
130 歳

さい

で亡
な

くなってしまいました。その後
のち

ヨアシは、ほかの指
し ど う し ゃ

導者たちの助
じょげん

言に耳
みみ

をかたむけるようになり、信
しん

じられないよ
うなことが起

お

きてしまいます。2,17,18 節
せつ

。

ヨアシは、残
ざんねん

念な選
えら

び
をしてしまいました！神

かみさま

様
にとって、それを見

み

るの
はとてもつらかったことで
しょう。しかしそれでも、
彼
かれ

が心
こころ

を入
い

れかえるのを
強
つよ

く望
のぞ

んでおられました。
19,20 節

せつ

。

エホヤダの息
む す こ

子のゼカ
リヤは、特

とくべつ

別な警
けいこく

告を語
かた

りました。しかし、ヨア
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シは心
こころ

を入
い

れかえようとしませんでした。
結
けっきょく

局、ヨアシがゼカリヤを殺
ころ

すように命
めいれい

令
したのでした。なんと恐

おそ

ろしいことでしょ
う！

それから、シリアの軍
ぐんたい

隊がユダに攻
せ

めて
きて、ヨアシはどうなりましたか？ 24,25

節
せつ

。

なんと悲
かな

しいことでしょう！まだ少
しょうねん

年だっ
たころの王

おう

は、神
かみさま

様のためにたくさんの働
はたら

きをしたのに、まちがった友
とも

を選
えら

んでしま
い、神

かみさま

様よりも彼
かれ

らを信
しんらい

頼したのでした。

考
かんが

えてみよう：選
せんたく

択〔選
えら

び〕！わたした
ちは、毎

まいにち

日たくさんの選
えら

びをしますね。人
ひと

が友
とも

だちを選
えら

ぶのは、重
じゅうよう

要なことでしょう
か？両

りょうしん

親が子
こ

どもたちに、なぜよい友
とも

だち
を選

えら

んでほしいと願
ねが

うのか、あなたにはわ
かりますか？友

とも

だちは、わたしたちがよい
選
えら

びをするのを助
たす

けることもできますし、
逆
ぎゃく

に悪
わる

い選
えら

びをするのを手
て つ だ

伝うこともでき
ます。あなたの友

とも

だちは、あなたが正
ただ

し
い選

えら

びをするように助
たす

けてくれますか？ま

たあなた自
じ し ん

身も、友
とも

だちが正
ただ

しい選
えら

びを
するように助

たす

けてあげていますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★ 歴

れ き だ い し げ

代 志 下 17,18,20-24 章
しょう

;

列
れ つ お う き げ

王紀下 11 章
しょう

; 

★国
くに

と指
しどうしゃじょうかん

導者上巻15章
しょう

p.159-163; 

p.182-184。
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再
さ い

臨
りんしんと

信徒たちは、いろいろな教
きょうかい

会
から集

あつ
まった人

ひと
たちでした。聖

せいしょ
書

の研
けんきゅう

究をつづけていくうちに、自
じぶん

分たちが
教
きょうかい

会で教
おし

えられてきた
ことのいくつかは、聖

せいしょ
書

にないことを知
し

ったので
した。エレンも、母

ははおや
親

がそれまでずっと信
しん

じ
てきたあることについて
考
かんが

えを変
か

えて、彼
かのじょ

女を
驚
おどろ

かせた日
ひ

のことを思
おも

い出
だ

しました。

「お母
かあ

さんは、たとえよい人
ひと

たちでも、
死
し

んだ後
あと

すぐに天
てんごく

国へ行
い

けるわけではな
いと、本

ほんとう

当に思
おも

っているの？」エレンは、
母
ははおや

親にたずねました。

お母
かあ

さんは、エレンを見
み

てほほえみま
した。「人

ひと

が死
し

んだら、すぐに天
てんごく

国か地
じ ご く

獄
に行

い

くだなんて、聖
せいしょ

書は教
おし

えていませんよ」
と、お母

かあ

さんは言
い

いました。「死
し

んだ人
ひと

た
ちは、イエス様

さま

が起
お

こしてくださるまでは、
自
じ ぶ ん

分のお墓
はか

にいるってことなの。死
し

んだ
人
ひと

たちは眠
ねむ

ったままでいると、聖
せいしょ

書は言
い

っ
ているのよ。」お母

かあ

さんは説
せつめい

明しました。

自
じ ぶ ん

分で聖
せいしょ

書を勉
べんきょう

強してはじめて、エレン
は、お母

かあ

さんの言
い

っていたことが正
ただ

しかっ
たとわかりました。サタンはじつに巧

たく

みに
〔ずるがしこく〕、嘘

うそ

をまるで真
しんじつ

実である

かのように作
つく

り上
あ

げていたのです。そして
ほとんどのクリスチャンは、自

じ ぶ ん

分で聖
せいしょ

書を
勉
べんきょう

強していなかったため、その嘘
うそ

を信
しん

じ
てしまったのでした。彼

かれ

らは、伝
でんどうしゃ

道者たちが話
はな

すことは、何
なん

でも信
しん

じま
した。

さて、エレンとジェー
ムスは、本

ほんとう

当の安
あんそくにち

息日
がどの 日

ひ

な の か を 知
し

ろうと勉
べんきょう

強していまし
た。ベイツ船

せんちょう

長は、第
だい

７日
か め

目が今
いま

でも礼
れいはい

拝と休
きゅうそく

息の日
ひ

で、神
かみさま

様
の特

とくべつ

別な日
ひ

であることを示
しめ

す小
しょうさっし

冊子を書
か

き上
あ

げていました。その日
ひ

は、イエス様
さま

がアダムとエバにお与
あた

えになったのと同
おな

じ、安
あんそくにち

息日でした。わたしたちの模
も は ん

範であ
られるイエス様

さま

は、地
ちじょう

上におられたとき、
安
あんそくにち

息日を守
まも

っておられました。イエス様
さま

の弟
で し

子たちや、多
おお

くのクリスチャンたちも、
そのようにしてきました。

ジェームスとエレンが祈
いの

って研
けんきゅう

究した
結
け っ か

果、イエス様
さま

が書
か

かれたとおり、十
じっかい

戒
の第

だい

４条
じょう

を信
しん

じ、そ
れにしたがうべきであ
ると決

けつだん

断しました。そ
れから、決

き

めたことを

お話しひろば

ジェームスとエレンへの
ビッグサプライズ

エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals

Little Folk Visuals
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実
じっこう

行したのでした。するとイエス様
さま

は、エ
レンにある幻

まぼろし

をお与
あた

えになり、その幻
まぼろし

の
中
なか

で、エレンは美
うつく

しい天
てん

の聖
せいじょ

所を見
み

せら
れ、また、イエス様

さま

のおられる至
し せ い じ ょ

聖所に
入
はい

ることをゆるされました。彼
かのじょ

女は、金
きん

の
契
けいやく

約の箱
はこ

を見
み

ました。その中
なか

には、神
かみさま

様
がご自

じ ぶ ん

分の指
ゆび

によって書
か

かれた十
じっかい

戒が
入
はい

っていました。はじめの４条
じょう

は片
かたほう

方の
石
いし

のおもてに、後
あと

の 6 条
じょう

はもう片
かたほう

方の石
いし

のおもてに書
か

かれていました。ひとつの
光
ひかり

が、はじめの４条
じょう

の石
いし

から輝
かがや

き出
で

てい
ましたが、その光

ひかり

は第
だい

４条
じょう

をますます明
あか

るくしていました。

「第
だい

４条
じょう

は、創
そうぞうしゅ

造主がどなたであられる
かを示

しめ

しています」と、天
て ん し

使がエレンに
言
い

いました。

エレンは、十
じっかい

戒のすべてをサタンが憎
にく

んでおり、中
なか

でも特
とく

に、第
だい

４条
じょう

を憎
にく

んで
いることを知

し

りました。サタンは、第
だい

４条
じょう

が変
へんこう

更されたと人
ひとびと

々に信
しん

じこませるため
に、ありとあらゆる手

しゅだん

段をつくしてきまし
た。しかし、第

だい

４条
じょう

が変
へんこう

更されたと人
ひとびと

々
に信

しん

じさせようと、どれだけサタンが努
どりょく

力
したとしても、それが決

けっ

して変
へんこう

更されてい
ないことを聖

せいしょ

書は示
しめ

しています。またサタ
ンは、イエス様

さま

が来
こ

られるのを待
ま

ち、備
そな

えをする人
ひとびと

々が、第
だい

４条
じょう

をふくめた十
じっかい

戒
のすべてにしたがうようになることを、よく
わかっていました。黙

も く し ろ く

示録 14:12。

ジェームスとエレン・ホワイトは、この
幻
まぼろし

に感
かんしゃ

謝し、この安
あんそくにち

息日の真
し ん り

理を他
ほか

の人
ひと

に分
わ

け与
あた

えるために、できるかぎりのこと
をしなくてはならないと知

し

りました。聖
せいしょ

書
が語

かた

っていることを人
ひとびと

々が学
まな

ぶにつれて、

多
おお

くの人
ひと

は、喜
よろこ

んで安
あんそくにち

息日を守
まも

るようにな
りました。しかし、ほとんどの人

ひと

たちは、
それまでに教

おし

えられてきたことや、してき
たことを変

か

えたくはありませんでした。
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日
に ち よ う び

曜日

あなたは、ハッピーエンドの物
ものがたり

語が
好
す

きですか？もちろんですよね！だ
れだって、そうでしょう！では、聖

せいしょ
書にある

物
ものがたり

語は、すべてハッピーエンドでしょうか？
いいえ、そうではありません。どうしてでしょ
う？それは、聖

せいしょ
書にある物

ものがたり
語が、他

ほか
の人

ひと

たちが書
か

いたような作
つく

り話
ばなし

ではないからで
す。

聖
せいしょ

書の物
ものがたり

語は、人
にんげん

間の選
えら

びと、その選
えら

びの結
け っ か お

果起こったことについて、真
しんじつ

実を
語
かた

っています。わたしたちは、聖
せいしょ

書に出
で

てくるたくさんの人
ひと

たちと、彼
かれ

らの選
えら

びに
ついて学

まな

んできましたね。神
かみさま

様は、つね
に公

こうへい

平であられることを、決
けっ

して忘
わす

れない
ようにしましょう。神

かみさま

様は、わたしたちが
すばらしい十

じっかい

戒にしたがうために、神
かみさま

様
の助

たす

けに信
しんらい

頼するよう望
のぞ

んでおられます。
それだけが、わたしたちが本

ほんとう

当の意
い み

味で
幸
しあわ

せになれる、ただひとつの道
みち

なのです。
しかし、神

かみさま

様がこれまでに、わたしたちが
したがうように強

きょうせい

制なさったことがありまし

たか？いいえ！そんなことは絶
ぜったい

対にありま
せん！選

えら

ぶのは、わたしたち一
ひ と り

人ひとりな
のです。

当
とうぜん

然サタンは、わたしたちを神
かみさま

様にした
がわせないように、できるかぎりいろいろ
な方

ほうほう

法で誘
ゆうわく

惑してきます。彼
かれ

は、神
かみさま

様が
憎
にく

いのです。それは、父
ちち

なる神
かみさま

様と、子
こ

なる神
かみさま

様であられるイエス様
さま

と、聖
せいれい

霊の
神
かみさま

様を憎
にく

んでいるということです。神
かみさま

様と
イエス様

さま

と聖
せいれい

霊は、わたしたちをとても愛
あい

しているので、わたしたちがサタンのうそ

祈
いの

りの王
おう

、ヒゼキヤ
おうおう

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「人
ひと

を恐
おそ

れるとわなに陥
おちい

る、主
しゅ

に信
しんらい

頼する者
もの

は安
やす

らかである。」

箴
しんげん

言 29:25

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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を信
しん

じて彼
かれ

に従
したが

うことを選
えら

ぶときには、と
ても悲

かな

しむことをサタンは知
し

っています。

サタンが喜
よろこ

ぶのは、わたしたちが彼
かれ

に
従
したが

うことを選
えら

んだために、その恐
おそ

ろしい
結
け っ か

果に苦
くる

しんでいるのを見
み

るときです。
戦
せんそう

争や殺
さつじん

人、痛
いた

み、人
ひと

を傷
きず

つけること、
その他

ほか

、人
ひとびと

々の身
み

の上
うえ

に起
お

こる恐
おそ

ろしい
ことは、すべてサタンが原

げんいん

因だと、サタン
自
じ し ん

身もわかっています。もしできるならば、
彼
かれ

は、わたしたちをひとり残
のこ

らず滅
ほろ

ぼそう
とするでしょう。しかし、わたしたちが選

えら

んでサタンにそれをさせるのでなければ、
彼
かれ

は手
て

を下
くだ

すことはできません。

神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、神
かみさま

様にしたがうこ
とを選

えら

ぶ人
ひとびと

々はみな、いつの日
ひ

かサタン
の支

し は い

配から解
と

き放
はな

たれ、永
えいえん

遠に安
あんぜん

全でい
られるようになることを、サタンはよく知

し

っ
ています。彼

かれ

はまた、神
かみさま

様がこれまで嘘
うそ

をついたことがなく、またこれからも決
けっ

し
て嘘

うそ

をつかないことも、十
じゅうぶんし

分知っています。
ですからまちがいなく、サタンとその手

て し た

下
の悪

あ く て ん し

天使たちは、わたしたちに神
かみ

さまの

約
やくそく

束を忘
わす

れさせようとするでしょう！

考
かんが

えてみよう：出
しゅつ

エジプト記
き

34:6 を読
よ

んで下
くだ

さい。このすばらしい神
かみさま

様が、わた
したちの神

かみさま

様であられることを嬉
うれ

しく思
おも

い
ますか？神

かみさま

様が、サタンよりもずっとずっと
強
つよ

いお方
かた

でよかったと思
おも

いませんか？あな
たはこれからもずっと、神

かみさま

様を選
えら

んで生
い

き
ていこうと思

おも

いますか？さあ、今
いま

すぐあな
たの感

かんしゃ

謝と、あなたがどれほど神
かみさま

様を愛
あい

し
ているかを神

かみさま

様に話
はな

してみましょう。

月
げ つ よ う び

曜日

ソロモン王
おう

が亡
な

くなった後
あと

、イス
ラエルの国

くに
はまとまるどころか、

ふたつの国
くに

に別
わか

れてしまいました。北
きた

の
王
おうこく

国はイスラエルと呼
よ

ばれ、南
みなみ

の王
おうこく

国は
ユダと呼

よ
ばれるようになりました。

北
きた

の国
くに

の最
さいしょ

初の王
おう

は、ヤラベアムでし
た。彼

かれ

は、人
ひとびと

々が神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するために
エルサレムへ行

い

けば、彼
かれ

らはユダの国
くに

に
もどってしまうのではないかと恐

おそ

れました。
そこでヤラベアムは、自

じ ぶ ん

分の国
くに

で礼
れいはい

拝を
させようとして、ふたつの金

きん

の子
こ う し

牛の像
ぞう

を
作
つく

りました。その時
とき

から、北
きたおうこく

王国のほとん
どの王

おう

たちと国
こくみん

民が、偶
ぐうぞう

像を礼
れいはい

拝するよ
うになってしまいました。彼

かれ

らは、周
しゅうへん

辺の
異
いきょう

教の国
くにぐに

々と同
おな

じことをしたのでした。

それでも神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

を助
たす

ける
ことをおやめになりませんでした。神

かみさま

様
は、次

つぎ

から次
つぎ

へと預
よ げ ん し ゃ

言者をお送
おく

りになり
ました。ある人

ひと

たちは、他
ほか

のすべての人
ひと

が神
かみさま

様に背
そむ

いても、自
じ ぶ ん

分は神
かみさま

様にしたが
い、信

しんらい

頼することを選
えら

びましたが、ほと
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んどの人
ひと

は従
したが

いませんでした。
列
れ つ お う き げ

王紀下 14:24 には、北
きたおうこく

王国
の王

おう

たちの物
ものがたり

語を読
よ

む時
とき

に、し
ばしば目

め

にする言
こ と ば

葉が書
か

かれて
います。

南
みなみ

の王
おうこく

国ユダでは、少
しょうねんおう

年王
ヨアシが正

ただ

しい選
えら

びをし始
はじ

めた
ところでした。ところが、彼

かれ

の
叔
お じ

父であるエホヤダが死
し

ぬと、ヨアシは
悪
わる

い人
ひと

たちの意
い け ん

見をきくことを選
えら

ぶように
なり、彼

かれ

の生
しょうがい

涯はひじょうに悲
かな

しい結
けつまつ

末を
むかえます。ヨアシの後

あと
、幾

いくにん

人かの王
おう

た
ちも始

はじ

めは良
よ

かったのですが、ヨアシの
ように心

こころが

変わりしてしまいました。しかし
ついに、たとえ過

あやま

ちを犯
おか

しても、神
かみさま

様に
忠
ちゅうじつ

実なひとりの王
おう

があらわれました。彼
かれ

の名
な

は、ヒゼキヤといいます。ヒゼキヤ
が最

さいしょ

初にした、いくつかのことは何
なに

でした
か？歴

れ き だ い し げ

代志下 29:1-5。

考
かんが

えてみよう：正
ただ

しい選
えら

びをするのは、
始
はじ

めのうちだけで十
じゅうぶん

分ですか？わたしたち
は他

ほか

に、どんなことをするべきでしょうか？

火
か よ う び

曜日

神
し ん

殿
でん

は、ふたたび清
きよ

められました。
すべてが、あるべき状

じょうたい
態にもどり

ました。こんどは、ヒゼキヤが計
けいかく

画した大
おお

きな行
ぎょうじ

事について、みんなが知
し

る時
とき

がやっ
てきました。歴

れ き だ い し げ

代志下 30:5。

北
きた

から南
みなみ

まで、みんなが招
まね

かれました。
6 節

せつ

。

北
きたおうこく

王国の人
ひとびと

々があまりにも悪
わる

くなってい
たので、神

かみさま

様はアッシリアの軍
ぐんたい

隊をこさせ

て、何
なんぜんにん

千人もの人
ひとびと

々を捕
ほ り ょ

虜
にしてアッシリアへとつれて
行
い

かせました。残
のこ

った人
ひと

たち
の中

なか

には、過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りへの
招
しょうたい

待を受
う

け入
い

れた者
もの

もいまし
た。祭

まつ

りに行
い

った人
ひと

たちのほ
とんどは、過

す ぎ こ

越しを祝
いわ

ったこ
とがありませんでした。神

かみさま

様
が毎

まいとし

年それを行
おこな

うように教
おし

えていたにもか
かわらずです。それは、７日

か か ん

間におよぶ
盛
せいだい

大なお祝
いわ

いでした。21,22 節
せつ

。

祭
さ い し

司たちは人
ひとびと

々に教
おし

え、神
かみさま

様をほめた
たえました。音

お ん が く か

楽家たちが演
えんそう

奏し、人
ひとびと

々
は罪

つみ

を告
こくはく

白しました。この祭
まつ

りがあまりに
もすばらしかったので、終

お

わってほしくな
いとみんなが思

おも

いました。そこで、彼
かれ

らは
どうすることにしましたか？23 節

せつ

。

祭
まつ

りの 後
のち

、 彼
かれ

らは 何
なに

をしました か？
歴
れ き だ い し げ

代志下 31:1。

ヒゼキヤは、自
じ ぶ ん

分が始
はじ

めたことを、きち
んと最

さ い ご

後までやりとげました。彼
かれ

は、人
ひとびと

々
が行

おこな

ってきた数
かずかず

々の悪
わる

いことを正
ただ

そうと、
一
いっしょうけんめいはたら

生懸命働きました。21 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はヒゼキヤを祝
しゅくふく

福な
さいましたか？なぜ祝

しゅくふく

福することができま
したか？

水
す い よ う び

曜日

シリアは、イスラエルの近
ちか

くにある
小
ちい

さな国
くに

でした。アッシリアは、
遠
とお

くにある強
つよ

い国
くに

です。アッシリアの王
おうさま

様
は、すでに北

きた
のイスラエル王

おうこく
国を征

せいふく
服し

ていました。そしてこんどは、南
みなみ

のユダ
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王
おうこく

国と戦
たたか

い、同
おな

じく自
じぶん

分の領
りょうど

土にしてし
まおうと決

き
めたのでした。

アッシリア人
びと

たちがエルサレムに攻
せ

めて
くると知

し

って、ヒゼキヤは都
みやこ

の外
そと

にある泉
いずみ

の水
みず

を止
と

めました。そうすれば、敵
てき

が水
みず

を飲
の

むことができないからです。また彼
かれ

は、都
みやこ

の城
じょうへき

壁を再
さいけん

建させ、剣
けん

と盾
たて

をたくさ
ん作

つく

らせました。それから、自
じ ぶ ん

分の軍
ぐんたい

隊
と役

やくにん

人たちを呼
よ

び集
あつ

めました。ヒゼキヤ
は、彼

かれ

らに何
なに

を話
はな

しましたか？歴
れ き だ い し げ

代志下

32:7,8。

アッシリアの王
おうさま

様は使
し し ゃ

者をつかわして、
「ヒゼキヤが、自

じ ぶ ん

分の神
かみ

はユダの民
たみ

を救
すく

う力
ちから

が十
じゅうぶん

分にあると信
しん

じているのは、なん
と愚

おろ

かなことか」というメッセージを伝
つた

え
させました。アッシリアの王

おうさま

様は、「他
ほか

の
国
くに

の神
かみがみ

々で、自
じ ぶ ん

分を負
ま

かした神
かみ

は、これ
までひとりもいなかったのだ」と誇

ほこ

らしげ
にいいました。

この使
し し ゃ

者は、エルサレムの城
じょうへき

壁の上
うえ

に
いる人

ひと

たちにも理
り か い

解できるように、メッセー
ジをヘブル語

ご

で叫
さけ

んでいました。17,18

節
せつ

。

ヒゼキヤ王
おう

が人
ひとびと

々に、言
い

い返
かえ

してはい
けないと命

めいれい

令していたので、彼
かれ

らはだまっ
ていました。

ヒゼキヤは、敵
てき

が強
つよ

いことを知
し

っていま
したし、彼

かれ

らに都
みやこ

をとり囲
かこ

まれるのがどれ
ほど恐

おそ

ろしいことかもわかっていました。
アッシリア人

びと

によってサマリヤが包
ほ う い

囲され
たときに、食

しょくりょう

糧が足
た

りなくなり、人
ひとびと

々が飢
う

えに苦
くる

しんだことを思
おも

い出
だ

したかもしれま
せん。彼

かれ

は、神
かみさま

様の助
たす

けが必
ひつよう

要だという
ことをわかっていました。

しばらくして、アッシリアの王
おうさま

様は、ヒ
ゼキヤに一

いっつう

通の手
て が み

紙を送
おく

りました。ヒゼキ
ヤは手

て が み

紙を神
しんでん

殿へともっていき、それを
神
かみさま

様の前
まえ

で広
ひろ

げました。それから、神
かみさま

様
とその大

おお

いなる力
ちから

をあざけり笑
わら

うこの邪
じゃあく

悪
な敵

てき

から、自
じ ぶ ん

分たちを救
すく

い出
だ

してくださる
ようにと祈

いの

りました。列
れ つ お う き げ

王紀下 19:14,19。

神
かみさま

様は、ヒゼキヤの祈
いの

りをお聞
き

きになり
ましたか？35 節

せつ

。

このいばった王
おうさま

様は、 わたしたちの
神
かみさま

様についてまちがった考
かんが

えかたをしてい
たことを、思

おも

い知
し

らされることになります。
まもなくして、彼

かれ

は殺
ころ

されてしまいました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はサタンと悪
あ く て ん し

天使
たちよりも、力

ちから

がありますか？大
おおぜい

勢のアッ
シリア人

びと

を滅
ほろ

ぼすのに、神
かみさま

様の天
て ん し

使が
何
なんにんひつよう

人必要でしたか？わたしたち一
ひ と り

人ひとり
に、天

て ん し

使がひとりずつついていることを、
あなたは心

こころづよ

強く思
おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

あなたは今
いま

までに、はれもの〔おで
き〕ができたことはありますか？

そのはれものは痛
いた

かったですか？ヒゼキヤ
のはれものはあまりにもひどくて、命

いのち
にか

かわるほどでした。医
いしゃ

者は手
て

をつくしまし
たが、体

からだ
の具

ぐあい
合はますます悪

わる
くなるばかり

です。もう助
たす

かる見
み こ

込みがないかのように
思
おも

われたころ、預
よげんしゃ

言者イザヤがたずねてき
ました。しかし、イザヤがもってきたのは
悪
わる

い知
し

らせでした。列
れ つ お う き げ

王紀下 20:1。

だれだって死
し

ぬのはいやです。イエス
様
さま

が再
さいりん

臨なさるときまで生
い

き残
のこ

る人
ひと

を別
べつ

に
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して、この世
せ か い

界に住
す

む人
ひと

は、遅
おそ

かれ早
はや

か
れ、いつかは死

し

ななくてはならないことを
頭
あたま

でわかっていたとしても、死
し

ぬのはいや
です。ヒゼキヤはまだ年

と し お

老いていませんで
したし、まだ死

し

にたくはありませんでした。
彼
かれ

は何
なに

をしましたか？2,3 節
せつ

。

王
おうさま

様に神
かみさま

様からのお告
つ

げを伝
つた

えたイザ
ヤは、宮

きゅうでん

殿を去
さ

ろうとして歩
ある

き出
だ

しました
が、まだ宮

きゅうでん

殿を出
で

ないうちに、神
かみさま

様がお
語
かた

りになりました。イザヤはくるりと向
む

き
を変

か

えて、ヒゼキヤの部
へ や

屋へもどりました。
こんどは、どんな知

し

らせをもってきたので
しょうか？5,6 節

せつ

。

おそらく、サタンがヒゼキヤの命
いのち

をうば
おうとしたのでしょう。しかし、神

かみさま

様はヒ
ゼキヤの祈

いの

りにこたえて、彼
かれ

が病
びょうき

気で死
し

なないようにしてくださいました。預
よ げ ん し ゃ

言者
は、このはれものに何

なに

をするようにと言
い

い
ましたか？7 節

せつ

。

神
かみさま

様は、ただちにヒゼキヤをいやすこと
もできたはずですが、そうはなさいません

でした。ヒゼキヤは、神
かみさま

様がお言
こ と ば

葉どお
りにしてくださることの、特

とくべつ

別なしるしを
求
もと

めました。8-11 節
せつ

。

神
かみさま

様だけが、日
ひ ど け い

時計の影
かげ

を進
すす

めたり、
もどしたりすることができますが、どのよ
うにするかをヒゼキヤに決

き

めさせました。
当
あ

たり前
まえ

のことですが、時
と け い

計の針
はり

が前
まえ

に
しか進

すす

まないように、日
ひ ど け い

時計の影
かげ

は前
まえ

へ
と進

すす

んでいくのがふつうです。そこでヒゼ
キヤは、時

と け い

計が逆
ぎゃく

もどりするほうが、もっ
とすごいだろうと考

かんが

えたのです。はたして、
奇
き せ き

跡は起
お

こったのでしょうか？そして、ヒ
ゼキヤの病

びょうき

気はなおったのでしょうか？

考
かんが

えてみよう：わたしたちは、神
かみさま

様が
奇
き せ き

跡を起
お

こすことがおできになることをい
つも覚

おぼ

えておくべきですか？奇
き せ き

跡を起
お

こし
てもらえるように、お祈

いの

りしてもよいでしょ
うか？神

かみさま

様は、求
もと

めるわたしたちに何
なに

を与
あた

えるのが一
いちばん

番よいか、いつでもご存
ぞ ん じ

知です
か？

金
き ん よ う び

曜日

大
お お

昔
むかし

の人
ひと

たちは、日
ひ ど け い

時計で時
じ か ん

間が
わかりました。外

がいこく
国にも、日

ひ ど け い
時計

の影
かげ

が逆
ぎゃく

に進
すす

むのを見
み

て驚
おどろ

いた人
ひと

たちが
大
おおぜい

勢いました。これは、ユダの王
おう

をいや
すために天

てん
の神

かみさま
様から送

おく
られたしるしで

あったことを知
し

ったバビロンの王
おうさま

様は、と
ても感

かんどう
動して、自

じぶん
分の国

くに
の偉

えら
い人

ひと
たちを

ユダにつかわしました。列
れ つ お う き げ

王紀下 20:12。

訪
ほうもんきゃく

問客らは、ヒゼキヤの神
かみさま

様について
もっと知

し

りたいと願
ねが

っていました。ところ
がヒゼキヤは、神

かみさま

様のことを話
はな

してあげる
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ことはしないで、かわりに何
なに

をしましたか？
13 節

せつ

。

ヒゼキヤが神
かみさま

様のことを訪
ほうもんきゃく

問客に話
はな

して
あげなかったので、神

かみさま

様はがっかりなさっ
たことでしょう。また、神

かみさま

様からそのこと
を聞

き

いたイザヤもがっかりしました。

そこでイザヤは、もういちど、ヒゼキヤ
に会

あ

いに行
い

きました。預
よ げ ん し ゃ

言者は、ヒゼキ
ヤに何

なに

をたずねましたか？ヒゼキヤは何
なに

と
答
こた

えましたか？14,15 節
せつ

。

そこでイザヤは、神
かみさま

様からの言
こ と ば

葉をヒ
ゼキヤに伝

つた

えなくてはなりませんでした。
イザヤは、ヒゼキヤが死

し

んで何
なんねん

年も後
のち

に、
あの訪

ほうもんきゃく

問客たちの国
くに

であるバビロンがせ
めてきて、ヒゼキヤが彼

かれ

らに見
み

せびらかし
た財

ざいさん

産をことごとく奪
うば

い去
さ

って行
い

くだろう、
と告

つ

げたのでした。17 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：15 節
せつ

には、イザヤがヒ
ゼキヤにどんな質

しつもん

問をしたとありますか？
神
かみさま

様や十
じっかい

戒のことを知
し

らない人
ひとびと

々があな
たの家

いえ

をたずねて来
き

たときには、そこで、
どんなことを見

み

たり聞
き

いたりするでしょう
か？わたしたちは、何

なに

の話
はなし

をするでしょう
か？わたしたちは、自

じ ぶ ん

分が神
かみさま

様の伝
でんどうしゃ

道者
であることを覚

おぼ

えていますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れ つ お う き げ

王紀下 18-20 章
しょう

; 歴
れ き だ い し げ

代志下

29-32 章
しょう

;

★ 国
くに

と指
しどうしゃ

導者 28-30 章
しょう

;
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ジョセフ・ベイツは、ジェームスと
エレン・ホワイトが第

だい
７日

か め
目の

安
あんそくにち

息日を守
まも

り始
はじ

めたことが嬉
うれ

しくてなりま
せんでした。ベイツは、しばしば彼

かれ
らと共

とも

に旅
たび

をし、教
きょうかい

会をたずねてまわりました。

あ る 日
ひ

の こと、
彼
かれ

らは一
いっとう

頭の馬
うま

に
ひ か せ た 馬

ば し ゃ

車 に
乗
の

って いました。
この馬

うま

は、まだ若
わか

くて、 いうことを
きかせるのが大

たいへん

変
でした。ホワイト
長
ちょうろう

老は、手
た づ な

綱を強
つよ

くにぎっていなくて
はなりませんでした。というのは、少

すこ

しで
も馬

うま

の尻
しり

にふれようものなら、馬
うま

がけとば
して逃

に

げ出
だ

そうとするからです。この馬
うま

に
馬
ば し ゃ

車をひかせようとして、すでにふたりの
人
ひと

が命
いのち

をおとしていました。ホワイト長
ちょうろう

老
が細

さいしん

心の注
ちゅうい

意をはらっていたのも、むり
はありません！

道
みち

を進
すす

んで行
い

くと、とつぜんホワイト
夫
ふ じ ん

人が「栄
えいこう

光！」と叫
さけ

びました。ホワイト
長
ちょうろう

老とベイツ長
ちょうろう

老は、イエス様
さま

が彼
かのじょ

女に
幻
まぼろし

を与
あた

えておられるのだとわかりました。

するとただちに、馬
うま

は足
あし

を止
と

めて頭
あたま

を
たれました。ホワイト夫

ふ じ ん

人は馬
ば し ゃ

車をおりて
手
て

をのばし、馬
うま

に手
て

をのせました。

「馬
うま

にけり殺
ころ

されてしまうぞ！」と、ベイ
ツ長

ちょうろう

老は叫
さけ

びました。

ところが、馬
うま

はいっこうにける様
よ う す

子があ
りません。夫

ふ じ ん

人が道
みち

のそばを行
い

ったり来
き

た
りする間

あいだ

、頭
あたま

をた
れたまま、静

しず

かに
しています。

ホワイト長
ちょうろう

老は、
「この馬

うま

が本
ほんとう

当に
言
い

うことを聞
き

くよう
になったのかどう
か、ためしてみる
としよう」と言

い

いま
した。彼

かれ

は、むち
で馬

うま

の尻
しり

を軽
かる

くさ
わってみました。馬

うま

が動
うご

かなかったので、
こんどは、少

すこ

し強
つよ

くたたいてみました。そ
れでも馬

うま

は動
うご

きません。

ふたたび馬
ば し ゃ

車に乗
の

ろうとしながら、もう
いちど馬

うま

に手
て

をのせましたが、馬
うま

は、う
なだれたまま動

うご

こうともしませんでした。

ホワイト夫
ふ じ ん

人が座
すわ

ったときに、幻
まぼろし

は終
お

わ
りました。するとすぐに、馬

うま

は早
はやあし

足で歩
ある

き出
だ

しました。ホワイト長
ちょうろう

老がまだ、何
なに

の
指
し じ

示も出
だ

さないうちにです。そして以
い ぜ ん

前と
同
おな

じ、言
い

うことを聞
き

かない馬
うま

にもどりまし
た。天

て ん し

使がダニエルのためにライオンの
口
くち

をふさいだように、イエス様
さま

が預
よ げ ん し ゃ

言者
に幻

まぼろし

をお与
あた

えになっている間
あいだ

は、天
て ん し

使が

お話
はな

しひろば 

馬
う ま

が頭
あたま

をたれたとき
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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この馬
うま

をおとなしくさせていたのでした。

長
ながねん

年のあいだ、ホワイト長
ちょうろう

老とホワイト
夫
ふ じ ん

人は、いろいろな場
ば し ょ

所へと旅
たび

をしてま
わりました。昔

むかし

、旅
たび

にはさまざまな苦
く ろ う

労が
つきものでしたが、それでも人

ひとびと

々に教
おし

えを
説
と

いてまわりました。

ホワイト夫
ふ じ ん

人は子
こ

どもが大
だ い す

好きで、子
こ

ど
もたちも彼

かのじょ

女のことが大
だ い す

好きでした。彼
かのじょ

女
が教

きょうかい

会や家
いえ

に来
く

ると、子
こ

どもたちはいつ
も大

おおよろこ

喜びでした。子
こ ど も

供たちは、ホワイト
夫
ふ じ ん

人が幻
まぼろし

の中
なか

でイエス様
さま

とお話
はなし

をしたと
きのことを聞

き

いて、わくわくしました。

子
こ

どもたちはとくに、天
てんごく

国の話
ばなし

と、イエ
ス様

さま

が来
こ

られて、この世
せ か い

界を新
あたら

しくつくり
かえるときの話

はなし

を聞
き

くのが、大
だ い す

好きでした。
彼
かれ

らは、すべての動
どうぶつ

物が人
ひと

になれて、いっ
しょに楽

たの

しく遊
あそ

ぶことができるようになるこ
とを知

し

りました。そこで、いつまでも枯
か

れ
ることのないお花

はな

を見
み

たり、かおりを楽
たの

し
んだり、おいしい木

き

の実
み

を食
た

べたいと思
おも

いました。

また、聖
せいしょ

書の物
ものがたり

語で学
まな

んだ人
じんぶつ

物とお話
はな

しすることができることも知
し

りました。そし
て何

なに

より、イエス様
さま

とお会
あ

いして、お話
はな

し
できるのです。

すばらしい天
てんごく

国のことを考
かんが

えながら、イ
エス様

さま

が来
こ

られたら、いっしょにそこへ行
い

けるように準
じゅんび

備したいと思
おも

いました。わた
したちも、ご再

さいりん

臨の時
とき

にイエス様
さま

といっ
しょに天

てんごく

国へ行
い

けるように準
じゅんび

備したいと思
おも

いますよね？いつ来
こ

られても準
じゅんび

備ができて
いるように、毎

まいにち

日イエス様
さま

に助
たす

けをお願
ねが

いしましょう。
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日
に ち よ う び

曜日

ヒゼキヤ王
おう

の死
し ご

後、息
むすこ

子である12
歳
さい

のマナセが、次
つぎ

のユダの王
おう

と
なりました。ヒゼキヤは、人

ひとびと
々がふたたび

神
かみさま

様を礼
れいはい

拝し、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実でいることを
選
えら

べるように、ありとあらゆる努
どりょく

力をしま
した。彼

かれ

は、偶
ぐうぞう

像と、偶
ぐうぞう

像を礼
れいはい

拝するす
べての場

ばしょ
所をうちこわしました。また彼

かれ
は、

神
しんでん

殿で聖
せい

なる礼
れいはい

拝をふたたび始
はじ

めました。
その結

け っ か
果、賛

さ ん び
美と礼

れいはい
拝を行

おこな
う過

す ぎ こ
越しの祭

まつ

りを、予
よてい

定より７日
か

も長
なが

く祝
いわ

うことができ
たのでした。

サタンは、ヒゼキヤがよい事
こと

をするの
を喜

よろこ

んだでしょうか？いいえ、そんなこと
はありません ね！
ではサタンは、そ
れらのよい事

こと

をだ
いなしにしようとた
くらんでいたと思

おも

い
ますか？ええ、もち
ろんです！さて、王

おう

と な っ た 今
いま

、
マナセは父

ちち

が
行
おこな

ったことを
つづけていくで
しょうか？それ
とも、サタンの
そその かしに
耳
みみ

をかたむけ
るでしょうか？

だれがこの若
わか

いマナセに助
じょげん

言をしたの
か、わたしたちにはわかりませんが、恐

おそ

ろ
しい選

えら

びをしたことは確
たし

かです。歴
れ き だ い し げ

代志下

33:1-7,9 を読
よ

んでみましょう。

あなたは、これを読
よ

んで悲
かな

しくなりまし
たか？神

かみさま

様も、このことを悲
かな

しまれました。
神
かみさま

様は、マナセと人
ひとびと

々を祝
しゅくふく

福したいと望
のぞ

んでおられましたが、できませんでした。
ですから神

かみさま

様は、アッシリア人
びと

がやって
きても、ヒゼキヤの時

とき

のように、彼
かれ

らを
止
と

めることをなさいませんでした。アッシ
リア人

びと

たちは、マナセを捕
ほ り ょ

虜としてつれ
去
さ

ってしまいました。10,11 節
せつ

。

牢
ろうごく

獄の中
なか

で、マナセ王
おう

は自
じ ぶ ん

分の身
み

に

神
しんでん

殿で見
み

つかった宝
たからもの

物
みみ

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「もしあなたがたがわたしを愛
あい

するならば、

わたしのいましめを守
まも

るべきである。」

ヨハネ 14:15

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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起
お

きていることと、自
じ ぶ ん

分のこれまでの選
えら

びについて考
かんが

えていました。そしてつい
に、自

じ ぶ ん

分がどれだけ悪
わる

い者
もの

であったかを
悟
さと

り、それを心
こころ

から反
はんせい

省しました。彼
かれ

が
神
かみさま

様にゆるしを願
ねが

ったとき、神
かみさま

様はどうな
さいましたか？マナセがユダの人

ひとびと

々に数
かずかず

々
の悪

わる

い行
おこな

いをしてきたので、神
かみさま

様は彼
かれ

を
ゆるすことをことわりましたか？わたした
ちの神

かみさま

様は、そのようなお方
かた

でしょうか？
12,13 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：マナセは、最
さ い ご

後になって
ようやく、サタンがどんなにいじわるで悪

わる

い者
もの

であるかを悟
さと

りました。マナセをと
おして、サタンは何

なんぜんなんまん

千何万もの人
ひと

たちを
自
じ ぶ ん

分のえじきにしました。しかし、マナセ
は目

め

を覚
さ

ましましたね。わたしたちが、サ
タンから解

かいほう

放されたいと心
こころ

から願
ねが

うときに、
神
かみさま

様はいつでも喜
よろこ

んで助
たす

けて下
くだ

さることを
嬉
うれ

しく思
おも

いませんか？

月
げ つ よ う び

曜日

マナセの死
し ご

後、息
むすこ

子のアモンがユダ
の王

おう
となりました。アモンは、父

ちち

の身
み

に起
お

こったことから教
きょうくん

訓を学
まな

びました
か？歴

れ き だ い し げ

代志下 33:21-23。

２年
ねん

しかたたないうちに、アモンの家
け ら い

来
たちは彼

かれ

を殺
ころ

し、アモンの息
む す こ

子のヨシヤ
が、８歳

さい

で次
つぎ

の王
おう

となりました。歴
れ き だ い し げ

代志下

34:1。

7 歳
さい

で王
おう

になったヨアシとは、1 歳
さい

しか
かわりませんでした。いろいろな選

えら

びをし
ていくには、あまりにも幼

おさな

すぎましたか？
いいえ、そんなことはありませんでした！

2,3 節
せつ

。

ヨシヤは、ヨアシのようには心
こころが

変わりし
ませんでした。ヨシヤは始

はじ

めから、神
かみさま

様
を愛

あい

し神
かみさま

様にしたがうことを選
えら

んで、その
道
みち

を離
はな

れませんでした。彼
かれ

は、神
かみさま

様に対
たい

して正
しょうじき

直で、忠
ちゅうじつ

実であることをやめません
でした。

ヨシヤは多
おお

くのことを成
な

しとげましたが、
そのなかに、神

しんでん

殿をふたたび清
きよ

め、こわ
れたり、傷

いた

んだりした所
ところ

がすべてきちんと
修
しゅうり

理されたかどうか確
たし

かめたことがありま
した。まもなくそこは、修

しゅうり

理の仕
し ご と

事をおこ
なう大

だ い く

工やその他
ほか

の職
しょくにん

人でいっぱいにな
りました。

当
とうぜん

然のことですが、働
はたら

き人
ひと

には賃
ちんぎん

金を
はらう必

ひつよう

要があります。そして、お金
かね

は
もうすでに集

あつ

められていて、神
しんでん

殿の中
なか

に
保
ほ か ん

管されていました。ある日
ひ

のこと、神
しんでん

殿
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で、賃
ちんぎん

金を払
はら

うためのお金
かね

をとりだしたと
き、大

だ い さ い し

祭司ヒルキヤが、律
りっぽう

法の書
しょ

を発
はっけん

見
しました。14 節

せつ

。

これはとても大
だ い じ

事な書
しょもつ

物でした。おそら
く、祭

さ い し

司のだれかがこれを守
まも

るために隠
かく

したか、もしくは、たまたま神
しんでん

殿から除
のぞ

か
れたがれきの下

した

に埋
う

もれていたのかもし
れません。ヒルキヤは、これをどうしまし
たか？明

あ す

日、そのことを勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：聖
せいしょ

書も、律
りっぽう

法の書
しょ

のよう
なものです。聖

せいしょ

書は、わたしたちが、悪
わる

い敵
てき

であるサタンから、どのように安
あんぜん

全に
逃
のが

れるかを教
おし

えています。わたしたちは、
聖
せいしょ

書を大
たいせつ

切にし、聖
せいしょ

書を熱
ねっしん

心に読
よ

んでい
るでしょうか？あなたは、聖

せいしょ

書を自
じ ゆ う

由に学
まな

べることを嬉
うれ

しく思
おも

っていますか？

火
か よ う び

曜日

大
だ い

祭
さいし

司ヒルキヤは、神
かみさま

様が何
なんびゃくねん

百 年
も前

まえ
にモーセに命

めい
じて書

か
かせた、

律
りっぽう

法の書
しょ

を発
はっけん

見しました。彼
かれ

は興
こうふん

奮して、
王
おう

の書
しょきかん

記官であるシャパンをさがしたこと
でしょう。

シャパンは、この尊
とうと

い書
しょもつ

物
をながめました。それを読

よ

ん
だときには、彼

かれ

も興
こうふん

奮してい
たことでしょう。王

おうさま

様のヨシヤ
にも、ぜひこれを見

み

せなくて
は。歴

れ き だ い し げ

代志下 34:15-18。

ヨシヤは、神
かみさま

様の民
たみ

が敵
てき

の
手
て

から守
まも

られ、強
つよ

い国
こ っ か

家でい
るために、神

かみさま

様がモーセに教
おし

えられた事
こと

のすべてを知
し

りた

いと望
のぞ

んでいました。シャパンがそれを
読
よ

み上
あ

げると、ヨシヤの心
こころ

は沈
しず

みました。
やはり神

かみさま

様の民
たみ

は、律
りっぽう

法の教
おし

えからあま
りにも離

はな

れていたのです。そのような民
たみ

を、
神
かみさま

様はもういちど祝
しゅくふく

福することがおできに
なるでしょうか？シャパンが読

よ

み終
お

えたと
き、ヨシヤは何

なに

をしましたか？19 節
せつ

。

ヨシヤは、北
きた

の王
おうこく

国イスラエルの人
ひとびと

々
が、どうして敵

てき

に捕
と

らえられ、つれて行
い

か
れたかがわかりました。これまで数

かずかず

々の飢
き

きんや戦
せんそう

争があったのも、当
とうぜん

然です！それ
に、ヨシヤのユダ王

おうこく

国が強
つよ

くなることがで
きなかったのも当

とうぜん

然だといえるでしょう！す
べては、不

ふふくじゅう

服従の結
け っ か

果でした。神
かみさま

様にし
たがうことを選

えら

ばなかったので、神
かみさま

様は
人
ひとびと

々を助
たす

けることができなかったのです。
そして彼

かれ

らは、サタンにしたがうことを選
えら

んでいたのです。

今
いま

となっては、もう手
て お く

遅れでしょうか？
ユダ王

おうこく

国には、もう望
のぞ

みがないのでしょう
か？あまりにも長

なが

い間
あいだ

、神
かみさま

様の十
じっかい

戒を破
やぶ

り、
サタンに従

したが

いつづけてきたので、神
かみさま

様は
ユダの人

ひとびと

々を助
たす

けることがおできにならな
いのでしょうか？ヨシヤ王

おう

は役
やくにん

人たちに、
何
なに

をするように命
めい

じましたか？21,22 節
せつ

。

ホルダは女
おんなよげんしゃ

預言者で、
彼
かのじょ

女が言
い

うことはすべて
神
かみさま

様からきたものだとい
うことを、ヨシヤは知

し

っ
ていました。彼

かれ

は、使
し し ゃ

者
たちがもどってくるのを
待
ま

っている間
あいだ

、不
ふ あ ん

安でし
かたがなかったことでしょ
う。
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考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちがどの道
みち

を選
えら

ぼ
うと、かならずその結

け っ か

果がともないます。
神
かみさま

様にしたがったらどうなるか、また、サ
タンにしたがうことを選

えら

ぶとどうなるかを、
神
かみさま

様は教
おし

えてくださっています。そのこと
について聖

せいしょ

書が何
なに

を語
かた

っているか、もうい
ちど読

よ

んでみてください。ガラテヤ 6:7。

水
す い よ う び

曜日

はたして、ユダ王
おうこく

国に望
のぞ

みはあるの
でしょうか？ヨシヤ王

おう
は、神

かみさま
様の

預
よげんしゃ

言者のもとへ使
ししゃ

者をつかわして、それを
知
し

ろうとしています。

使
し し ゃ

者たちがもち帰
かえ

った知
し

らせは、よいも
のではありませんでした。ユダの人

ひとびと

々が、
じつに長

なが

い年
ねんげつ

月の間
あいだ

サタンに従
したが

ってきた
ために苦

くる

しむことになるだろう、と神
かみさま

様は
おっしゃいました。最

さ い ご

後には敵
てき

がきて、彼
かれ

らを捕
ほ り ょ

虜として連
つ

れて行
い

くというのです。
それはまるで、北

きたおうこく

王国に起
お

こったようなこ
とです。なんということでしょう！

しかし、少
すこ

しも良
よ

い知
し

らせがなかった
わけではありません。ヨシヤが衣

ころも

をさいて
悲
かな

しんだとき、彼
かれ

が本
ほんしん

心からそれをしたこ
とを、神

かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知でした。悲
かな

しんだふ
りをしていたわけではありませんでした。
ですから神

かみさま

様は、ヨシヤが死
し

ぬまでは災
わざわ

いが起
お

こらないようにしてくださいました。
歴
れ き だ い し げ

代志下 34:26-28。

ヨシヤは、神
かみさま

様がお語
かた

りになったこと
を人

ひとびと

々に告
つ

げるとき、たいへんおごそか
な約

やくそく

束をしました。それは、神
かみさま

様を愛
あい

し、
神
かみさま

様にしたがい、同
おな

じようにすることを

人
ひとびと

々にもすすめ、そのためにできるだけ
の手

て だ す

助けをする、という約
やくそく

束です。ヨシヤ
は、正

ただ

しいことを行
おこな

おうという決
けっしん

心を変
か

え
るつもりはありませんでした。31,32 節

せつ

。

そして彼
かれ

は、約
やくそく

束を守
まも

りました。人
ひとびと

々は、
過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りを祝
いわ

いました。ヨシヤは生
い

き
ているかぎり、律

りっぽう

法の書
しょ

に書
か

かれている
ことを行

おこな

おうと、最
さいぜん

善をつくしたのでした。

エジプトとの戦
たたか

いでヨシヤが死
し

んだとき
は、みんなが悲

かな

しみました。

考
かんが

えてみよう：ヨシヤは幼
おさな

いころから神
かみさま

様
を愛

あい

し、信
しんらい

頼し、神
かみさま

様にしたがうことを選
えら

び、その決
けっしん

心を変
か

えることはありませんで
した。十

じっかい

戒が神
かみさま

様の愛
あい

をあらわしているこ
とも、人

にんげん

間がそれに従
したが

うときに幸
こうふく

福になれ
ることも、ヨシヤは知

し

っていました。いつ
も彼

かれ

は、人
ひとびと

々が十
じっかい

戒にしたがうことを選
えら

ぶ
ように願

ねが

っていました。あなたは今
いま

、何
なんさい

歳
ですか？これまで、正

ただ

しい選
えら

びをしてきた
子

こ

どもたちについてのお話
はなし

を、たくさん読
よ

んできましたね。これらのお話
ばなし

に出
で

てくる
子

こ

どもたちのことは、天
てんごく

国に記
き ろ く

録されてい
るのです。そしてあなたも、彼

かれ

らの仲
な か ま

間に
なれるのです。

木
も く よ う び

曜日

正
た だ

しい王
おう

だったヨシヤの死
し ご

後、バ
ビロンの王

おう
が攻

せ
めてきて、ユダの

人
ひとびと

々を捕
ほりょ

虜として自
じぶん

分の国
くに

へつれて行
い

きま
した。預

よげんしゃ
言者イザヤが告

つ
げたとおりのこと

が起
お

こったのです。北
きたおうこく

王国の人
ひとびと

々は、す
でにアッシリア人

びと
によって捕

ほ り ょ
虜としてつれ

て行
い

かれていました。そして北
きたおうこく

王国にい
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た 10 の 部
ぶ ぞ く

族 は、
異
いきょう

教の国
くにぐに

々で散
ち

ら
されてしまいまし
た。

神
かみさま

様には、人
にんげん

間
のためのすばらし
いご計

けいかく

画がありま
した。わたしたち
が神

かみさま

様と神
かみさま

様が定
さだ

められた十
じっかい

戒にし
たがうときにどうなるか、また、神

かみさま

様がど
れほど力

ちからづよ

強いお方
かた

であられるかを神
かみさま

様の
民
たみ

をとおして世
せかいじゅう

界中に広
ひろ

める、という計
けいかく

画
です。ところがこの計

けいかく

画は、サタンによっ
てつぶされてしまったかのように見

み

えまし
た。

たしかに、アダムとエバが罪
つみ

を犯
おか

してか
らというもの、人

にんげん

間は生
う

まれつき、サタン
にしたがう性

せいしつ

質になってしまいました。し
かし、王

おうさま

様であっても他
ほか

のだれであっても、
むりやり罪

つみ

を犯
おか

させられる人
ひと

はひとりもい
ません。イエス様

さま

がわたしたちのために
死
し

んで下
くだ

さったおかげで、すべての人
ひと

が、
サタンにではなく、愛

あい

の神
かみさま

様にしたがう力
ちから

を持
も

つことができるのです。

神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

に対
たい

して、なんと
がまん強

つよ

いおかたなのでしょう！神
かみさま

様は彼
かれ

らを救
すく

おうと、あらゆる方
ほうほう

法をとおして、
できることはすべてなさいました。神

かみさま

様の
勇
ゆうかん

敢な預
よ げ ん し ゃ

言者たちが、どれほど熱
ねっしん

心に、
神
かみさま

様の民
たみ

がしている恐
おそ

ろしい選
えら

びに気
き

づ
かせようとしたかを考

かんが

えてみてもわかるで
しょう。

あなたは、何
なんにん

人の預
よ げ ん し ゃ

言者の名
な ま え

前を覚
おぼ

え

ていますか？そのうち、6 人
にん

の名
な ま え

前
を言

い

えますか？

ノア、モーセ、サムエル、エリヤ、
エリシャ、イザヤは、これまでにわ
たしたちが勉

べんきょう

強してきた預
よ げ ん し ゃ

言者たち
の数

かず

からみれば、ほんの一
い ち ぶ

部でし
かありません。

サタンは預
よ げ ん し ゃ

言者を憎
にく

んでいました
し、今

いま

でもそうです。人
ひとびと

々が預
よ げ ん し ゃ

言者
を信

しん

じて、神
かみさま

様にしたがうことを選
えら

ぶのを
サタンは嫌

きら

います。サタンの嘘
うそ

を信
しん

じるこ
とを選

えら

ぶ人
ひと

たちも、神
かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者たちを
憎
にく

みます。そのような人
ひと

たちは、自
じ ぶ ん

分たち
の行

おこな

いがまちがっていることを指
し て き

摘された
くないのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者たちの多
おお

く
は、神

かみさま

様が夢
ゆめ

や幻
まぼろし

において彼
かれ

らに示
しめ

され
たり、語

かた

られたりしたことを書
か

き記
しる

します。
これらの書

しょもつ

物を神
かみさま

様は、聖
せいしょ

書の中
なか

で安
あんぜん

全
に守

まも

ってこられました。神
かみさま

様から預
よ げ ん し ゃ

言者を
とおして与

あた

えられたこれらの贈
おく

り物
もの

を、私
わたし

たちはどれほど感
かんしゃ

謝すべきでしょうか？

金
き ん よ う び

曜日

今
き

日
ょう

は、これからする質
しつもん

問に、みな
さんがどれだけ答

こた
えられるかを見

み

てみましょう。

ノアが 120 年
ねん

もの間
あいだ

、警
けいこく

告しつづけた
後
のち

、どれだけの人
ひと

が箱
はこぶね

船にはいりました
か？年

とし

をとった人
ひと

たちのうちで、モーセを
とおして与

あた

えられた神
かみさま

様の約
やくそく

束に信
しんらい

頼す
ることを選

えら

び、カナンの国
くに

へはいることが
できたのは何

なんにん

人でしたか？神
かみさま

様の代
か

わりに
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人
にんげん

間を王
おう

としてたてること
に対

たい

してサムエルが警
けいこく

告
したとき、人

ひとびと

々は彼
かれ

の言
い

う
ことを信

しん

じましたか？ほと
んどの王

おうさま

様や民
たみ

は、エリ
ヤとエリシャの言

い

うことに
耳
みみ

をかたむけましたか？ユ
ダ王

おうこく

国の王
おう

さまのうち、イ
ザヤの言

い

うことに耳
みみ

をかた
むけた人

ひと

は、どれだけい
ましたか？

マナセが悪
わる

い王
おうさま

様だったころ、神
かみさま

様は
多
おお

くの勇
ゆうかん

敢な預
よ げ ん し ゃ

言者をつかわされました
が、彼

かれ

らは王
おう

によって殺
ころ

されてしまいまし
た。実

じつ

は、イザヤもそのひとりでした。し
かしイザヤは、死

し

ぬ前
まえ

にすばらしい書
しょもつ

物
を残

のこ

しました。それは今
こんにち

日、イザヤ書
しょ

とし
て聖

せいしょ

書の中
なか

にのこされています。

イザヤについて考
かんが

えてみましょう。神
かみさま

様
が彼

かれ

を預
よ げ ん し ゃ

言者として召
め

されたとき、彼
かれ

はま
だ青

せいねん

年でした。そのころまで、神
かみさま

様のお
きてに注

ちゅういぶか

意深くしたがってきていたので、
それで十

じゅうぶん

分だと思
おも

っていました。今
こんにち

日、
多
おお

くのクリスチャンが教
きょうかい

会へ通
かよ

い、献
けんきん

金を
ささげ、正

ただ

しい生
い

き方
かた

をして満
まんぞく

足していま
すが、イザヤもそのような若

わかもの

者だったと思
おも

います。

ところがある日
ひ

、イザヤがエルサレムの
神
しんでん

殿の庭
にわ

にいたときのことです。神
かみさま

様が
彼
かれ

に、ひとつの幻
まぼろし

をお与
あた

えになりました。
幻
まぼろし

の中
なか

で、神
かみさま

様はイザヤに、天
てん

を見
み あ

上
げさせました。そこでイザヤは、口

くち

では言
い

い表
あらわ

せないほどおそるべき神
かみさま

様のお姿
すがた

を
見
み

たのです。そのとたん、彼
かれ

はもう、自
じ ぶ ん

分

が正
ただ

しい者
もの

であるなどと感
かん

じられなくなりました。イザ
ヤは、イエス様

さま

を他
ほか

にして
は、すべての人

ひと

が罪
つみびと

人であ
ることを悟

さと

ったのです。汚
けが

れた罪
つみびと

人である自
じ ぶ ん

分が、ど
うして神

かみさま

様の預
よ げ ん し ゃ

言者となるこ
とができるというのでしょう
か？イザヤ 6:5 を読

よ

んでくだ
さい。

しかし幻
まぼろし

の中
なか

で、神
かみさま

様はある驚
おどろ

くべきこ
とをして下

くだ

さったようです。6,7 節
せつ

。

このことがあってから、イザヤは自
じ ぶ ん

分の
してきた正

ただ

しい行
おこな

いには頼
たよ

らず、完
かんぜん

全に
神
かみさま

様だけに頼
たよ

るようになりました。そして、
神
かみさま

様が特
とくべつ

別な使
し し ゃ

者として、だれをつかわ
そうかとたずねたとき、イザヤは何

なん

と答
こた

え
ましたか？8 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がイザヤにどんなお
話
はなし

をなさったのか、知
し

りたいとは思
おも

いませ
んか？神

かみさま

様のお話
はなし

はどれも興
きょうみぶか

味深いもの
で、私

わたし

たちにとっても教
きょうくん

訓となるものばか
りです。来

らいしゅう

週、それを勉
べんきょう

強していきましょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★列
れ つ お う き げ

王紀下 21-23 章
しょう

; 歴
れ き だ い し げ

代志下

33-36 章
しょう

; イザヤ 6 章
しょう

;

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 25-26,32-33 章
しょう

。
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1848 年
ねん

、つまり1844 年
ねん

の大
だいしつぼう

失望
の４年

ね ん ご
後に、イエス様

さま
はひじょうに

重
じゅうよう

要な幻
まぼろし

をエレンにお与
あた

えになりました。
この幻

まぼろし
の中

なか
で彼

かのじょ
女が見

み
たのは、ひとつの

小
ちい

さな光
ひかり

でした。はじめの
うち、その光

ひかり
はそれほど明

あか

るくなかったのですが、だ
んだんと輝

かがや
きをまし、つい

には、 わたしたちの 住
す

む
世
せかいぜんたい

界全体を照
て

らすほどにな
りました。

「この光
ひかり

は、イエス様
さま

の再
さいりん

臨について
人
ひとびと

々に理
り か い

解させるためのものであって、
神
かみさま

様のご計
けいかく

画の一
い ち ぶ

部です」と、ひとりの
天
て ん し

使がエレンに言
い

いました。「彼
かれ

らは、真
しん

の安
あんそくにち

息日について、人
にんげん

間が死
し

んだ後
あと

どう
なるかについて、他

ほか

にもいくつかの重
じゅうよう

要
なことについて知

し

る必
ひつよう

要があります。聖
せいしょ

書
が教

おし

えていることを多
おお

くの人
ひとびと

々にわかって
もらうために、ジェームスはメッセージを
書
か

いて、印
いんさつ

刷しなくてはなりません。印
いんさつ

刷
にかかる費

ひ よ う

用は、この冊
さ っ し

子を読
よ

む人
ひとびと

々か
ら、送

おく

られてくるはずです。」

エレンが幻
まぼろし

のことを話
はな

すと、ジェームス
はすぐにでも書

か

きたいと思
おも

いました。けれ
ども、自

じ ぶ ん

分たちの貧
まず

しい暮
く

らしと、印
いんさつだい

刷代
にいくらかかるのかを考

かんが

えてみて、とうて
い無

む り

理だと思
おも

いました。これまでけん命
めい

に働
はたら

き、あらゆる仕
し ご と

事をしてきましたが、
食
た

べていくのがやっとでした。さらなる

収
しゅうにゅう

入を得
え

るために、こんどは、あちこち
の畑

はたけ

で干
ほ

し草
くさ

を刈
か

る仕
し ご と

事をすることにしま
した。

ところが、天
て ん し

使はエレン
に、またもこう言

い

うのです。
「今

いま

、彼
かれ

は書
か

くことだけを
がんばるべきです！信

しんこう

仰を
持
も

つのです！」ジェームス
はその言

こ と ば

葉にしたがい、じ
きに初

はじ

めての原
げんこう

稿が書
か

きあ
げられ、あとは印

いんさつ

刷するの
みとなりました。

印
い ん さ つ や

刷屋さんは、エレンとジェームスの住
す

む所
ところ

から８マイル離
はな

れた町
まち

に住
す

んでいま
した。「実

じつ

はまだ、印
いんさつだい

刷代がありません」と、
ジェームスは印

い ん さ つ や

刷屋さんに言
い

いました。「で
も、費

ひ よ う

用はきっと、支
し は ら

払われますから。」

印
い ん さ つ や

刷屋さんは、「あなたは正
しょうじき

直な人
ひと

です
から、信

しんよう

用していますよ」と言
い

って、最
さいしょ

初
の原

げんこう

稿を 1000 部
ぶ

、印
いんさつ

刷してくれました。

ふだんジェームスは、歩
ある

いて町
まち

にかよっ
ていました。しかし、印

いんさつぶつ

刷物ができあがっ
た日

ひ

には、それらを家
いえ

まで運
はこ

ぶために、
馬
うま

と馬
ば し ゃ

車を借
か

りました。

家
いえ

にもどったジェームスは、 大
だ い じ

事な
印
いんさつぶつ

刷物を床
ゆか

におろしました。それから彼
かれ

は、エレンと他
ほか

の信
しんじゃ

者たちといっしょに、
印
いんさつぶつ

刷物のまわりにひざまずきました。そし
て、これらの印

いんさつぶつ

刷物を神
かみさま

様がお守
まも

り下
くだ

さ

お話
はな

しひろば 

ますます輝
かがや

く小
ち い

さな光
ひかり

エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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るように、また、受
う

け取
と

る人
ひと

ひとりひとりに祝
しゅくふく

福があるよう
に、と祈

いの

りました。それから、
これらの印

いんさつぶつ

刷物を折
お

りたたん
で、これを読

よ

むだろうと思
おも

わ
れる人

ひと

たちの宛
あてさき

先を書
か

きまし
た。ジェームスは、それらを
頑
がんじょう

丈なかばんに入
い

れて、町
まち

の
郵
ゆうびんきょく

便局へもって行
い

きました。

その後
のち

、ジェームスはすぐに次
つぎ

の原
げんこう

稿
にとりかかりました。２か月

げつ

の間
あいだ

に３つの
記
き じ

事が書
か

かれて印
いんさつ

刷され、郵
ゆうびん

便で送
おく

られ
たのでした。

はたして、イエス様
さま

は約
やくそく

束を守
まも

ってくだ
さいましたか？もちろんです。送

おく

られてき
た記

き じ

事に感
かんしゃ

謝した人
ひとびと

々は、手
て が み

紙といっしょ
に、お金

かね

も送
おく

ってくれたのです。こうして、
エレンが幻

まぼろし

で見
み

た光
ひかり

は、どんどん輝
かがや

きを
増
ま

していったのでした。

最
さいしょ

初に書
か

かれた文
ぶんしょ

書は『現
げんだい

代の真
し ん り

理』
と呼

よ

ば れ、 今
いま

から 150 年
ねんいじょう

以 上も前
まえ

に
印
いんさつ

刷されました。その時
とき

から、この光
ひかり

は
さらに輝

かがや

きを増
ま

しつづけてきています。
現
げんざい

在では、何
なんぜんなんまんさつ

千何万冊もの本
ほん

や雑
ざ っ し

誌が、
世
せかいじゅう

界中で様
さまざま

々な言
こ と ば

葉に翻
ほんやく

訳されています。
何
なんぜんなんまん

千何万もの人
ひとびと

々がこれらを読
よ

み、聖
せいしょ

書
の教

おし

えていることを信
しん

じるようになりまし
た。

当
とうぜん

然、サタンがこの光
ひかり

をよく思
おも

うわけが
ありません。サタンはなんども、ジェーム
スやエレン・ホワイト、また他

ほか

の多
おお

くの人
ひとびと

々
が、この光

ひかり

をさらに明
あか

るく輝
かがや

かせようとす
るのをやめさせようとしてきました。しか
しイエス様

さま

が、この働
はたら

きをたえず祝
しゅくふく

福し

つづけて下
くだ

さいました。

そして今
いま

、あなたが手
て

にし
ているこの小

ちい

さな読
よ

み物
もの

は、
ずっと前

まえ

に美
うつく

しく輝
かがや

き始
はじ

めた、
あの光

ひかり

の一
い ち ぶ

部なのです。

Little Folk Visuals
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日
に ち よ う び

曜日

あなたは、どこの国
くに

の
国
こくせき

籍をもっています
か？アメリカ 合

がっしゅうこく
衆 国？カナ

ダ？それともメキシコですか？
それとも、それ以

い が い
外の国

くに
で

すか？世
せ か い

界にはたくさんの国
くに

がありますが、本
ほんとう

当に重
じゅうだい

大な
意
い み

味をもつ王
おうこく

国が、ふたつだ
けあります。これまで生

う
まれ

てきたすべての人
ひと

が、そのど
ちらかの国

こくみん
民になっているのです。これら

ふたつの王
おうこく

国が何
なん

だか、わかりますか？
神
かみさま

様の王
おうこく

国とサタンの王
おうこく

国です。

今
こんにち

日、この世
せ か い

界に住
す

むほとんどの人
ひと

は、
どちらの王

おうこく

国の国
こくみん

民なのでしょうか？残
ざんねん

念
ながら、サタンの王

おうこく

国です。神
かみさま

様の王
おうこく

国
を選

えら

ぶ人
ひと

たちは、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

たち
です。では彼

かれ

らは、ほかの人
ひと

たちが神
かみさま

様
の王

おうこく

国を選
えら

ぶことを望
のぞ

んでいるでしょう
か？もちろんです。もしむかしの神

かみさま

様の民
たみ

が、カナンの地
ち

に入
はい

った後
あと

も神
かみさま

様の計
けいかく

画
にしたがっていたならば、他

た こ く

国の人
ひと

たちも
神
かみさま

様の王
おうこく

国のことを知
し

ることができたはず
なのです。けれども神

かみさま

様の民
たみ

は、その計
けいかく

画にしたがいませ
んでした。

預
よ げ ん し ゃ

言者イザヤの時
じ だ い

代まで、
神
かみさま

様の計
けいかく

画はうまくいかない
ように思

おも

われました。しかし、
神
かみさま

様とサタンとではどちらが
強
つよ

いのでしょう？もちろん神
かみさま

様
です。どんなにサタンが神

かみさま

様
の計

けいかく

画を止
と

めようとがんばっ
ても、すべては神

かみさま

様の計
けいかく

画どおりになって
いく、とイザヤは書

か

いたのでした。

神
かみさま

様の民
たみ

はひとつの場
ば し ょ

所でなく、多
おお

く
の国

くにぐに

々に存
そんざい

在するようになることを、神
かみさま

様
はイザヤに示

しめ

してくださいました。イザヤ
の時

じ だ い

代、他
ほか

の国
くにぐに

々に住
す

んでいて、神
かみさま

様の
ことを知

し

らず、とうぜん神
かみさま

様を拝
おが

んでいな
い人

ひと

たちは、「異
い き ょ う と

教徒」と呼
よ

ばれていまし
た。神

かみさま

様はイザヤに、多
おお

くの異
い き ょ う と

教徒が何
なに

をすることを選
えら

ぶようになるだろうとお告
つ

神
かみさま

様の特
とくべつ

別な使
し し ゃ

者

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

は怒
いか

ることおそく、いつくしみに富
と

み、

罪
つみ

ととがをゆるす者
もの

。」民
みんすうき

数記 14:18

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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げになりましたか？イザヤ 60:3。

あらゆる国
くにぐに

々から、中
ちゅうごく

国のようにはるか
遠
とお

い国
くにぐに

々からも多
おお

くの人
ひとびと

々がやってきて、
神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するようになるのを見
み

たとき、
イザヤはわくわくしたことでしょう。イザヤ

49:12。

考
かんが

えてみよう：世
せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々が神
かみさま

様の
王
おうこく

国に加
くわ

わることを選
えら

ぶように、神
かみさま

様は今
いま

もなお、呼
よ

びかけておられますか？あなた
の住

す

んでいるところに、まだ神
かみさま

様の王
おうこく

国に
加
くわ

わっていない人
ひと

はいませんか？子
こ

どもで
も神

かみさま

様の働
はたら

き人
びと

になれるような、何
なに

かい
い方

ほうほう

法を思
おも

いつきますか？

月
げ つ よ う び

曜日

神
か み

様
さま

はイザヤに、たくさんのすばら
しいことを示

しめ
してくださいました。

神
かみさま

様が語
かた

られたのは、イエス様
さま

の誕
たんじょう

生と
生
しょうがい

涯、そしてわたしたちのためにイエス様
さま

が経
けいけん

験なさるであろう、おそろしい死
し

につ
いてでした。さらに神

かみさま
様は、イエス様

さま
の

ご再
さいりん

臨のときには、サタンの王
おうこく

国を選
えら

ん
だ人

ひとびと
々が恐

おそ
れおののくようになることをお

示
しめ

しになりました。また神
かみさま

様の王
おうこく

国を選
えら

んだ人
ひとびと

々が、再
さいりん

臨のときにどうなるのかも、
教
おし

えてくださいました。イザヤ 25:9。

神
かみさま

様はイザヤに、天
てんごく

国についても語
かた

っ
てくださいました。わたしたちには、天

てんごく

国
がどんなところか、想

そうぞう

像すらできませんね。
この地

ちじょう

上では、殺
ころ

し合
あ

って互
たが

いに食
た

べ合
あ

うような動
どうぶつ

物たちが、天
てんごく

国では、肉
にく

を食
た

べようなどとは考
かんが

えもしなくなります。オオ
カミと子

こひつじ

羊、ヒョウとヤギ、牛
うし

やライオン

やクマなど、地
ちじょう

上では敵
て き ど う し

同士の動
どうぶつ

物たち
が、天

てんごく

国ではおだやかになります。どの
動
どうぶつ

物たちとも、仲
なか

よく遊
あそ

べるようになるの
です。ヘビだって、怖

こわ

くなくなります。イ

ザヤ 11:6-9。

病
びょうき

気の人
ひと

、歩
ある

けない人
ひと

、耳
みみ

の聞
き

こえな
い人

ひと

や目
め

の見
み

えない人
ひと

、また他
ほか

に悪
わる

いと
ころのある人

ひと

たちも、だれひとりとして、
具
ぐ あ い

合の悪
わる

いまま天
てんごく

国に行
い

くことはありませ
ん。イザヤ 33:24; 35:5,6。

この世
せ か い

界では、ふたたび引
ひ

っ越
こ

しなどし
なくていいような、完

かん

ぺきな場
ば し ょ

所に完
かん

ぺ
きな家

いえ

を建
た

てることを、多
おお

くの人
ひと

が望
のぞ

んで
います。だれでも神

かみさま

様の国
くに

を選
えら

ぶならば、
いつの日

ひ

か、すべてがかなえられることで
しょう。イザヤ 65:21,22。

天
てんごく

国では、安
あんそくにち

息日に何
なに

をするのでしょう
か？イザヤ 66:23。

考
かんが

えてみよう：天
てんごく

国は、本
ほんとう

当に存
そんざい

在しま
す。すばらしいですね。サタンの国

くに

を選
えら

ん
で、天

てんごく

国へ行
い

けなくなってもいいと思
おも

う人
ひと

がいるでしょうか？
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火
か よ う び

曜日

今
き

日
ょう

わたしたちがお勉
べんきょう

強するのは、
エレミヤについてです。エレミヤ

は、神
かみさま

様がついに、ユダの国
くに

をバビロンに
よって征

せいふく
服させようとする前

まえ
につかわした、

最
さ い ご

後の預
よげんしゃ

言者でした。

エレミヤは、内
う ち き

気な人
ひと

で
した。しかし神

かみさま

様 は、 彼
かれ

が力
ちからづよ

強く勇
ゆうかん

敢な働
はたら

き人
びと

にな
れることをご存

ぞ ん じ

知でした。
神
かみさま

様とエレミヤの会
か い わ

話を読
よ

んでみましょう。エレミヤ

1:4-6。

エレミヤの言
い

い訳
わけ

を聞
き

い
てから、神

かみさま

様は何
なに

をなさい
ましたか？7-10 節

せつ

。

さあ、これでエレミヤは勇
ゆうきひゃくばい

気百倍です。
彼
かれ

は、ユダの王
おう

と民
たみ

に、そのうちバビロ
ンにつれていかれて、そこで 70 年

ねん

もの間
あいだ

とらわれの身
み

となるであろうと告
つ

げました。
さらに、捕

と

らえられるときは、バビロンの
兵
へいたい

隊にさからわずに協
きょうりょく

力しなさいとも言
い

い
ました。ところが、それを聞

き

いた人
ひと

たちは、
彼
かれ

を裏
う ら ぎ

切り者
も の よ

呼ばわりして牢
ろうごく

獄に入
い

れてし
まいました。

投
と う ご く

獄 さ れ
た エ レ ミ ヤ
は、 神

か み さ ま

様 か
らのメッセ ー
ジを 伝

つた

えるこ
とが でき なく
な っ た の で、

秘
ひ し ょ

書のバルクにたのんで、神
かみさま

様のお言
こ と ば

葉
を巻

まきもの

物に書
か

かせました。それからバルク
に、神

しんでん

殿へ行
い

って、書
か

いたことを人
ひとびと

々に
読
よ

み聞
き

かせるように言
い

いました。エレミヤ

36:6。

このことが、エホヤキム王
おう

の王
お う じ

子たち
の耳

みみ

に入
はい

ると、彼
かれ

らはバルクを呼
よ

びよせ、
その巻

まきもの

物を自
じ ぶ ん

分たちの前
まえ

で読
よ

ませました。
神
かみさま

様のお言
こ と ば

葉を聞
き

いた彼
かれ

らは、どう思
おも

い
ましたか？16 節

せつ

。

その時
とき

、エホヤキムはどこに
いましたか？また、エレミヤが
書
か

いたことを聞
き

いて、王
おうさま

様とそ
の召

めしつか

使いたちはどう思
おも

いました
か？22-24 節

せつ

。

エレミヤはもういちど、同
おな

じ
メッセージを残

のこ

らず書
か

かせま
した。それでも人

ひとびと

々は、神
かみさま

様の言
こ と ば

葉に
したがいませんでした。とうとうエレミヤ
は、底

そこ

が泥
どろ

だらけのから井
い ど

戸に入
い

れられ
て、死

し

ぬまで放
ほう

っておかれることになりま
した。エレミヤ 38:6。ところが、ひとり
の優

やさ

しいアフリカ人
じん

が、エレミヤを井
い ど

戸か
ら助

たす

け出
だ

してくれました。どのようにして、
井
い ど

戸から出
だ

したのですか？7-13 節
せつ

。

ユダ王
おうこく

国の最
さ い ご

後の王
おう

となったゼデキヤ
は、とても不

ふ あ ん

安でした。バビロンの兵
へ い し

士た
ちがエルサレムを取

と

り囲
かこ

んでおり、もし都
みやこ

が占
せんりょう

領されたら、自
じ ぶ ん

分は殺
ころ

されるのでは
ないかと恐

おそ

れていたのです。とうとう王
おう

は、
ひそかにエレミヤを呼

よ

んで、話
はなし

をすること
にしました。エレミヤは、バビロン人

じん

たち
がエルサレムを占

せんりょう

領するのを神
かみさま

様が止
と

め
ることはない、と言

い

いました。そして、も
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し王
おう

が降
こうふく

伏するならば、殺
ころ

さ
れることはないだろうと言

い

いま
した。しかし、王

おう

はその助
じょげん

言
にしたがいませんでした。

神
かみさま

様 は エレミヤと、 彼
かれ

の
秘
ひ し ょ

書と、親
しんせつ

切なアフリカ人
じん

を
守
まも

ってくださいました。しかし、
ユダの王

おう

と民
たみ

は、バビロンへ
つれ去

さ

られてしまいました。
すべて、神

かみさま

様の言
い

われたとお
りのことが起

お

こったのです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がお語
かた

りになるとき、
わたしたちは耳

みみ

をかたむけるべきでしょう
か？聖

せいしょ

書のお話
はなし

は、それが大
たいせつ

切なことだと
わたしたちに教

おし

えていますか？今
こんにち

日、神
かみさま

様
の勇

ゆうかん

敢な働
はたら

き人
ひと

はいるでしょうか？

水
す い よ う び

曜日

ヨナも、神
かみさま

様の預
よげんしゃ

言者のひとりでし
た。ヨナといえば、どんなお 話

はなし

を思
おも

い出
だ

しますか？魚
さかな

にのまれた話
はなし

です
か？神

かみさま
様はヨナに、ある特

とくべつ
別な仕

しごと
事をた

のみました。それは何
なん

でしたか？ヨナ 1:2。

ニネベは、洪
こうずい

水の後
のち

に人
ひとびと

々が建
た

てようと
したバベルの塔

とう

の場
ば し ょ

所からは、さほど遠
とお

くないところに
ありました。そ
こはとても古

ふる

い 都
みやこ

で し た。
ニネベの住

じゅうみん

民
は あまりにも
悪
わる

かったので、
彼
かれ

らを滅
ほろ

ぼす

と神
かみさま

様は言
い

われました。

ヨナ自
じ し ん

身はニネベになんか
行
い

きたくありませんでしたが、
そこにも心

こころ

から変
か

わりたいと
願
ねが

っている人
ひと

たちがいるのを、
神
かみさま

様はご存
ぞ ん じ

知でした。ニネベ
の人

ひとびと

々が神
かみさま

様のことを知
し

った
ら、彼

かれ

らは悪
わる

い行
おこな

いをやめて、
神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するようになること
も、ご存

ぞ ん じ

知でした。

ところがヨナは、神
かみさま

様にたのまれた仕
し ご と

事
について考

かんが

えれば考
かんが

えるほど、ますますニ
ネベには行

い

きたくなくなりました。あれほ
ど悪

わる

い連
れんちゅう

中が変
か

わるわけはない、と思
おも

っ
ていましたし、ニネベのことを考

かんが

えただけ
で、いやな気

き も

持ちになりました。

そしてとうとう、ニネベには行
い

かないこ
とに決

き

めました。それどころか、何
なんぜん

千キロ
も離

はな

れた、ニネベとは逆
ぎゃくほうこう

方向の場
ば し ょ

所へ行
い

くことにしたのです。ヨナはまずヨッパへ
行
い

って、タルシシ行
ゆ

きの船
ふね

に乗
の

りました。
神
かみさま

様から逃
に

げられると考
かんが

えるなんて、ヨナ
はなんと愚

おろ

かだったのでしょう！3 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様から隠
かく

れることがで
きますか？もちろん、できるわけがありま
せん！それに、親

しんゆう

友から逃
に

げようと考
かんが

える
こと自

じ た い

体、本
ほんとう

当に愚
おろ

かなことですね！詩
し へ ん

編
139:7-10 を読

よ

みましょう。

木
も く よ う び

曜日

ヨナは、ぜったいにできないことを、
無
む り

理やりやろうとしていました。
彼
かれ

は、ニネベから逃
のが

れる道
みち

を見
み

つけたと
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思
おも

っていました。そして今
いま

、
ニネベからさらに遠

とお
く離

はな
れよ

うと思
おも

って、長
なが

い船
ふなたび

旅に出
で

た
のでした。

だ れ か がヨナをゆさぶっ
て起

お

こしたとき、彼
かれ

は船
ふなぞこ

底で
ぐっすり眠

ねむ

っていました。ヨナ

1:4-6。

何
なに

が起
お

こっているのか、すぐにわかりま
した。自

じ ぶ ん

分はサタンにしたがっていたので、
祈
いの

っても神
かみさま

様は聞
き

いてくださらないだろう
と思

おも

いました。船
ふ な の

乗りたちがくじを引
ひ

くと、
だれが当

あ

たりましたか？それから、何
なに

が起
お

こりましたか？7-12 節
せつ

。

船
ふね

に乗
の

っているみんなが、嵐
あらし

の起
お

こっ
ている理

り ゆ う

由を知
し

りました。けれども、嵐
あらし

を
しずめる方

ほうほう

法をヨナから聞
き

いても、だれも
それをやりたがりません。しかしついに、
ヨナを海

うみ

に投
な

げこむよりほかに、助
たす

かる
方
ほうほう

法がないことを悟
さと

ったのでした。14-16

節
せつ

。

自
じ ぶ ん

分はきっとおぼれ死
し

ぬだろうと、ヨナ
は思

おも

っていたはずです。しかし、ヨナを
愛
あい

しておられた神
かみさま

様は、彼
かれ

のために別
べつ

の
計
けいかく

画を用
よ う い

意しておられました。神
かみさま

様は、
一
いっぴき

匹の大
おお

きな魚
さかな

を送
おく

ってヨナを飲
の

みこま
せ、彼

かれ

が船
ふね

で出
しゅっぱつ

発した海
かいがん

岸へとつれもど
したのでした。17 節

せつ

。

ヨナは、大
たいせつ

切な教
きょうくん

訓を学
まな

んでいました。
大
おお

きな魚
さかな

のお腹
なか

の中
なか

は暗
くら

くて、ヌルヌル
して、そこにいる間

あいだ

、いろんなことを考
かんが

えたことでしょう。まだ生
い

きているとはい
え、これからどうなるのでしょう？ヨナは、
お祈

いの

りをしましたか？神
かみさま

様は、その祈
いの

りを

お聞
き

きになったでしょうか？３
日
か ご

後、ヨナは陸
りく

にもどされまし
た。体

からだ

をきれいに洗
あら

った彼
かれ

は、
こんどこそしたがう準

じゅんび

備ができ
ていました。ヨナ 2:10; 3:1-3。

考
かんが

え て み よ う： 異
い き ょ う と

教 徒
〔 偶

ぐうぞう

像を拝
おが

む 人
ひと

〕であった
船
ふ な の

乗りたちは、神
かみさま

様のことを
知

し

り、神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するようにな
りました (1:16)。この経

けいけん

験から、ヨナは何
なに

を学
まな

びましたか？神
かみさま

様から隠
かく

れることはで
きますか？神

かみさま

様はどのようにして、ヨナへ
の愛

あい

を示
しめ

されましたか？

金
き ん よ う び

曜日

ニネベまでは、まだ何
なんびゃく

百キロもあり
ます。いよいよニネベに到

とうちゃく
着した

ヨナは、どのようなメッセージを人
ひとびと

々に伝
つた

えましたか？ヨナ 3:4。

ニ ネ ベ の 人
ひとびと

々 に は、ヨナ が 神
かみさま

様 の
預
よ げ ん し ゃ

言者であることがわかりました。彼
かれ

らは
きっと、神

かみさま

様がこれまでになさった大
おお

きな
わざについて、いくつか聞

き

いていたにち
がいありません。ですから、ヨナが話

はな

して
いるとおりのことを神

かみさま

様がおできになるこ
とを知

し

っていましたし、王
おうさま

様でさえ、その
ことを信

しん

じました。

聖
せいれい

霊が心
こころ

に語
かた

りかけたので、彼
かれ

らはこ
れまでの自

じ ぶ ん

分たちが、どれだけ悪
わる

かった
かを反

はんせい

省しました。そして心
こころ

から悔
く

い改
あらた

め、神
かみさま

様のゆるしと救
すく

いを祈
いの

りもとめまし
た。神

かみさま

様は、彼
かれ

らの祈
いの

りをお聞
き

きになりま
したか？8-10 節

せつ

。
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ニネベのおおぜいの人
ひとびと

々
が心

こころ

から罪
つみ

を悔
く

い改
あらた

めて、
まったく変

か

えられるのを見
み

た
ヨナは、もう神

かみさま

様は彼
かれ

らを
滅
ほろ

ぼさないだろうと思
おも

いまし
た。彼

かれ

はどんな気
き も

持ちでし
たか？ヨナ 4:1。

最
さいしょ

初にヨナが逃
に

げ出
だ

そうと
した理

り ゆ う

由のひとつは、ニネベの人
ひと

たちが
悔
く

い改
あらた

めたら、神
かみさま

様は彼
かれ

らを滅
ほろ

ぼさない
のではないかという不

ふ あ ん

安があったからで
す。今

いま

となっては、預
よ げ ん

言どおりのことが起
お

こらなかったので、人
ひとびと

々はヨナを偽
に せ よ げ ん し ゃ

預言者
と呼

よ

ぶにきまっている。そんな恥
は

ずかしい
思
おも

いをするくらいなら、死
し

んだ方
ほう

がましだ、
とヨナは思

おも

ったのです。2,3 節
せつ

。

こうなった今
いま

でも、ヨナは、神
かみさま

様がニネ
ベを滅

ほろ

ぼしてくれることを望
のぞ

んでいたと思
おも

いますか？ヨナはどこへ行
い

きましたか？焼
や

けるような太
たいよう

陽の熱
ねつ

から守
まも

るために、神
かみさま

様
は何

なに

をお与
あた

えになりましたか？5,6 節
せつ

。

ところが、あくる朝
あさ

には、どうなってい
ましたか？7-11 節

せつ

。

この木
き

が枯
か

れてしまったので、ヨナはと
ても悲

かな

しくなりました。この木
き

のおかげで、
心
こ こ ち

地よく過
す

ごせていたからです。しかし彼
かれ

は、何
なんぜんなんまん

千何万ものニネベの人
ひと

たちが死
し

ぬ
ことを何

なん

とも思
おも

いませんでした。神
かみさま

様が
ニネベの人

ひと

たちのためになさったことは、
自
じ ぶ ん

分に恥
はじ

をかかせることになると思
おも

ったか
らです。ヨナは自

じ ぶ ん か っ て

分勝手でしたか？それと
も思

おも

いやりがありましたか？心
こころ

から人
ひと

を愛
あい

し、人
ひとびと

々の救
すく

いを望
のぞ

むことを、彼
かれ

は学
まな

ぶ
ことができたでしょうか？

考
かんが

えてみよう：わたしたち
は、ヨナの物

ものがたり

語からどんな
教
きょうくん

訓を学
まな

ぶことができます
か？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ヨナ 1-4 章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 22,31,34-37 章
しょう
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ジェームスとエレンのふたりは、
結
けっこん

婚してから長
なが

い間
あいだ

、どれだけ貧
まず

しい暮
く

らしをしてきたのか、わたしたちに
は想

そうぞう
像もつき

ません。当
とうじ

時
の伝

でんどうしゃ
道者は、

彼
かれ

らが 説
せっきょう

教
をする教

きょうかい
会の

人
ひと

たちの献
けんきん

金
によって生

せいかつ
活

が支
ささ

えられて
いました。し
かし、安

あんそくにち
息日を守

まも
り始

はじ
めた信

しんじゃ
者たちには、

まだちゃんとした教
きょうかい

会がありませんでした
し、信

しんじゃ
者の多

おお
くは貧

まず
しかったので、ジェー

ムスは、必
ひつよう

要なものを買
か

うために働
はたら

かなく
てはなりませんでした。

ある時
とき

は、線
せ ん ろ

路をつくるために岩
いわ

を引
ひ

っ
ぱってきたり、またある時

とき

は、木
き

を切
き

って
売
う

ったりすることもありました。また時
とき

に
は、食

た

べ物
もの

や衣
い ふ く

服を買
か

うお金
かね

や、原
げんこう

稿の
印
いんさつだい

刷代と信
しんじゃ

者さんたちに送
おく

る郵
ゆうびんだい

便代をか
せぐために、鎌

かま

で干
ほ

し草
くさ

を刈
か

る仕
し ご と

事など
をしました。

ほとんどの人
ひと

は、ジェームスの書
か

いた
『現

げんだい

代の真
し ん り

理』にかかる代
だいきん

金の足
た

しにし
てほしいと、お金

きん

を送
おく

ってくれました。そ
して時

とき

には、ふたりが他
ほか

の所
ところ

へ説
せっきょう

教にい
くための費

ひ よ う

用が送
おく

られてくることもありまし

たが、たいていの場
ば あ い

合、お金
かね

は足
た

りませ
んでした。失

しつぼう

望させられそうになる誘
ゆうわく

惑を、
ふたりはなんども受

う

けたことでしょう！

ある嵐
あらし

の日
ひ

のこと、食
た

べ
物
もの

がほとんど
底
そこ

をついたの
で、ジェーム
スは雨

あめ

の降
ふ

り
しきる中

なか

、村
むら

を 通
とお

り ぬ け
て、 食

た

べ 物
もの

かお金
かね

をもらうために、雇
やと

い主
ぬし

のところへ
歩
ある

いて行
い

きました。背
せ な か

中に袋
ふくろ

をかついで
家
いえ

にもどった彼
かれ

は、ずぶぬれで疲
つか

れきって
いました。それを見

み

たエレンは、かわい
そうに思

おも

い、泣
な

き出
だ

してしまいました。

「神
かみさま

様は、わたしたちを見
み す

捨てられたの
でしょうか？」エレンはすすり泣

な

いていま
す。しかし、自

じ ぶ ん

分たちのためにイエス様
さま

が
どれだけの苦

くる

しみを受
う

けられたかを考
かんが

え
たとき、彼

かのじょ

女は悲
かな

しむことをやめ、元
げ ん き

気
に明

あか

るくすごすことにしました。

ジェームスとエレンは、長
なが

いあいだ、
親
しんせつ

切な信
しんじゃ

者さんの家
いえ

に住
す

まわせてもらって
いましたが、ある時

とき

は、たったの 175ド
ルで一

いちねん

年も家
いえ

を借
か

りることができました。
親
しんせつ

切な人
ひと

たちから家
か ぐ

具を借
か

りたり、もらっ

お話
はな

しひろば 

信
し ん ら い

頼することを学
ま な

ぶ
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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たりしたことに、ふたりは感
かんしゃ

謝しました。
はじめのころは、２個

こ

のたるの上
うえ

に板
いた

を
おいただけのテーブルで食

しょくじ

事をしていま
した。

ジェームスはある日
ひ

、たったの１ドルで
６脚

きゃく

の古
ふる

いいすを手
て

に入
い

れ、大
おおよろこ

喜びで
帰
かえ

ってきました。「見
み

てごらんよ、エレン！」
彼
かれ

は言
い

いました。「おそろいというわけで
はないけれど、どれも頑

がんじょう

丈だし、借
か

り物
もの

ではないんだよ。」

ジェームスとエレンは、少
すこ

しでもむだが
ないように気

き

をつけました。エレンは料
りょうり

理
や裁

さいほう

縫の仕
し か た

方を学
まな

んでいました。彼
かのじょ

女は、
ジェームスの服

ふく

に継
つ

ぎ（着
き も の

物や布
ぬの

のやぶ
れたところをつくろうこと）をあてるのが
上
じょうず

手でした。とてもていねいにできるので、
どこがつなぎ目

め

なのかがわからないくら
いです。時

ときどき

々、継
つ

ぎを当
あ

てたところに、ま
た新

あたら

しい継
つ

ぎを当
あ

てなくてはならないこと
もありました。生

せいかつ

活は楽
らく

ではありませんで
したが、彼

かれ

らは、イエス様
さま

が自
じ ぶ ん

分たちを
見
み す

捨てたりなさらないことを知
し

っていまし
た。

自
じ ぶ ん

分が特
とくべつ

別な働
はたら

きのためにイエス様
さま

か
ら選

えら

ばれたことをエレンは知
し

っていました
が、とても謙

けん

そん〔へりくだること〕だっ
たので、自

じ ぶ ん

分が預
よ げ ん し ゃ

言者だとは思
おも

っていま
せんでした。エレンは、「わたしはイエス
様
さま

の使
し し ゃ

者にすぎません」といつも言
い

って
いました。再

さ い り ん し ん と

臨信徒の数
かず

が増
ふ

えるにつれ
て、また彼

かれ

らが聖
せいしょ

書からの新
あたら

しい真
し ん り

理を
学
まな

ぶにつれて、イエス様
さま

がエレンに与
あた

え
てくださった幻

まぼろし

や夢
ゆめ

が、ますます価
か ち

値ある
ものになっていきました。

イエス様
さま

はほかにも、影
えいきょうりょく

響力があって、
喜
よろこ

んで奉
ほ う し

仕する指
し ど う し ゃ

導者たちを見
み

つけてお
られました。彼

かれ

らの多
おお

くは、エレンやジェー
ムスのような若

わかもの

者でした。彼
かれ

らがどんな人
ひと

たちだったか、知
し

りたいですか？では次
じ か い

回
は、これらの若

わかもの

者たちについて学
まな

びましょ
う。

とらわれの宣
せんきょうし

教師
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

が何
なんど

度もなんども警
けいこく

告なさって
きた、まさにそのことが、実

じっさい
際に

起
お

きていました。ユダの最
もっと

も偉
えら

い人
ひと

たち
の何

なんにん
人かが、バビロンに捕

ほ り ょ
虜〔戦

せんそう
争など

で敵
てき

に捕
と

らえられた人
ひと

〕としてつれ去
さ

られ
てしまったのです。

捕
ほ り ょ

虜になった人
ひと

たちは皆
みな

、神
かみさま

様にした
がっていなかったので
しょうか？いいえ、そう
ではありません。アダ
ムとエバが罪

つみ

を犯
おか

した
後
あと

の、どの 時
じ だ い

代 にも、
神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

たちが
いました。そのような人

ひと

たちは、どんなことが
起
お

きようとも、また、他
ほか

の人
ひと

たちがどうしようと
も、神

かみさま

様と十
じっかい

戒に信
しんらい

頼
して、したがうことを選

えら

んできました。そして

今
いま

、捕
ほ り ょ

虜になった人
ひと

たちの中
なか

には、神
かみさま

様
に忠

ちゅうじつ

実なダニエルと３人
にん

の友
とも

だちがいま
した。その時

とき

、ダニエルはまだ十
じゅうだい

代の
若
わかもの

者で、おそらく３人
にん

の友
とも

だちも同
おな

じくら
いだったと思

おも

われます。

エルサレムからつれ出
だ

されて、バビロ
ンへの遠

とお

い道
みち

のりを歩
ある

いていくときの彼
かれ

ら
の心

こころ

は、とても重
おも

く、悲
かな

しみにみちていた
はずです。住

す

みなれた土
と ち

地と家
いえ

を離
はな

れて、
ほとんどの人

ひと

は、二
に ど

度と故
ふるさと

郷へもどること
はないのです。彼

かれ

らは捕
ほ り ょ

虜でしたから。

もしかしたら彼
かれ

らは、
これまでに起

お

きたこと
を考

かんが

えていたのかもし
れません。バビロンの
軍
ぐんたい

隊は、自
じ ぶ ん

分の国
くに

にあ
る異

いきょう

教の神
しんでん

殿におくた
めに、ユダの国

くに

の神
しんでん

殿
から、聖

せい

なる物
もの

をいくつ
も奪

うば

って行
い

きました。ダ

ニエル 1:2。

何
なんねん

年もたってから、バ
ビロン人

じん

が何
な ん ど

度かやっ

とらわれの宣
せんきょうし

教師

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしを尊
とうと

ぶ者
もの

をわたしは尊
とうと

び」

サムエル記
きじょう

上 2:30

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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てくるようになり、もっと多
おお

くの人
ひと

や物
もの

をう
ばっていくことを彼

かれ

らが知
し

ったならば、悲
かな

しみはさらに大
おお

きくなったことでしょう。

ただ、神
かみさま

様が２枚
まい

の石
いし

の板
いた

に書
か

かれた
十
じっかい

戒を入
い

れた契
けいやく

約の箱
はこ

だけは、守
まも

られま
した。神

かみさま

様に真
しんじつ

実をつくしていたふたりの
勇
ゆうかん

敢な男
おとこ

が、契
けいやく

約の箱
はこ

をどこかのほら穴
あな

に隠
かく

し、そのことを秘
ひ み つ

密にしていたからで
す。

敵
てき

は都
みやこ

の城
じょうへき

壁を破
は か い

壊し、あの美
うつく

しい
神
しんでん

殿を焼
や

こうとしていました。列
れ つ お う き げ

王紀下

25：8-16、Ⅱコリント36:15-20。

考
かんが

えてみよう：もしあなたが、ダニエル
や３人

にん

の友
とも

だちだったら、どんな気
き も ち

持に
なったと思

おも

いますか？契
けいやく

約の箱
はこ

がバビロ
ンに持

も

ち去
さ

られなくてよかったと思
おも

います
か？実

じつ

は、契
けいやく

約の箱
はこ

はまだ見
み

つかっておら
ず、今

いま

でも安
あんぜん

全な場
ば し ょ

所に隠
かく

されたままであ
ることを知

し

っていましたか？

月
げ つ よ う び

曜日

捕
ほ

虜
りょ

たちは、ついにバビロンの地
ち

に
入
はい

りました。これからどうなるの
でしょう？それは、神

かみさま
様だけがご存

ぞん
じでし

た。神
かみさま

様は、ダニエルと３人
にん

の友
とも

だちを
見
みまも

守っておられたでしょうか？もちろんで
す。彼

かれ
らは幼

おさな
いころから、神

かみさま
様に信

しんらい
頼する

ことを学
まな

んでいました。４人
にん

ともよい家
か て い

庭
で育

そだ
ち、両

りょうしん
親から正

ただ
しい信

しんこう
仰をしっかり

教
おし

えられていました。優
ゆうしゅう

秀な生
せいと

徒であった
彼
かれ

らは、神
かみさま

様を愛
あい

し、十
じっかい

戒にしたがうこと
も学

まな
んでいました。

ところがもう、お父
とう

さんもお母
かあ

さんもいっ

しょではありません。これからの人
じんせい

生を
左
さ ゆ う

右するような選
えら

びを、自
じ ぶ ん

分でしていかな
くてはいけないのです。これから彼

かれ

らは、
どんな選

えら

びをしていくのでしょうか？神
かみさま

様
に忠

ちゅうじつ

実でありつづけるでしょうか？

バビロンの王
おうさま

様は、重
じゅうよう

要な家
け ら い

来のひと
りであったアシペナズに、ある特

とくべつ

別なこと
を命

めい

じました。その命
めいれい

令とは何
なに

でしたか？
ダニエル 1:3,4。

これって何
なん

だか、コンテストのようだと
思
おも

いませんか？選
えら

ばれた若
わかもの

者たちは、あ
らゆる面

めん

で特
とくべつ

別でした。顔
か お だ

立ちも頭
あたま

もよく
なくてはいけませんでした。ダニエルと３
人
にん

の友
とも

だちはみな、この条
じょうけん

件をそなえて
いました。彼

かれ

らは、いつも健
けんこう

康に気
き

をつけ、
しっかり勉

べんきょう

強していてよかったと思
おも

ったこ
とでしょう。

おそらくアシペナズは、いろんな試
し け ん

験を
して、たくさんの質

しつもん

問もしたことでしょう。
王
おうさま

様は細
こま

かいことにこだわる人
ひと

で、もっと
も優

ゆうしゅう

秀な若
わかもの

者だけを求
もと

めていましたから。

考
かんが

えてみよう：ダニエルたちは、祈
いの

っ
ていたと思

おも

いますか？彼
かれ

らはよく勉
べんきょう

強し、
健
けんこう

康にも気
き

をつけていてよかったと思
おも

った
でしょうか？わたしたちは、彼

かれ

らのような生
い

き方
かた

をし、彼
かれ

らのような信
しんこう

仰をもっている
でしょうか？

火
か よ う び

曜日

特
と く

別
べつ

に優
ゆうしゅう

秀な若
わかもの

者たちが選
えら

ばれま
したが、ダニエルと３人

にん
の友

とも
だち

もその中
なか

に入
はい

っていました。ところがすぐ
に、むずかしい問

もんだい
題にぶつかることになり
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ます。

王
おうさま

様の命
めいれい

令のひとつに、選
えら

ばれた若
わかもの

者
たちに特

とくべつ

別な食
しょくじ

事を与
あた

える、というものが
ありました。しかも王

おうさま

様は、彼
かれ

らにもっと
もいい食

しょくじ

事を与
あた

えようとしていました。た
だし、もっともいいと彼

かれ

が考
かんが

えていた食
しょくじ

事
をですが・・・その食

しょくじ

事とは、どのような
ものでしたか？ダニエル 1:5。

清
きよ

くないお肉
にく

？お酒
さけ

？ダニエルと３人
にん

の
友
とも

だちは、そういったものを口
くち

にしたこと
がありませんでした。彼

かれ

らの両
りょうしん

親が、それ
は彼

かれ

らにとって良
よ

くないものだと教
おし

えてい
たからです。自

じ ぶ ん

分たちが健
けんこう

康でいられる
理
り ゆ う

由のひとつは、健
けんこう

康の法
ほうそく

則にしたがっ
ているからだということを、彼

かれ

らは知
し

って
いました。さて、４人

にん
はどうするべきなの

でしょう？

王
おうさま

様が彼
かれ

らにとてもよくしてくれたことを
考
かんが

えるならば、感
かんしゃ

謝の気
き も

持ちをあらわす
ために、命

めい

じられたとおりの食
しょくじ

事をすべ

きであると考
かんが

えるほうが楽
らく

であったはずで
す。

あるいは、３年
ねん

の間
あいだ

だけなら王
おう

の食
しょくじ

事
をしても大

だいじょうぶ

丈夫だろう、と考
かんが

えることもで
きたでしょう。もしかすると、両

りょうしん

親から良
よ

くないと教
おし

えられてきた食
しょくじ

事をためしてみ
るチャンスかもしれない、と思

おも

うこともで
きたはずです。考

かんが

えられる言
い

い訳
わけ

は、いく
らでもあったはずです。

４人
にん

は、どちらを選
えら

ぶのでしょうか？
訓
く ん れ ん き か ん

練期間が始
はじ

まる前
まえ

に、ダニエルはすで
に何

なに

をしていましたか？8 節
せつ

。

それをするには、勇
ゆ う き

気をふりしぼらなく
てはいけなかったはずです。王

おうさま

様の命
めいれい

令
に逆

さか

らう人
ひと

は、だれもいなかったわけです
から。事

じじょう

情を知
し

ったアシペナズは、どうやっ
て彼

かれ

らを助
たす

けることができたでしょうか？も
しこのことが王

おうさま

様に知
し

れたら、どうなるの
でしょう？

考
かんが

えてみよう：ダニエルはすでに、かた
く決

け つ い

意していました。彼
かれ

はもう、両
りょうしん

親の助
たす

けがなくても大
だいじょうぶ

丈夫でした。イエス様
さま

を愛
あい

するすべての子
こ

どもは、両
りょうしん

親が見
み

ていない
ときでも、正

ただ

しいことをするように学
まな

ぶべ
きですか？

水
す い よ う び

曜日

アシペナズは、ダニエルのために何
なん

とかしてあげたいと思
おも

うほど、か
れをすっかり気

き
に入

い
ってしまいました。ダ

ニエルと３人
にん

の友
とも

だちは、とても利
り こ う

口で
礼
れいぎただ

儀正しく、有
ゆうよう

用な〔役
やく

に立
た

つ〕青
せいねん

年た
ちでした。ですからアシペナズは、なん



36

とか４人
にん

の願
ねが

いを聞
き

き入
い

れてあげたいと
思
おも

ったのでした。しかし、もしそうすれば、
自
じぶん

分の身
み

が危
あや

うくなるかもしれません。ダ

ニエル 1:9,10。

神
かみさま

様の定
さだ

めた食
しょくじ

事が一
いちばん

番だということ
が、アシペナズにはまだ理

り か い

解できません
でした。そんな食

しょくじ

事をつづけると、４人
にん

はきっと、他
ほか

の訓
くんれんせい

練生たちよりも不
ふ け ん こ う

健康そ
うに見

み

えるだろうと思
おも

いました。そして、
王
おうさま

様がそのことを知
し

ったら、アシペナズ
は罰

ばつ

を受
う

けることになるかもしれないので
す。

次
つぎ

にダニエルは、食
しょくじ

事の世
せ わ

話をしてく
れる給

きゅうじちょう

仕長と話
はなし

をしました。彼
かれ

は給
きゅうじちょう

仕長
に、その食

しょくじ

事でうまくいくかどうかを見
み

る
ために、10 日

か

の間
あいだ

だけ試
ため

させてほしいと
お願

ねが

いしました。王
おうさま

様が命
めい

じた食
しょくじ

事の代
か

わりにダニエルが求
もと

めたのは、どのような
食
た

べ物
もの

でしたか？11-13 節
せつ

。

給
きゅうじちょう

仕長は、じっくり考
かんが

えました。おそらく、
アシペナズとも話

はな

し合
あ

ったのでしょう。きっ
とうまくいかないだろうと思

おも

ったはずです
が、結

けっきょく

局ダニエルの求
もと

めるとおりにさせ
てみることにしました。そして 10 日

か

の間
あいだ

、
ダニエルたちに頼

たの

まれた食
しょくじ

事を用
よ う い

意して
あげました。

ほっとしたダニエルたちは、感
かんしゃ

謝の気
き も

持
ちでいっぱいになったことでしょう。そして
きっと、神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であろうとして選
えら

んだ
道
みち

を祝
しゅくふく

福してくださるようにと、祈
いの

ってお
願
ねが

いしたことでしょう。この 10 日
か か ん

間、彼
かれ

らは水
みず

をたくさん飲
の

んで、給
きゅうじちょう

仕長にお願
ねが

い
したものだけを食

た

べました。毎
まいにち

日、運
うんどう

動も
していたはずです。給

きゅうじちょう

仕長が食
しょくじ

事をつづ

けさせてくれるかどうかは、まもなくわか
ります。でも、もしつづけさせてくれなかっ
たとしても、王

おうさま

様の食
しょくたく

卓のものを口
くち

にする
つもりはありません。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様の与
あた

えられた食
しょくじ

事、
すなわち、果

くだもの

物、穀
こくもつ

物、野
や さ い

菜、ナッツ類
るい

は、
今
いま

でも世
せ か い

界で最
さいこう

高の食
しょくもつ

物です。あなたは、
こういった食

しょくもつ

物を食
た

べていますか？

木
も く よ う び

曜日

ついに 10 日
かかん

間が終
お

わり、給
きゅうじちょう

仕長は
ダニエルと 3 人

にん
の友

とも
だちを検

け ん さ
査

してみました。彼
かれ

は、どうすることに決
き

め
ましたか？ダニエル 1:15,16。

給
きゅうじちょう

仕長は、驚
おどろ

き、また喜
よろこ

んだことでしょ
う。彼

かれ

は、4 人
にん

の若
わかもの

者たちのことが好
す

きで
した。そして、その彼

かれ

らが正
ただ

しかったこと
がわかったのです。もう何

なに

も心
しんぱい

配はいりま
せん。このまま、彼

かれ

らが選
えら

んだ食
しょくじ

事をつ
づけさせればよいのです。

ダ ニ エ ル たちは、 部
へ や

屋 へもどって、
神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝の祈
いの

りをささげたと思
おも

います
か？神

かみさま

様は、王
おうさま

様の食
しょくじ

事をことわった４
人
にん

を祝
しゅくふく

福なさいました。彼
かれ

らは、給
きゅうじちょう

仕長や、
もしかすると料

りょうりにん

理人たちにも、神
かみさま

様のこと
を証

あかし

したのです。おそらく他
ほか

の訓
くんれんせい

練生たち
も、ダニエルたちの変

へ ん か

化に気
き

づいたこと
でしょう。

３年
ねん

の訓
く ん れ ん き か ん

練期間の後
のち

に、彼
かれ

らはいろん
なテストを受

う

けることになっていました。
彼
かれ

らの頭
ず の う

脳ははっきりしていて、とても鋭
するど

くなっていました。神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実でいようと
決
き

めていたので、神
かみさま

様が彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福してく
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ださいました。中
なか

でもダニエルは、神
かみさま

様
から特

とくべつ

別に祝
しゅくふく

福を受
う

けました。イエス様
さま

がもどってこられるときまで、各
か く じ だ い

時代の神
かみ

の民
たみ

を助
たす

けるための、特
とくべつ

別な賜
たまもの

物を与
あた

え
られたからです。それは何

なに

でしたか？17

節
せつ

。

３年
ねん

ものきびしい訓
くんれん

練を終
お

えた後
のち

に、
重
じゅうよう

要な最
さいしゅうしけん

終試験のときがやってきました。
ダニエルたちは、アシペナズが選

えら

んだ、
賢
かしこ

くて才
さいのう

能のある若
わかもの

者たちが、自
じ ぶ ん

分たち
の競

きょうそうあいて

争相手であることを知
し

っていました。
そしてついに、王

おうさま

様が彼
かれ

らを試
し け ん

験する時
とき

がやってきました。18 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：王
おうさま

様によって試
ため

されたと
き、ダニエルと３人

にん

の友
とも

だちは心
しんぱい

配して
いたと思

おも

いますか？自
じ ぶ ん

分の体
からだ

をどのように
あつかうかによって、本

ほんとう

当にちがいが出
で

てくると思
おも

いますか？あなたは、正
ただ

しく食
た

べること、しっかり睡
すいみん

眠をとること、また、
新
しんせん

鮮な空
く う き

気の中
なか

で運
うんどう

動をすることを学
まな

ん

でいますか？そして、これらの健
けんこうほう

康法を
実
じっこう

行していますか？

金
き ん よ う び

曜日

ネブカデネザル王
おう

は、ダニエルと３
人
にん

の友
とも

だちを見
み

つめました。ど
ういうわけか彼

かれ
らは、他

ほか
の訓

くんれんせい
練生たちと

はちがいます。きちんと背
せ す じ

筋をのばして、
どうどうと立

た
っています。肌

はだ
はきれいで、

健
けんこう

康そのものです。目
め

はきらきら輝
かがや

いてい
ます。そして彼

かれ
らの行

ぎょうぎ
儀は、まさに完

かん
ぺき

でした。

王
おうさま

様が４人
にん

を審
し ん さ

査している間
あいだ

、アシペ
ナズもその様

よ う す

子を見
み ま も

守っていたことでしょ
う。４人

にん
が優

ゆうしゅう

秀であることは知
し

っていたは
ずですが、彼

かれ

らが合
ごうかく

格するように願
ねが

ってい
たのかもしれませんね。

王
おうさま

様は、彼
かれ

らをヘブル語
ご

の名
な ま え

前ではな
く、すでに与

あた

えられていたバビロン語
ご

によ
る名

な ま え

前で呼
よ

びました。どれも、バビロン
の神

かみがみ

々に敬
け い い

意を表
あらわ

してつけられた名
な ま え

前で
した。ダニエル 1:7。

王
おうさま

様は彼
かれ

らをテストするために、ありと
あらゆる質

しつもん

問を投
な

げかけましたが、４人
にん

とも、どんな質
しつもん

問にも答
こた

えることができま
した。質

しつもん

問はどんどんむずかしくなってい
きましたが、てきぱきと答

こた

えていったので
す。王

おうさま

様は、おどろきのあまり目
め

をみはり
ました。これほどまでに賢

かしこ

い人
にんげん

間がいると
は、とても信

しん

じられませんでした。ダニエ
ルたちの成

せいせき

績は、他
ほか

の訓
くんれんせい

練生たちと比
くら

べ
てどうでしたか？20 節

せつ

。
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ダニエルと友
ゆうじん

人たちは、たまたま他
ほか

の
訓
くんれんせい

練生たちよりも賢
かしこ

かったのでしょうか？
彼
かれ

らだけが群
ぐん

をぬいていたのはなぜでしょ
う？体

からだ

や頭
ず の う

脳にとって有
ゆうがい

害なものは、なん
であろうと拒

こば

もうと心
こころ

に決
き

め、それを実
じっこう

行
したためでした。彼

かれ

らは健
けんこう

康の規
き そ く

則〔ルー
ル〕を守

まも

りました。その規
き そ く

則とはつまり、
十
じっかい

戒のひとつである「殺
ころ

してはならない」
との戒

いまし

めにふくまれるのです。自
じ ぶ ん じ し ん

分自身の
生
い

きかたによって体
からだ

や頭
ず の う

脳をこわしている
人
ひと

たちは、まさにこの戒
いまし

めを破
やぶ

っているの
です。

彼
かれ

らがあれほど成
せいせき

績をのばした理
り ゆ う

由が、
実
じつ

はもうひとつあります。わたしたちが
最
さいぜん

善をつくすとき、神
かみさま

様は私
わたし

たちを祝
しゅくふく

福す
ることができます。聖

せいれい

霊が心
こころ

のうちに入
はい

っ
て、わたしたちを助

たす

けてくれるのです。す
べての知

ち え

恵は、神
かみさま

様からくるのですから。

考
かんが

えてみよう：ダニエルと３ 人
にん

の友
とも

だち
は、正

ただ

しい選
えら

びで人
じんせい

生が変
か

わりましたか？
ささいに思

おも

われることでも神
かみさま

様を第
だいいち

一に選
えら

んでいたので、神
かみさま

様は大
おお

きいことで彼
かれ

らを
助
たす

け、祝
しゅくふく

福することができました。あなたも、
そのような歩

あゆ

みをしたいと思
おも

いませんか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ダニエル書
しょ

１章
しょう

★ 国
くに

と指
しどうしゃ

導者 39 章
しょう
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「もうだめ！こんな生
せいかつ

活、これ以
いじょう

上
つづけられるわけないわ！」メ

アリーがジョンに言
い

いました。

このメアリーという人
ひと

は、若
わか

いアドベン
チスト牧

ぼ く し

師 である
ジョン・ラフボロー
の奥

おく

さんです。

ジョンは、とても
落
お

ち込
こ

んで いまし
た。 だ っ て、 メ ア
リー が 言

い

ったこと
は、真

しんじつ

実でしたから。
説
せっきょう

教をしているとき以
い が い

外は、ジョンは農
のうじょう

場
でけん命

めい

に働
はたら

いていましたが、必
ひつよう

要な物
もの

を買
か

うお金
かね

がいつだって足
た

りないのです。
４ドルでは、１週

しゅうかん

間の生
せ い か つ ひ

活費には足
た

りま
せん。

「わかったよ、メアリー。アイオワにもどっ
て、僕

ぼく

の両
りょうしん

親がいるワウコンの農
のうじょう

場で暮
く

らすことにしよう。そこで大
だ い く し ご と

工仕事のかた
わら、伝

でんどう

道をつづけるよ。」彼
かれ

は妻
つま

にいい
ました。そういうわけで、彼

かれ

らは引
ひ

っ越
こ

し
たのでした。ジョンが腕

うで

のいい大
だ い く

工で働
はたら

き者
もの

だったので、彼
かれ

らはまもなく、生
せいかつ

活す
るのに十

じゅうぶん

分なお金
かね

を得
え

ることができまし
た。

もうひとり、別
べつ

のジョンという人
ひと

が同
おな

じ
町
まち

に住
す

んでいました。彼
かれ

の名
みょうじ

字は、アン
ドリュースといいます。ふたりのジョンは、

ミドルネームの頭
か し ら も じ

文字も “N” で、同
おな

じで
した。ジョン・アンドリュースもイエス様

さま

の働
はたら

き人
びと

で、安
あんそくにち

息日を守
まも

る信
しんじゃ

者たちへ送
おく

る、アドベンチストの記
き じ

事を書
か

いていまし
た。ところが、正

ただ

し
い食

しょくじ

事についてよく
知
し

らなかったのと、
働
はたら

きすぎたために、
健
けんこうじょうたい

康状態はどんどん
悪
わる

くなっていき、つ
いには病

びょうき

気になって
しまいました。それ

で今
いま

は、彼
かれ

も父
ちちおや

親のところへ帰
かえ

って、ふた
たび元

げ ん き

気をとりもどそうとしているのでし
た。

サタンは人
ひとびと

々に、聖
せいしょ

書の真
し ん り

理を学
まな

ばせ
ないように必

ひ っ し

死でじゃまをしていたので、
ふたりのジョンが伝

でんどう

道の働
はたら

きを中
ちゅうと

途でや
めて、しかも小

ちい

さな町
まち

のワウコンの信
しんじゃ

者た
ちが、真

し ん り

理に関
かんしん

心がなくなってきていた
のを喜

よろこ

んでいました。彼
かれ

らは、以
い ぜ ん

前のよう
にイエス様

さま

を愛
あい

してはいませんでした。

アイオワ州
しゅう

とイリノイ州
しゅう

はミシシッピー
川
かわ

によってへだてられていて、そのころ
ジェームスとエレン・ホワイトは、イリノ
イ州

しゅう

のラウンド・グローブという町
まち

で集
しゅうかい

会
を開

ひら

いていました。そこにいる信
しんじゃ

者たちが、
より強

つよ

い信
しんこう

仰をもつことができるように励
はげ

ますためです。すると、イエス様
さま

はエレン

お話
はな

しひろば 

あきらめた 2
ふ た り

人のジョン
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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に、ワウコンの信
しんじゃ

者たちやふたりのジョン
についての幻

まぼろし

を見
み

せてくださいました。

ワウコンへ行
い

って、そこにいる信
しんじゃ

者たち
のために何

なん

とかしなくては、とエレンは思
おも

いました。季
き せ つ

節は冬
ふゆ

で、ワウコンまでは
300 キロ近

ちか

くもあります。でも、ミシシッ
ピー川

がわ

がこおっているので、そこをそりで
わたることができます。

ラウンド・グローブのふたりの信
しんじゃ

者が、
馬
うま

２頭
とう

で引
ひ

く大
おお

きなそりをもっていて、彼
かれ

らがエレンとジェームスをワウコンの町
まち

ま
でつれて行

い

ってくれると言
い

いました。

ところが彼
かれ

らが出
で

かける前
まえ

の日
ひ

、24
時
じ か ん

間ずっと雨
あめ

が降
ふ

りつづいたのです。こ
の大

おおあめ

雨で川
かわ

の氷
こおり

はとけてしまったかもしれ
ないので、横

おうだん

断するのはひじょうに危
き け ん

険だ
と思

おも

われました。それでも彼
かれ

らは行
い

くべき
でしょうか？

「今
こんかい

回の旅
たび

は、あきらめるしかない」と、
ジェームスは言

い

いました。エレンはまだ
迷
まよ

っています。「ホワイト姉
し ま い

妹、どうなさい
ますか？」と、御

ぎょしゃ

者のひとりがたずねまし
た。

エレンは、「行
い

きましょう！」と答
こた

えました。

御
ぎょしゃ

者たちは了
りょうかい

解しましたが、奇
き せ き

跡が起
お

こらなければ目
も く て き ち

的地にはたどり着
つ

けないだ
ろうと思

おも

っていました。

その晩
ばん

、エレンはなんどか起
お

きて窓
まど

の
外
そと

を見
み

ましたが、雨
あめ

はまだ降
ふ

りつづいて
いました。

（つづく）
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日
に ち よ う び

曜日

ダニエルと３人
にん

の友
ゆうじん

人がバビロンの
知
ち し ゃ

者に選
えら

ばれてから、それほどた
たないうちに、恐

おそ
ろしいことが起

お
こりまし

た。ある日
ひ

、護
ご え い

衛の長
ちょう

であるアリオクがやっ
てきて、王

おうさま
様の命

めいれい
令によりすべての知

ち し ゃ
者を

処
しょけい

刑〔死
し け い

刑に〕するため知
ち し ゃ

者たちを捕
と

ら
えにきた、と 言

い
うのです。一

いったい
体、何

なに
が起

お
こっ

たのでしょう？

アリオクによれば、ネ
ブカデネザル王

おう

が恐
おそ

ろ
しい夢

ゆめ

を見
み

たが、その
夢
ゆめ

が何
なに

だったかも思
おも

い
出
だ

せない上
うえ

、その夢
ゆめ

が
なぜ、これほど自

じ ぶ ん

分をお
びえさせているのかもわ
からない、というのです。
ただ言

い

えるのは、恐
おそ

ろし
い夢

ゆめ

だったことと、ひじょ
うに重

じゅうよう

要な夢
ゆめ

にちがい
ないということだけでし

た。知
ち し ゃ

者であるはずの人
ひと

たちが、だれひ
とりとして王

おうさま

様を助
たす

けることができなかっ
たため、王

おうさま

様は怒
おこ

って、すべての知
ち し ゃ

者を
殺
ころ

せ、との命
めいれい

令を下
くだ

したのでした。

目
め

を覚
さ

ました王
おうさま

様は、見
み

た夢
ゆめ

を思
おも

い出
だ

すことができませんでした。そこで、知
ち し ゃ

者
たちに助

たす

けてもらおうと考
かんが

えたのでした。
ダニエル 2:1-3。

知
ち し ゃ

者たちは当
とうぜん

然、王
おうさま

様がどんな夢
ゆめ

を見
み

たのかたずねました。4

節
せつ

。

ところが 王
おうさま

様 は、 す
でに知

ち し ゃ

者たちに、どうし
ても思

おも

い出
だ

せないので、
彼
かれ

らにどんな夢
ゆめ

かを話
はな

し
てほしいとたのんでいま
した。魔

まじゅつ

術やそのたぐ
いのものを使

つか

って、どん
な夢

ゆめ

かも当
あ

てることがで
きるだろうというわけで
す。もしも彼

かれ

らが夢
ゆめ

を言
い

い当
あ

てることができなけ

王
おう

の悪
あ く む

夢
おうおう あ く むあ く む

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「まことに主
しゅ

なる神
かみ

はそのしもべである預
よげんしゃ

言者にその隠
かく

れた事
こと

を示
しめ

さないでは、何
なにごと

事をもなされない。」

アモス 3:7

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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れば、きっと王
おうさま

様はカンカンに怒
おこ

るだろう
し、王

おうさま

様を怒
いか

らせたら無
ぶ じ

事ではいられな
いはずです。5 節

せつ

。

ただ、もしも彼
かれ

らが夢
ゆめ

を言
い

い当
あ

てて、そ
の解

と

き明
あ

かしをするならば、たくさんの
ほうびを与

あた

えると王
おうさま

様は言
い

っています。6

節
せつ

。

おそらくサタンは、できることなら異
いきょう

教
の魔

ま じ ゅ つ し

術師たちに、どんな夢
ゆめ

だったかを教
おし

えていたでしょう。しかし、サタンにはそ
れができませんでした。なぜだかわかりま
すか？サタンは、わたしたちが何

なに

を考
かんが

えて
いるかを知

し

ることができないからです。サ
タン自

じ し ん

身も、王
おうさま

様がどんな夢
ゆめ

を見
み

たのか
は知

し

りませんでした。

考
かんが

えてみよう：サタンは、わたしたちが
考
かんが

えていることをはっきり知
し

ることができな
くても、わたしたちの行

こうどう

動を見
み

て、サタン
か神

かみ

さまのどちらに耳
みみ

をかたむけているか
が分

わ

かるとは思
おも

いませんか？たとえひざま
ずいてお祈

いの

りできないときでも、わたした
ちはいつだって心

こころ

の中
なか

で神
かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めることができます。神
かみさま

様は、わたしたち
が何

なに

を考
かんが

えているかをご存
ぞ ん じ

知だからです。
わたしたちが心

こころ

の中
なか

で神
かみさま

様に祈
いの

ることを、
サタンは望

のぞ

んでいると思
おも

いますか？

月
げ つ よ う び

曜日

ネブカデネザル王
おう

が、何
なんにん

人かの知
ち し ゃ

者
と話

はな
していますが、彼

かれ
らはびくび

くしています。王
おうさま

様が求
もと

めていることは、
とうてい自

じぶん
分たちにはできないと知

し
ってい

るからです。ダニエル 2:7,8。

王
おうさま

様は、知
ち し ゃ

者たちが正
しょうじき

直ではないこと
を見

み

ぬきました。もしかしたら彼
かれ

らは、偽
にせ

の夢
ゆめ

の解
と

きあかしをするのではないかとう
たがい、だまされないぞと思

おも

っていました。
9 節

せつ

。

自
じ ぶ ん

分たちがどんどん苦
くる

しい立
た ち ば

場に追
お

い
こまれていることが、知

ち し ゃ

者たちには分
わ

かり
ました。もういちど彼

かれ

らは、どんな夢
ゆめ

だっ
たか話

はな

してくれなければ、解
と

きあかしをす
るのは無

む り

理だということを、王
おうさま

様にうった
えようとしました。王

おうさま

様の願
ねが

いをかなえる
ことのできる神

かみ

はどこにもいないだろうと
言
い

ったのです。10,11 節
せつ

。

たしかに、彼
かれ

らの偶
ぐうぞう

像にそのような力
ちから

は
ありません。ところが王

おうさま

様は、こんどこそ
彼
かれ

らがウソをついていると確
かくしん

信しました。
そこでカンカンに怒

おこ

って、ここにいる知
ち し ゃ

者
だけでなく、すべての知

ち し ゃ

者を殺
ころ

すように命
めい

じました。それでアリオクは、王
おうさま

様を怒
おこ

ら
せた知

ち も の

者たちとはまったく関
かんけい

係のないダニ
エルと３人

にん
の友

とも

だちまでも、捕
と

らえにきた
というわけです。12,13 節

せつ

。
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考
かんが

えてみよう：もしあなたが、護
ごえいちょう

衛長ア
リオクがこの問

もんだい

題をダニエルと３人
にん

の友
とも

だちに話
はな

しているのを聞
き

いていたとしたら、
どう感

かん

じたでしょう？怖
こわ

くなって逃
に

げだした
くなりますか？あなただったら、どうしてい
たと思

おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

ダニエルと３人
にん

の友
とも

だちは、他
ほか

の
知
ち し ゃ

者たちといっしょに殺
ころ

される
ことになってしまいました。彼

かれ
らはあわて

ふためきましたか？他
ほか

の知
ち し ゃ

者たちやその
家
か ぞ く

族はみな、おびえていたにちがいありま
せん。

しかしダニエルたちは、 信
しんらい

頼できる
神
かみさま

様とつながっていました。そこでダニエ
ルは、身

み

の危
き け ん

険もかえりみずにネブカデ
ネザル王

おう

のところへ行
い

き、夢
ゆめ

とその解
と

きあ
かしを知

し

るための時
じ か ん

間をもらえるように、
お願

ねが

いしました。ダニエル 2:16。

王
おうさま

様は、目
め

の前
まえ

に立
た

っている感
かん

じのよ
い若

わかもの

者が、以
い ぜ ん

前、自
みずか

ら試
し け ん も ん だ い

験問題を出
だ

し
たときに、ずばぬけて優

ゆうしゅう

秀だった４人
にん

の
うちのひとりであることを思

おも

い出
だ

したので
しょう。もしかすると、この若

わかもの

者の信
しん

じる
神
かみ

は、他
ほか

の知
ち し ゃ

者たちの神
かみがみ

々よりも力
ちから

があ
るのだろうか、と思

おも

ったのかもしれません。
そこで王

おうさま

様は、しばらく待
ま

って様
よ う す

子を見
み

る
ことにしました。

ダニエルは急
いそ

いで３人
にん

のところへ行
い

き、
王
おうさま

様から時
じ か ん

間をもらったことを知
し

らせまし
た。助

たす

かる方
ほうほう

法はひとつしかないことを、
彼
かれ

らは知
し

っていました。全
ぜんのう

能〔なんでもで

きること〕の神
かみさま

様に信
しんらい

頼することを選
えら

んだ
彼
かれ

らは、びくびくすることなく、かえって
感
かんしゃ

謝の念
ねん

に満
み

たされていたことでしょう。
それがご計

けいかく

画であるならば、神
かみさま

様は彼
かれ

ら
を助

たす

けることがおできになります。17,18

節
せつ

。

どれくらいの時
じ か ん か れ

間彼らが祈
いの

りつづけた
か、聖

せいしょ

書に書
か

かれてはいませんが、彼
かれ

ら
が助

たす

けを求
もと

めて、熱
ねっしん

心に祈
いの

っていたこと
はまちがいないでしょう。神

かみさま

様だけが、夢
ゆめ

とその意
い み

味について、話
はな

すことがおできに
なることを彼

かれ

らは知
し

っていたからです。

考
かんが

えてみよう：ダニエルと友
ゆうじん

人たちは、
神
かみさま

様に忠
ちゅうせい

誠をつくすという決
け つ い

意を、どの
ように表

ひょうめい

明していましたか？神
かみさま

様は、すで
に彼

かれ

らの選
えら

びを祝
しゅくふく

福しておられましたか？
それはどんな祝

しゅくふく

福でしたか？わたしたちの
行
こうどう

動や言
こ と ば

葉には、神
かみさま

様の十
じっかい

戒にしたがう
選
えら

びをしていることがあらわれているでしょ
うか？

水
す い よ う び

曜日

神
か み

様
さま

の助
たす

けがなければ、ダニエル
と３人

にん
の友

とも
だちは長

なが
く生

い
きること

ができませんでした。彼
かれ

らは、神
かみさま

様がいち
ばんいいようにしてくださるだろうと信

しん
じて

いました。

神
かみさま

様はすでに、未
み ら い

来に起
お

こる重
じゅうよう

要な
事
じ け ん

件を理
り か い

解する特
とくべつ

別な能
のうりょく

力を、ダニエル
に与

あた

えておられました。ダニエル 1:17。

その晩
ばん

、ダニエルたちが助
たす

けを求
もと

めて
祈
いの

った後
あと

に、何
なに

が起
お

こりましたか？ダニエ

ル 2:19。
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神
かみさま

様への感
かんしゃ

謝をあらわした
ダニエルの祈

いの

りは、美
うつく

しいも
のでした。彼

かれ

は、知
ち え

恵がど
こからくるのかを知

し

っており、
だれも自

じ ぶ ん

分が賢
かしこ

いなどと誇
ほこ

る
のではなく、ただただ感

かんしゃ

謝す
べきであることをよく知

し

って
いました。20-23 節

せつ

。

いよいよその時
とき

がやって
きました。異

いきょう

教の知
ち し ゃ

者たちの神
かみがみ

々にでき
なかったことが、ダニエルの神

かみさま

様にもで
きなければ、知

ち し ゃ

者たちは全
ぜんいんころ

員殺されてし
まいます。彼

かれ

らの神
かみがみ

々は、王
おうさま

様の見
み

た夢
ゆめ

も、その意
い み

味も教
おし

えることができませんで
した。ダニエルの神

かみさま

様は、どんな夢
ゆめ

かを
示
しめ

し、夢
ゆめ

の解
と

きあかしもすることができる
のでしょうか？

神
かみさま

様はダニエルに、夢
ゆめ

とその意
い み

味につ
いて教

おし

えてくださいました。そこで、ダニ
エルはアリオクに、王

おうさま

様に話
はなし

をする用
よ う い

意
ができたことを知

し

らせました。24 節
せつ

。

ダニエルを王
おうさま

様のところへつれて行
い

くと
き、アリオクの胸

むね

は高
たか

なっていたことでしょ
う。25 節

せつ

。

こんどは、王
おうさま

様がわくわくしていました。
ダニエルは、本

ほんとう

当に王
おうさま

様を助
たす

けてあげら
れるのでしょうか？26 節

せつ

。

はじめにダニエルは、他
ほか

の知
ち し ゃ

者たちの
神
かみがみ

々が知
し

ることができなかった夢
ゆめ

につい
て、知

し

ることのできる神
かみさま

様がただひとりお
られる、ということを話

はな

しました。27,28

節
せつ

。

それからダニエルは、あの夢
ゆめ

を見
み

た夜
よる

、
王
おうさま

様は自
じ ぶ ん

分が死
し

んだ後
あと

、この国
くに

にどんな

ことが起
お

こるのだろうと考
かんが

え
ていたことを思

おも

い出
だ

させまし
た。ネブカデネザル 王

おう

は、
偉
い だ い

大な国
くに

であるバビロンを
誇
ほこ

りに思
おも

っていました。彼
かれ

は、
この国

くに

が永
えいえん

遠につづくように
と願

ねが

っていたのです。29 節
せつ

。

話
はなし

を聞
き

きながら、王
おうさま

様は
うなずいていたかもしれませ

ん。ちょうど、そのことを考
かんが

えていたので
すから。さて、夢

ゆめ

についてのお話
はなし

はどうなっ
たのでしょう？それは、明

あ す

日のお勉
べんきょう

強でわ
かります。

考
かんが

えてみよう：わたしたちの考
かんが

えることを、
サタンはいつでもおみとおしというわけで
はありませんが、神

かみさま

様はどうでしょう？

木
も く よ う び

曜日

夢
ゆ め

の意
い み

味を語
かた

る前
まえ

に、ダニエルは、
王
おうさま

様にわかってもらいたいことが
ありました。それは、王

おうさま
様の考

かんが
えているこ

とをすでに知
し

っておられた神
かみさま

様が、これか
ら後

のち
に起

お
こることをあらわした夢

ゆめ
を王

おう
に見

み

させた、ということです。「これから後
のち

」と
いうのは、その時

じ だ い
代から、イエス様

さま
がも

どって来
こ

られるまでのことです。神
かみさま

様は、
ご自

じぶん
分がただひとりの真

しん
の神

かみ
であられる

ことを王
おうさま

様に知
し

らせたのでした。ダニエル

2:29,30。

それからダニエルは、夢
ゆめ

について話
はな

し
ました。ダニエルが話

はな

している間
あいだ

、王
おうさま

様
はおそらく身

み

をのり出
だ

し、かたずを飲
の

んで
聞
き

き入
い

ったことでしょう。それは、どんな
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夢
ゆめ

でしたか？31-35 節
せつ

。

ついに、王
おうさま

様は夢
ゆめ

を思
おも

い出
だ

しました。
ダニエルが言

い

ったことはすべて、彼
かれ

が夢
ゆめ

で見
み

たとおりのことで、今
いま

では事
ことこま

細かに思
おも

い出
だ

すことができます。そしてもちろん、
王
おうさま

様は夢
ゆめ

の意
い み

味を知
し

りたがりました。

しかし、夢
ゆめ

の解
と

きあかしをする前
まえ

に、
ダニエルはもういちど、王

おう

に権
けんりょく

力を与
あた

える
のは天

てん

の神
かみさま

様だということをくりかえしま
した。世

せかいじゅう

界中でもっとも偉
い だ い

大な国
くに

の頭
かしら

とし
てネブカデネザルを立

た

てたのは、神
かみさま

様で
した。37,38 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ネブカデネザルの夢
ゆめ

とそ
の意

い み

味は、わたしたちにとってもひじょう
に重

じゅうよう

要です。そしてわたしたちは、この夢
ゆめ

について、ネブカデネザル王
おう

よりも多
おお

くの
ことを知

し

る必
ひつよう

要があるのです。

金
き ん よ う び

曜日

夢
ゆ め

について話
はな

した後
のち

、ダニエルはそ
の意

い み
味を説

せつめい
明しました。像

ぞう
のそ

れぞれの部
ぶぶん

分は、これから起
お

こるいくつか
の王

おうこく
国をあらわしていました。像

ぞう
の頭

あたま
があ

らわすバビロンか
ら 始

はじ
まり、 イエ

ス様
さま

の再
さいりん

臨にい
たるまで世

せ か い
界を

支
し は い

配する国
くにぐに

々の
ことです。

ネブカデネザ
ル王

おう

が金
きん

ででき
た頭

あたま

の部
ぶ ぶ ん

分であ
ることを話

はな

したと
き、 きっと王

おうさま

様
はにやりと笑

わら

った
ことでしょう。と
ころがダニエル
の話

はなし

が進
すす

むにつ
れて、この 強

きょうりょく

力
で偉

い だ い

大なバビロ
ンが永

えいえん

遠にはつ
づかないことを知

し

りました。そして、バビ
ロンにつづく国

くにぐに

々も、永
えいえん

遠にはつづかな
いということでした。37-43 節

せつ

。

像
ぞう

の胸
むね

と腕
うで

の部
ぶ ぶ ん

分は、メド・ペルシャ
をあらわしています。お腹

なか

からももにかけ
ての銅

どう

でできた部
ぶ ぶ ん

分は、ギリシャです。そ
して、鉄

てつ

でできた足
あし

の部
ぶ ぶ ん

分は
ローマ帝

ていこく

国をあらわしていま
した。

ローマ帝
ていこく

国の後
のち

に、いく
つかの異

こと

なる国
くにぐに

々が登
とうじょう

場し
ます。それらの国

くにぐに

々は、鉄
てつ

と粘
ね ん ど

土の足
あし

によってあらわ
されています。ある国

くにぐに

々は
鉄
てつ

のように強
つよ

く、ある国
くにぐに

々は
粘
ね ん ど

土のように弱
よわ

いという意
い み

味
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です。むかしの偉
い だ い

大な国
くにぐに

々のように、これ
らをひとつにまとめることのできる人

じんぶつ

物は、
もう現

あらわ

れないでしょう。

それからダニエルは、この像
ぞう

を粉
こなごな

々に
砕
くだ

いた岩
いわ

が、神
かみさま

様の王
おうこく

国であり、それは
イエス様

さま

が来
こ

られる時
とき

に始
はじ

まることを説
せつめい

明
しました。この神

かみさま

様の王
おうこく

国は、これまでの
他
ほか

の王
おうこく

国とはちがい、完
かんぜん

全で、永
えいえん

遠につ
づく王

おうこく

国なのです。44,45 節
せつ

。

王
おうさま

様は、天
てん

の神
かみさま

様こそが、ただひとり
の真

しん

の神
かみ

であることがわかってきていまし
た。ダニエルが夢

ゆめ

とその意
い み

味について語
かた

り終
お

えた後
のち

、王
おうさま

様は何
なに

と言
い

いましたか？
46,47 節

せつ

。

夢
ゆめ

とその意
い み

味をダニエルが解
と

きあかし
たので、王

おうさま

様は、夢
ゆめ

を言
い

い当
あ

てることが
できなかった知

ち し ゃ

者たちを殺
ころ

すのをやめま
した。また彼

かれ

は、ダニエルと３人
にん

の友
とも

だ
ちを、国

くに

の高
こうかん

官にしました。48,49 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：わたしたちが生
い

きている
現
げんだい

代は、鉄
てつ

と粘
ね ん ど

土の時
じ だ い

代、つまり、イエ
ス様

さま

がもうすぐ来
こ

られる時
じ だ い

代です。あなた
は、王

おうさま

様の夢
ゆめ

の意
い み

味を知
し

って、イエス様
さま

のご再
さいりん

臨のためにいつでも用
よ う い

意をしていよ
う、という気

き も

持ちになりましたか？ご再
さいりん

臨
は、あの岩

いわ

が像
ぞう

の足
あし

を直
ちょくげき

撃するようなもの
で、悪

あく

を行
おこな

う世
せかいじゅう

界中のすべての王
おうこく

国に終
お

わりをもたらすのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ダニエル書
しょ

２章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 40 章
しょう
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雨
あ め

は一
ひとばんじゅう

晩中ふりつづきましたが、次
つぎ

の朝
あさ

、光
ひかり

がさし始
はじ

めると、ふたた
び寒

さむ
くなってきました。そして吹

ふ ぶ き
雪になり、

それは一
いっしゅうかん

週間もつづきました。やっとのこ
とで雪

ゆき
がやみました。ところが、またも雨

あめ

が降
ふ

り出
だ

したので
す。「それでも行

い
か

なくてはなりません」
と、エレンは御

ぎょしゃ
者た

ちに言
い

いました。

ミシシッピー川
がわ

に
向
む

かう道
どうちゅう

中、 彼
かれ

ら
は会

あ

う人
ひ と あ

会う人
ひと

に、
「川

かわ

をわたっても大
だいじょうぶ

丈夫でしょうか？」と
たずねました。「無

む り

理だね。」「わたれな
いでしょう。」「氷

こおり

がわれて落
お

ちた人
ひと

たちも
いるんだから。」「自

じ ぶ ん

分だったら絶
ぜったい

対わたら
ないよ。」返

かえ

ってくるのは、こういった答
こた

え
ばかりでした。

川
かわ

に着
つ

いてみると、氷
こおり

の上
うえ

に水
みず

がたまっ
ていて、それは足

あしくび

首ぐらいの深
ふか

さになって
いました。「このままアイオワに向

む

かいま
すか？それとも、イリノイへ引

ひ

き返
かえ

しましょ
うか？」と、御

ぎょしゃ

者がたずねます。

「先
さき

へ進
すす

みましょう。」ジェームスとエレ
ンは答

こた

えました。それで、前
ぜんしん

進することに
しました。

しんちょうに、馬
うま

たちは川
かわぎし

岸へおりてい
き、それから足

あしくび

首くらいまで水
みず

のたまった

氷
こおり

の上
うえ

におり立
た

ちました。馬
うま

ぞりに乗
の

っ
ている全

ぜんいん

員が祈
いの

っています。一
い っ ぽ い っ ぽ

歩一歩す
すんでいきますが、いつ氷

こおり

がわれてもお
かしくありません。われてしまったら、み
んな氷

こおりみず

水の中
なか

でおぼれ死
し

んでしまうでしょ
う。

向
む

こう岸
きし

に立
た

って
いる人

ひと

たちが、こち
らの様

よ う す

子を見
み ま も

守っ
ていました。そして
ついに、 馬

うま

たちが
そりを岸

きし

へとひき上
あ

げたときには、みん
ながまわりに集

あつ

まってきました。彼
かれ

らは、
氷
こおり

がわれて落
お

ちてしまった人
ひと

たちのことを
話
はな

してくれました。

その日
ひ

は金
き ん よ う び

曜日で、くたくたになった
旅
たびびと

人たちは、ホテルで安
あんそくにち

息日を過
す

ごしま
した。日

に ち よ う び

曜日までに、天
て ん き

気はふたたびこ
ごえるほど寒

さむ

くなりました。そりに乗
の

って
いるあいだ、彼

かれ

らはお互
たが

いのようすを見
み

て、耳
みみ

やほっぺたや鼻
はな

が白
しろ

くなって、こお
り始

はじ

めないか気
き

をくばっていました。

そして、ようやくワウコンに着
つ

きました。
はじめのうち、信

しんじゃ

者たちは、ジェームスと
エレンが来

き

たことを喜
よろこ

んでいないみたい
でした。しかしまもなく、特

とくべつ

別な集
しゅうかい

会でふ
たりの話

はなし

を聞
き

いて、彼
かれ

らの気
き も

持ちは変
か

わっ
ていったのでした。

お話
はな

しひろば 

考
かんが

え直
なお

した二
ふ た り

人のジョン
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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ある集
しゅうかい

会で、メアリー・ラフボローが立
た

ち上
あ

がって言
い

いました。「わたしはまちがっ
ていました。わたしは罪

つみ

をおかしました。」
それから彼

かのじょ

女は、イエス様
さま

のために働
はたら

い
ていたジョンに、牧

ぼ く し

師をやめるように頼
たの

ん
だあやまちがゆるされることを願

ねが

ったので
した。

するとこんどは、メアリーの夫
おっと

であるジョ
ンが立

た

ち上
あ

がりました。「わたしは、自
じ ぶ ん

分
の道

ど う ぐ

具をしまって、もう二
に ど

度とお金
かね

もうけ
のためにそれを使

つか

わないようにします。こ
れからは、神

かみさま

様のためだけに働
はたら

きます。」
彼
かれ

は、そう約
やくそく

束しました。イエス様
さま

は、人
ひとびと

々
を励

はげ

ますために、いくつかの幻
まぼろし

をエレン
にお与

あた

えになりました。ジェームスとエレ
ンがそこを去

さ

るまでには、ワウコンの信
しんじゃ

者
たちは、以

い ぜ ん

前のように幸
こうふく

福な神
かみさま

様の家
か ぞ く

族
にもどっていました。

ジョン・ラフボローは、約
やくそく

束を守
まも

りまし
た。彼

かれ

はジェームスとエレンと一
いっしょ

緒にもど
り、残

のこ

りの生
しょうがい

涯をイエス様
さま

の働
はたら

きにささげ
ました。

神
かみさま

様は、ジョン・アンドリュースの健
けんこう

康
も回

かいふく

復させてくださり、彼
かれ

もまた、仕
し ご と

事に
もどることができました。こうしてふたり
のジョンは、忠

ちゅうじつ

実で熱
ねっしん

心な働
はたら

き人
びと

として、
生
しょうがい

涯を過
す

ごしました。

アニー・スミスと弟
おとうと

のユライアも、イ
エス様

さま

の働
はたら

き人
びと

でした。アニーは優
ゆうしゅう

秀な
作
さ っ か

家で、詩
し じ ん

人でもありました。彼
かのじょ

女は若
わか

く
して亡

な

くなりましたが、生
せいぜん

前、いくつかの
美
うつく

しい賛
さ ん び か

美歌を書
か

きました。彼
かのじょ

女の歌
うた

は、
今
こんにち

日でもうたわれています。

ユライアも、優
ゆうしゅう

秀な働
はたら

き人
ひと

でした。彼
かれ

は、人
ひとびと

々が聖
せいしょ

書を愛
あい

し理
り か い

解できるようにと、
何
なんさつ

冊かの本
ほん

を書
か

きました。ふたりのジョン
のように、生

しょうがい

涯イエス様
さま

のために働
はたら

きまし
た。

イエス様
さま

は、ジェームスとエレン・ホワ
イトの他

ほか

にもたくさんの働
はたら

き人
びと

をもってお
られました。わたしたちはその中

なか

の、ほ
んのひとにぎりの人

ひと

たちのことを学
まな

んだに
すぎません。

今
いま

でも、イエス様
さま

には、幾
いくせんいくまん

千幾万とい
う働

はたら

き人
びと

がいます。イエス様
さま

を愛
あい

し、彼
かれ

の働
はたら

きのお手
て つ だ

伝いをしたいと望
のぞ

む人
ひと

なら
だれでも、イエス様

さま

は用
もち

いてくださいます。
あなたも、そのひとりになりたいとは思

おも

い
ませんか？

（おわり）
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日
に ち よ う び

曜日

ネブカデネザル王
おう

が夢
ゆめ

で見
み

たあの
像
ぞう

で、バビロンをあらわしていた
のはどの部

ぶ ぶ ん
分でしたか？頭

あたま
の部

ぶ ぶ ん
分でした

ね。それが何
なに

でできていたか覚
おぼ

えていま
すか？答

こた
えは、金

きん
です。

ネブカデネザルは、人
ひと

や国
くに

に権
けんりょく

力や
栄
え い よ

誉を与
あた

えるのがだれか、わかっていた
でしょうか？夢

ゆめ

の経
けいけん

験から、神
かみさま

様が世
せ か い

界を
支
し は い

配しておられることを学
まな

びました。では、
バビロンの後

のち

に他
ほか

の国
くにぐに

々が起
お

こることは学
まな

んでいたでしょうか？きっと学
まな

んでいたは
ずです。

しかし、それでもネブカデネザルは、自
みずか

ら築
きず

いたバビロン王
おうこく

国が、いつまでもつ
づくと信

しん

じたかったのです。この世
せ か い さ い こ う

界最高
の権

けんりょく

力を、他
た

のどんな国
くに

にもゆずりたくは
ありませんでした。

そこで彼
かれ

は、夢
ゆめ

で見
み

た像
ぞう

に似
に

せた像
ぞう

を
つくりました。ただ、夢

ゆめ

と違
ちが

っていたのは、
全
ぜんしん

身がバビロンを象
しょうちょう

徴する金
きん

でできてい

たことです。この
ようにバビロン
の権

けんりょく

力を世
せかいじゅう

界中
に示

しめ

せば、バビ
ロン にとってか
わろうとする国

くに

はなくなるだろう
と考

かんが

えたのかも
しれません。ドラの平

へ い や

野に王
おうさま

様が建
た

てさ
せたこの像

ぞう

はとても背
せ

が高
たか

く、人
ひとびと

々は遠
とお

く
からでも見

み

ることができました。ダニエル

3:1。

像
ぞう

の近
ちか

くの、みんなが見
み

えるところに、
あるものが置

お

かれました。それは大
おお

きな
炉
ろ

で、おそらく、建
たてもの

物に使
つか

うレンガを焼
や

く
ために、彼

かれ

らが使
し よ う

用していたものでした。
なぜそんなものが、あそこに置

お

かれたの
でしょう？

ネブカデネザル王
おう

は、この金
きん

の像
ぞう

を
祝
いわ

うための盛
せいだい

大な儀
ぎ し き

式を計
けいかく

画しました。
国
くにじゅう

中の高
こうかん

官や役
やくにん

人たちは、だれもが出
しゅっせき

席
しなくてはいけませんでした。おそらく、
何
なんびゃくなんぜん

百何千もの人
ひとびと

々が呼
よ

ばれ、それぞれ

燃
も

えさかる炉
ろ

第
だい

7 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたの神
かみ

、主
しゅ

なるわたしはあなたの右
みぎ

の手
て

をとって

あなたに言
い

う、『恐
おそ

れてはならない、わたしはあなたを助
たす

ける』。」イザヤ 41:13

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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一
いちばん

番いい服
ふく

を着
き

て、そこに集
あつ

まったことで
しょう。そこには、いろいろな楽

が っ き

器で編
へんせい

成
された、大

だいがくだん

楽団もいました。2,3 節
せつ

。

開
か い し じ か ん

始時間になると、ひとりの人
ひと

が立
た

ち
上
あ

がり、集
あつ

まった人
ひとびと

々に向
む

かって、音
おんがく

楽
が始

はじ

まったら、すぐにひれ伏
ふ

して像
ぞう

を拝
おが

むようにと、大
おお

きな声
こえ

で告
つ

げました。4-6

節
せつ

。

なんと、炎
ほのお

の燃
も

えさかる炉
ろ

があったの
は、そのためだったのです。

考
かんが

えてみよう：ひれ伏
ふ

して像
ぞう

を拝
おが

むよう
に告

つ

げる声
こえ

をその場
ば

で聞
き

いていたとした
ら、あなたならどのように感

かん

じたでしょう
か？

月
げ つ よ う び

曜日

金
き ん

の像
ぞう

を祝
いわ

う儀
ぎ し き

式が始
はじ

まりました。
この日

ひ
、ダニエルはそこにいませ

んでしたが、彼
かれ

の３人
にん

の友
とも

だちは出
しゅっせき

席し
ていました。そこにいた全

ぜんいん
員が、音

おんがく
楽が

鳴
な

り始
はじ

めたら像
ぞう

を拝
おが

むことになっていまし
た。だれも、熱

あつ
い炉

ろ
の中

なか
で死

し
にたくはあ

りません。

ところが、ある人
ひと

たちを炉
ろ

で死
し

なせるこ
とを望

のぞ

んでいた者
もの

たちがいました。そう考
かんが

えていたのは、王
おうさま

様の夢
ゆめ

を言
い

い当
あ

てること
も解

と

きあかすこともできなかった、カルデ
ヤの知

ち し ゃ

者たちです。

彼
かれ

らはダ ニ エ ル に助
たす

けられたのに、
王
おうさま

様がダニエルと３人
にん

の友
とも

だちに高
たか

い位
くらい

を与
あた

えたことをねたんでいたのです。

さて、何
なんびゃくなんぜん

百何千もの人
ひと

たちが、音
おんがく

楽が
鳴
な

り始
はじ

めるのを待
ま

っています。音
おんがく

楽が聞
き

こ
えた瞬

しゅんかん

間に何
なに

をするべきか、十
じゅうぶん

分に心
こころえ

得
ています。また、もしそれをしなかったら
どうなるかも、よくわかっています。しかし、
大
だいぐんしゅう

群衆の中
なか

の３人
にん

だけは、音
おんがく

楽が鳴
な

って
もそれをしないと決

き

めていました。そして
いよいよ、音

おんがく

楽が鳴
な

り始
はじ

めました。ダニエ

ル 3:7。

そこにいた全
ぜんいん

員が、ひれふして金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

みましたか？いいえ。全
ぜんいん

員ではありま
せんでした。あのカルデヤの知

ち し ゃ

者たちは、
ダニエルの３人

にん
の友

とも

だちが王
おうさま

様の命
めいれい

令に
したがうかどうか、こっそり見

み

ていました。
ひざまずかないで立

た

っている３人
にん

を見
み

つ
けた彼

かれ

らは、王
おうさま

様に言
い

い
つけたくてしかたがあり
ませんでした。8-12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ダニエル
の友

ゆうじん

人たちは、ごまかす
ことはできなかったでしょ
うか？その場

ば

にしゃがん
で拝

おが

むふりをしたり、ひ
ざまずいて、心

こころ

の中
なか

では
自
じ ぶ ん

分たちの神
かみさま

様に祈
いの

った
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りすることもできたのではありま
せんか？ふりをすることは、何

なに

が間
ま ち が

違っていますか？

火
か よ う び

曜日

ねたみ深
ぶか

いカルデヤ人
びと

た
ちが、ダニエルの３人

にん

の友
とも

だちが像
ぞう

を拝
おが

まなかったこ
とをネブカデネザルに言

い
いつけ

ると、王
おうさま

様は、彼
かれ

らの期
き た い

待したとおりのこ
とをしました。ダニエル 3:13。

王
おうさま

様の前
まえ

につれてこられた３人
にん

の若
わかもの

者
たちは、礼

れ い ぎ た だ

儀正しく堂
どうどう

と々立
た

っていました。
３人

にん
を見

み

た王
おうさま

様は、彼
かれ

らがさまざまな
大
だ い じ

事な仕
し ご と

事をりっぱにこなしてきたことを
思
おも

い出
だ

しました。忠
ちゅうじつ

実で、しかも頼
たよ

りにな
る存

そんざい

在で、彼
かれ

らの仕
し ご と

事ぶりについて文
も ん く

句
をいう人

ひと

は、だれひとりいませんでした。

また王
おうさま

様は、彼
かれ

らが礼
れいはい

拝しているすご
い神

かみさま

様のことも思
おも

い出
だ

しました。しかし、
彼
かれ

らの神
かみさま

様よりも自
じ ぶ ん

分のほうがもっと権
けんりょく

力
があることを証

しょうめい

明〔証
しょうこ

拠をあげて示
しめ

すこと〕
しようと考

かんが

えたのでした。王
おうさま

様は、３人
にん

にもういちどチャンスを与
あた

えようと思
おも

いま
した。それでも命

めいれい

令にしたがわないなら、
彼
かれ

らが受
う

ける刑
けいばつ

罰から救
すく

い出
だ

すことのでき
る神

かみ

などいないだろうと言
い

ったのでした。
15 節

せつ

。

３人
にん

はこわくなって、王
おう

にどう答
こた

えよう
か話

はな

し合
あ

いましたか？いいえ。その必
ひつよう

要
はありませんでした。自

じ ぶ ん

分たちの信
しん

じてい
る神

かみさま

様なら、自
じ ぶ ん

分たちを救
すく

い出
だ

すことが
できると知

し

っていましたから。しかし、た

といもし、神
かみさま

様が自
じ ぶ ん

分たちを救
すく

って下
くだ

さら
なくても、金

きん

の像
ぞう

は拝
おが

まないと決
き

めていま
した。16-18 節

せつ

。

３人
にん

の友
とも

だちは、王
おうさま

様の表
ひょうじょう

情が変
か

わっ
ていくのを見

み

ました。もはや、彼
かれ

らを助
たす

け
たいという顔

かお

ではなく、むしろ殺
ころ

したいと
思
おも

っているように見
み

えました。19 節
せつ

。

炉
ろ

はすでに熱
あつ

くなっています。しかも、
さらに７倍

ばい

も熱
あつ

くすることになりました。

考
かんが

えてみよう：こんどこそ、サタンが勝
か

っ
ているように見

み

えたでしょうか？たとい３
人
にん

が焼
や

かれてしまったとしても、サタンが
勝
しょうり

利したことにはならなかったはずです。
それはなぜですか？ 

水
す い よ う び

曜日

ついに、命
めいれい

令が下
くだ

されました。炉
ろ

の中
なか

の火
ひ

は、ごうごうと音
おと

を立
た

て
て燃

も
えさかっていたはずです。人

ひとびと
々は、こ

のすさまじい熱
あつ

さから逃
のが

れようと後
うし

ろに下
さ

がりましたが、だれも炉
ろ

から目
め

を離
はな

そうと
はしません。それから、王

おうさま
様は何

なに
をするよ

うに命
めい

じましたか？ダニエル３：20。
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王
おうさま

様はなぜ、たくましい男
おとこ

たちに、３
人
にん

をきつく縛
しば

るように命
めい

じたのでしょう？彼
かれ

らが逃
に

げようとすることは考
かんが

えられません
でしたが、彼

かれ

らのてごわい神
かみさま

様がじゃまを
しないだろうかと心

しんぱい

配したのでした。そし
て、何

なに

がなんでもそれを防
ふせ

ぎたかったの
でしょう。この王

おうさま

様は、わたしたちの神
かみさま

様
のことを、何

なに

もわかっていなかったのです
ね！神

かみさま

様にできないことはひとつもないこ
とを、知

し

らなかったのですから。

炉
ろ

の火
ひ

は、熱
あつ

くてたまりません！シャデラ
ク、メシャク、アベデネゴを炉

ろ

の中
なか

に投
な

げ
入
い

れた、たくましい男
おとこ

たちはどうなりまし
たか？22 節

せつ

。

彼
かれ

らは自
じ ぶ ん

分の命
めいれい

令にしたがって死
し

んだ
にもかかわらず、王

おうさま

様はまったく気
き

にもと
めていないようです。彼

かれ

はただ、この３
人
にん

の若
わかもの

者が金
きん

の像
ぞう

を拝
おが

むようにとの命
めいれい

令
にそむいた報

むく

いを受
う

けていることを喜
よろこ

び、
彼
かれ

らが焼
や

かれるのを見
けんぶつ

物できると思
おも

って、
ゆったりすわっていました。

ところが、王
おうさま

様は急
きゅう

に立
た

ちあがり、目
め

を
こらして炉

ろ

の中
なか

を見
み

つめました。目
め

の前
まえ

の
光
こうけい

景に、驚
おどろ

きをかくせませんでした。炉
ろ

に入
い

れられたのは確
たし

かに３人
にん

だったはず
ですが、そこに４人

にん
いるのです。そして

４人
にん

は、まるで炉
ろ

の外
そと

のきれいな涼
すず

しい
空
くうかん

間を歩
ある

くように、うなり声
こえ

をあげて燃
も

え
る火

ひ

の中
なか

を歩
ある

きまわっています。24,25

節
せつ

。

神
かみ

のみ子
こ

がどんな姿
すがた

をしているか、ネ
ブカデネザルはどうしてわかったのでしょ
う？しかも、神

かみ

のみ子
こ

という存
そんざい

在を、どう
して知

し

っていたのでしょうか？それは、こ

の３人
にん

の若
わかもの

者たちのおかげでしょう。た
ずねられれば、彼

かれ

らはいつでもだれにで
も、神

かみさま

様のことを語
かた

っていました。おそら
く王

おうさま

様も、彼
かれ

らについて聞
き

いたときに、救
すく

い主
しゅ

として将
しょうらい

来おいでになる神
かみ

のみ子
こ

のこ
とを聞

き

いていたのでしょう。そしてなぜか、
炉
ろ

の中
なか

に現
あらわ

れた第
だい

４の人
じんぶつ

物が、以
い ぜ ん き

前聞い
たことのある神

かみさま

様のみ子
こ

だとわかったので
す。

考
かんが

えてみよう：もしわたしたちがイエス様
さま

のようにふるまい、イエス様
さま

のことを語
かた

る
ならば、人

ひとびと

々は彼
かれ

のことをもっと知
し

りたい
と思

おも

うでしょうか？そのようにお願
ねが

いするな
ら、イエス様

さま

は、わたしたちが彼
かれ

のように
なれるよう、毎

まいにちたす

日助けてくださいます。

木
も く よ う び

曜日

ネブカデネザル王
おう

は、ぎりぎりの 所
ところ

まで炉
ろ

に近
ちか

づき、ごうごうと燃
も

え
さかる炎

ほのお
のほうに向

む
かって叫

さけ
びました。ダ

ニエル 3:26。

炉
ろ

の中
なか

から出
で

てきたシャデラク、メシャ
ク、アベデネゴを見

み

ても、だれも目
め

の前
まえ

の光
こうけい

景が信
しん

じられませんでした。

国
くに

の偉
えら

い人
ひと

たちが、３人
にん

のまわりにむ
らがりました。３人

にん
の服

ふく

や髪
かみ

の毛
け

を見
み

て
も、においをかいでみても、わずかな焼

や

けあとも見
み

られず、煙
けむり

のにおいもしません
でした。驚

おどろ

く人
ひとびと

々のようすを想
そうぞう

像すること
ができますか？

はげしく燃
も

える熱
あつ

い炉
ろ

の中
なか

に入
はい

っていた
ことを示

しめ

すようなものは、何
なに

もありません。
ただ、たくましい男

おとこ

たちが３人
にん

を縛
しば

った、
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あの縄
なわ

だけが焼
や

けてなくなっていました。
そこで、王

おうさま

様が群
ぐんしゅう

衆に向
む

かって話
はな

しまし
た。27-29 節

せつ

。

ほんのわずかな時
じ か ん

間で、ネブカデネザ
ルがこれほどまでに変

か

わってしまうとは！
はじめは偉

えら

そうで、いばっていた王
おうさま

様が、
今
いま

はすっかりへりくだっています。そして
彼
かれ

は、真
しん

の神
か み さ ま い が い

様以外の神
かみ

を拝
おが

むよりは、
むしろ喜

よろこ

んで死
し

ぬことを選
えら

んだ、３人
にん

の
忠
ちゅうじつ

実で勇
ゆう

かんな若
わかもの

者たちの神
かみさま

様をたたえ
たのです。

考
かんが

えてみよう：３人
にん

の友
ゆうじん

人が、あれほど
すみやかに、神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であることを選
えら

ぶ
ことができたのは、ふだんからつねに神

かみさま

様
の十

じっかい

戒や、ごく小
ちい

さなことにさえ従
したが

うことに
慣

な

れていたからだとは思
おも

いませんか？

金
き ん よ う び

曜日

今
き

日
ょう

は、シャデラク、メシャク、ア
ベデネゴについて復

ふくしゅう
習してみま

しょう。これから出
だ

す質
しつもん

問は、きっとあな
たの助

たす
けになると思

おも
います。

王
おうさま

様はなぜ、像
ぞう

の頭
あたま

の部
ぶ ぶ ん

分だけでなく、
全
ぜんしん

身を金
きん

でつくったのですか？

王
おうさま

様は、この像
ぞう

をどこに建
た

てましたか？
その像

ぞう

は、高
たか

かったですか、それとも低
ひく

かったですか？

その像
ぞう

を建
た

てたところには、他
ほか

に何
なに

を
おきましたか？またそれは、何

なに

をするため
におかれましたか？

集
あつ

まった人
ひと

たちは、何
なに

をすることになっ
ていましたか？また、何

なん

の合
あ い ず

図でそれを
始
はじ

めることになっていましたか？

ダニエルの友
とも

だちが王
おう

さまの命
めいれい

令に背
そむ

くことを、願
ねが

った人
ひと

たちがいたのはなぜで
すか？そして、この３人

にん

の若
わかもの

者がひざまず
かないで立

た

っていたのを見
み

た彼
かれ

らは、何
なに

をしましたか？

王
おうさま

様は、 ３人
にん

の若
わかもの

者に、もういちど
命
めいれい

令にしたがうチャンスを与
あた

えたいと思
おも

い
ましたか？それはなぜでしたか？

王
おうさま

様は、特
とくべつ

別に力
ちから

の強
つよ

い男
おとこ

たちに命
めい

じ
て、３人

にん
の若

わかもの

者を炉
ろ

に投
な

げ入
い

れさせまし
た。それはなぜでしたか？

王
おうさま

様は以
い ぜ ん

前から、真
しん

の神
かみさま

様について
知
し

っていましたか？

炉
ろ

の中
なか

にいた、もうひとりの人
じんぶつ

物はだれ
でしたか？わたしたちの目

め

には見
み

えなくて
も、イエス様

さま

はいつもわたしたちのすぐそ
ばにおられますか？

カルデヤ人
びと

の知
ち し ゃ

者たちは、シャデラク、
メシャク、アベデネゴが焼

や

き殺
ころ

されなかっ
たので、がっかりしたでしょうね？王

おうさま

様の
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言
こ と ば

葉を聞
き

いて、彼
かれ

らはどのように感
かん

じ
たでしょうか？ダニエル 3:30。

考
かんが

えてみよう：みんな、この『燃
も

え
さかる炉

ろ

』の物
ものがたり

語が好
す

きですよね？
わたしたちにも勇

ゆ う き

気を与
あた

えてくれるお
話
ばなし

です。どうすれば神
かみさま

様に信
しんらい

頼するこ
とを選

えら

んで、 神
かみさま

様の十
じっかい

戒や、小
ちい

さな
事
こと

においてさえ、毎
まいにち

日したがうことが
できるかについて、わたしたちは学

まな

んでいます。そうすれば、大
おお

きな選
えら

びをするべきときに、まようことなく、
正
ただ

しく勇
ゆう

かんでいられるのです。ダニエル
と３人

にん

の友
とも

だちがしたのは、このことです。
そして、わたしたちも彼

かれ

らと同
おな

じようにでき
るのです。そうしたいと思

おも

いませんか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ダニエル書
しょ

３章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 41 章
しょう
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ジェームスは、心
しんぱい

配そうな表
ひょうじょう

情を
うかべながら、「うまくは言

い
えない

けど、今
こんや

夜、旅
たび

に出
で

るのは、よくないと思
おも

うんだ」とエレンに言
い

いました。「行
い

かなく
てもよくなればい
いのだが、ウィス
コンシンで人

ひと
と

会
あ

う約
やくそく

束をしてし
まったから、やっ
ぱり 行

い
かないと

ね。」

あちらこちらの
集
しゅうかい

会に出
しゅっせき

席して
いたジェームスとエレン・ホワイトは、そ
の間

あいだ

、駅
えき

の近
ちか

くに住
す

んでいる信
しんじゃ

者の家
いえ

に
泊
と

めてもらっていました。その日
ひ

も、集
しゅうかい

会
に出

で

かける時
じ か ん

間になりました。

汽
き し ゃ

車に乗
の

る時
じ か ん

間が近
ちか

づいてきました。
みんなでひざまずいて、ホワイト夫

ふ さ い

妻の
旅
たび

を神
かみさま

様が安
あんぜん

全に守
まも

って下
くだ

さるように、お
祈
いの

りしました。お祈
いの

りが終
お

わって立
た

ち上
あ

が
ると、ジェームスが、「神

かみさま

様はきっと、わ
たしたちを守

まも

ってくださるでしょう」と言
い

い
ました。

ジョン・ラフボローが、ホワイト夫
ふ さ い

妻の
荷
に も つ

物を汽
き し ゃ

車に運
はこ

び入
い

れるのを手
て つ だ

伝い、ふ
たりが『寝

しんだいしゃ

台車』と呼
よ

ばれる快
かいてき

適な〔い
ごこちがよくてこころよい〕車

しゃりょう

両に乗
の

れる
ようにしてくれました。

ところが、エレンはまったく快
かいてき

適だと
は感

かん

じませんでした。「ジェームス、この
車
しゃりょう

両〔客
きゃくしゃ

車〕にはいられないわ。ここか
ら出

で

て行
い

かなくては。」彼
かのじょ

女は、立
た

ち上
あ

が
りながら言

い

いまし
た。

そこでジョンは、
ふたりを寝

しんだいしゃ

台車の
もうひとつ後

うし

ろの
車
しゃりょう

両にうつらせま
した。 乗

じょうきゃく

客 以
い が い

外
の人

ひと

は汽
き し ゃ

車から
出
で

るようにとの
合
あ い ず

図のベルがなると、ジョンは「いってらっ
しゃい！」と言

い

って、ふたりと別
わか

れました。

いつもなら、汽
き し ゃ

車が動
うご

くとすぐにエレン
は帽

ぼ う し

子をぬぎ、手
て に も つ

荷物をしまうのですが、
このときは、手

て に も つ

荷物をひざの上
うえ

におき、
帽
ぼ う し

子もかぶったままでした。彼
かのじょ

女は、「こ
の汽

き し ゃ

車の中
なか

では落
お

ち着
つ

けないわ」とジェー
ムスに言

い

いました。

とつぜん、はげしい揺
ゆ

れがありました。
それから、何

なに

かがぶつかったような音
おと

が
して、人

ひとびと

々の叫
さけ

び声
こえ

と、助
たす

けを求
もと

める声
こえ

が聞
き

こえてきました。

ジェームスとエレンが外
そと

を見
み

ると、それ
は信

しん

じられないような光
こうけい

景でした。汽
き し ゃ

車の
エンジンは線

せ ん ろ

路の外
そと

に投
な

げ出
だ

され、ひっ
くり返

かえ

っています。本
ほん

をつめ込
こ

んだジェー

お話
はな

しひろば 

だれがボルトをはずしたの？
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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ムスのトランクをのせてあった貨
かもつしゃりょう

物車両
は、線

せ ん ろ

路のわきに横
よこだお

倒しになっています。
他
ほか

の車
しゃりょう

両も、ぶつかった衝
しょうげき

撃でつぶされ
ています。ジェームスとエレンが最

さいしょ

初に
乗
の

った寝
しんだいしゃ

台車は、ぺしゃんこになっていま
した。ところが、そのとなりの車

しゃりょう

両、つま
り事

じ こ

故が起
お

きたときにホワイト夫
ふ さ い

妻が乗
の

っ
ていた車

しゃりょう

両は、まったく無
ぶ じ

事だったのです。

ジェームスは、すぐさまエレンを抱
だ

きか
かえて、ぬかるんだ地

じ め ん

面や小
お が わ

川をこえて
安
あんぜん

全な場
ば し ょ

所へつれて行
い

きました。それか
ら馬

うま

と馬
ば し ゃ

車を借
か

りて、先
さき

ほど出
しゅっぱつ

発した家
いえ

の
玄
げんかん

関をたたいていました。事
じ こ

故の話
はなし

を聞
き

いた人
ひと

たちは、神
かみさま

様がふたりをお守
まも

り下
くだ

さったことを感
かんしゃ

謝しました。

次
つぎ

の朝
あさ

、ジェームスとジョンともうひとり
が事

じ こ げ ん ば

故現場へ行
い

ってみると、一
いっとう

頭の雄
お う し

牛
が線

せ ん ろ

路の上
うえ

に横
よこ

たわっていて、それが
事
じ こ

故の原
げんいん

因であったことがわかりました。

驚
おどろ

いたことに、ジェームスとエレンが
寝
しんだいしゃ

台車からうつった車
しゃりょう

両だけは、汽
き し ゃ

車の
残
のこ

りの部
ぶ ぶ ん

分から離
はな

れたところにありました。
彼
かれ

らの乗
の

っていた車
しゃりょう

両と他
ほか

の車
しゃりょう

両とをつ
ないでいた連

れ ん け つ ぶ

結部とボルトは、こわれてい
ませんでした。そして、そのボルトと安

あんぜん

全
チェーンは、彼

かれ

らの車
しゃりょう

両の前
まえ

にあった、
つぶれた寝

しんだいしゃ

台車の乗
じょうこうぐち

降口にころがってい
ました。まるで何

なにもの

者かが、ふたりの乗
の

って
いた車

しゃりょう

両を他
ほか

の車
しゃりょう

両から引
ひ

き離
はな

してから、
これらの部

ぶ ひ ん

品をそこにおいたかのようでし
た。３人

にん

は、きっと天
て ん し

使がボルトをはずし
てくれたにちがいないと確

かくしん

信しました。そ
してふたたび、イエス様

さま

に感
かんしゃ

謝したので
した。

夕
ゆ う ぐ

暮れまでに、線
せ ん ろ

路はきれいに片
か た づ

付け
られ、汽

き し ゃ

車はいつものように走
はし

れるように
なりました。あらためて、ジェームスとエ
レンは旅

たび

に出
で

かけました。命
いのち

が守
まも

られ、
本
ほん

も無
ぶ じ

事でした。ふたりは、イエス様
さま

が
いつでも彼

かれ

らを見
み ま も

守っておられることを
知
し

ったのでした。
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日
に ち よ う び

曜日

燃
も

えさかる炉
ろ

の出
で き ご と

来事の後
あと

もなお、
ネブカデネザル王

おう
は、自

じぶん
分が神

かみさま
様

よりも力
ちから

があると思
おも

っていたでしょうか？
いいえ、もうそのようには考

かんが
えませんでし

た。

ダニエルはネブカデネザルに、彼
かれ

が王
おう

となるように導
みちび

いたのは神
かみさま

様だと教
おし

えてい
ました。彼

かれ

の知
ち え

恵も力
ちから

もすべて、神
かみさま

様か
ら来

き

たものでした。また王
おうさま

様は、燃
も

えさ
かる炉

ろ

の出
で き ご と

来事の後
あと

、長
なが

いあいだそのこ
とを覚

おぼ

えていました。ところがいつしか、
彼
かれ

はまた忘
わす

れていったので
す。

ネブカデネザルが敵
てき

との
戦
たたか

いに勝
しょうり

利し、自
みずか

らバビロ
ンの都

みやこ

をこれまでよりも強
つよ

く、美
うつく

しくしたとき、彼
かれ

はま
たしても高

たか

ぶるようになりま
した。ひょっとすると王

おう

は、
どんな人

にんげん

間でも、神
かみさま

様なし

には何
なに

もすることができない事
じ じ つ

実を忘
わす

れて
しまったのかもしれません。わたしたちが
おごり高

たか

ぶって、自
じ ぶ ん じ し ん

分自身に頼
たよ

りはじめる
と、サタンはわたしたちの心

こころ

に入
はい

ってきま
す。実

じっさい

際、サタンを心
こころ

に招
まね

き入
い

れている
のは、わたしたちなのです。

神
かみさま

様はネブカデネザルを愛
あい

しておられ
たので、ある晩

ばん

、神
かみさま

様への信
しんらい

頼について
思
おも

い起
お

こさせるために、ふたたび夢
ゆめ

をお
見
み

せになりました。目
め

を覚
さ

ました彼
かれ

は、そ
れがとても重

じゅうよう

要な警
けいこく

告の夢
ゆめ

であると確
かくしん

信し
ました。何

なに

か悪
わる

いことでも起
お

こるのでしょ
うか？こんどの夢

ゆめ

は覚
おぼ

えていましたから、
知
ち し ゃ

者たちはとうぜん、夢
ゆめ

の解
と

きあかしがで
きるはずです。ダニエル 4:4-7。

またしても、知
ち し ゃ

者たちが使
つか

えるはずの魔
まじゅつ

術が、ことごと
く役

やく

に立
た

ちませんでした。ネ
ブカデネザル王

おう

はどうしまし
たか？8,9 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：わたしたち
の偉

い だ い

大なる神
かみさま

様が、ただひと
りの真

しん

の神
かみさま

様であることを、

目
め

に見
み

えない監
かんししゃ

視者
かんししゃかんししゃ

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしたちはみな、神
かみ

のさばきの座
ざ

の前
まえ

に立
た

つのである。・・・だから、

わたしたちひとりびとりは、神
かみ

に対
たい

して自
じ ぶ ん

分の言
い

いひらきをすべきである。」

ローマ 14:10-12

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ネブカデネザルはもういちど知
し

る必
ひつよう

要が
ありました。今

こんにち

日の人
ひとびと

々は、神
かみさま

様に信
しんらい

頼
する代

か

わりに、お金
かね

や地
ち い

位や権
けんりょく

力などに
頼
たよ

っていませんか？子
こ

どもたちですら、す
べての祝

しゅくふく

福が神
かみさま

様からくることを忘
わす

れるこ
とはありませんか？

月
げ つ よ う び

曜日

ダニエルは、ネブカデネザル王
おう

のひ
じょうに変

か
わった夢

ゆめ
の話

ばなし
に聞

き
き

入
い

っていましたが、すぐにその意
い み

味を理
り か い

解
しました。彼

かれ

は、それを王
おうさま

様に言
い

わなく
てすめばよいのにと思

おも
いました。ダニエル

4:19。

夢
ゆめ

の中
なか

でネブカデネザルが見
み

たものは、
天
てん

にまで届
とど

くほど巨
きょだい

大な一
いっぽん

本の木
き

でした。
この木

き

とそのかげの下
した

には、多
おお

くの鳥
とり

や
動
どうぶつ

物たちがいました。するととつぜん、天
てん

から声
こえ

が聞
き

こえてきて、この木
き

を切
き

り倒
たお

せ
と言

い

いました。そして、あとには切
き

り株
かぶ

と
木
き

の根
ね

が残
のこ

されただけでした。

この切
き

り株
かぶ

に鉄
てつ

と青
せいどう

銅でできた鎖
くさり

がかけ
られ、７年

ねん

もの間
あいだ

、野
の は ら

原におかれ、つゆ
にさらされました。それからまた、声

こえ

が聞
き

こえてきました。その声
こえ

は、切
き

り株
かぶ

が動
どうぶつ

物
のようになって、野

の

の獣
けもの

たちといっしょに
草
くさ

を食
た

べるようになると言
い

ったのでした。

夢
ゆめ

にでてきたこの美
うつく

しい木
き

は、王
おうさま

様の
ことであると、ダニエルは言

い

いました。
20-22 節

せつ

。

しかし、その夢
ゆめ

には悲
かな

しい場
ば め ん

面があり
ました。ネブカデネザルが、自

じ ぶ ん

分の受
う

け
た祝

しゅくふく

福がだれによってもたらされたかを忘
わす

れてしまったために、神
かみさま

様は、それらの
祝
しゅくふく

福を７年
ねん

の間
あいだ

とり去
さ

ろうとしておられま
した。

王
おう

は人
ひと

の心
こころ

を失
うしな

い、動
どうぶつ

物のようになる
のです。なんと恐

おそ

ろしいことでしょうか！

ダニエルは王
おうさま

様に、まちがいを改
あらた

める
ように頼

たの

みました。もし彼
かれ

が高
たか

ぶることを
やめていたならば、神

かみさま

様はおそらく、この
罰
ばつ

を下
くだ

さなかったことでしょう。27 節
せつ

。

ネブカデネザル王
おう

は、愛
あい

の神
かみさま

様から送
おく

られたダニエルの警
けいこく

告に耳
みみ

をかたむけま
したか？そのことは、明

あ す

日お勉
べんきょう

強いたしま
しょう。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ニネベの町
まち

と同
おな

じように、ネブカデネザル王
おう

のことも気
き

に
かけていたと思

おも

いますか？あなたは両
りょうしん

親か
ら、もしいうことを聞

き

かずにしたがわなけ
れば、どうなっても知

し

らないと警
けいこく

告された
ことはありますか？両

りょうしん

親があなたに警
けいこく

告す
るのは、なぜでしょう？それは、あなたの
ことを大

だ い じ

事に思
おも

っているからではありませ
んか？
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火
か よ う び

曜日

神
か み

様
さま

はネブカデネザルに、ある
警
けいこく

告を送
おく

られました。王
おう

は、
警
けいこく

告に耳
みみ

をかたむけましたか？はい、
そうしました。ただし、ほんの短

みじか
い

間
あいだ

だけです。そしてまたも、以
い ぜ ん

前の
自
じぶん

分の考
かんが

えに逆
ぎゃく

もどりしてしまいまし
た。

またもネブカデネザル王
おう

は、この国
くに

がこ
れほどまでに強

つよ

いのは、自
じ ぶ ん

分にその力
ちから

が
あるからだと思

おも

いこんでしまいました。こ
んなにすべてがうまくいっているのに、そ
れを変

か

えてしまうようなことが起
お

こるなん
て、とうてい考

かんが

えられません。自
じ ぶ ん

分の王
おうこく

国
の後

あと

に、別
べつ

の王
おうこく

国が起
お

こるとは、考
かんが

えた
くもありませんでした。彼

かれ

はますますおご
り高

たか

ぶって、しまいには、神
かみさま

様からの夢
ゆめ

と
警
けいこく

告とを拒
き ょ ひ

否しました。そして、思
おも

いやり
のない、不

ふ こ う へ い

公平な王
おう

になってしまったの
でした。

あの夢
ゆめ

から１年
ねん

がたったある日
ひ

、ネブ
カデネザルは、これまでに自

じ ぶ ん

分がしてきた
ことを誇

ほこ

りに思
おも

いながら、美
うつく

しい宮
きゅうでん

殿を
歩
ある

いていました。ダニエル4:29,30。王
おう

は、
うぬぼれていましたか？30 節

せつ

の中
なか

に『私
わたし

が』『私
わたし

の』という言
こ と ば

葉が、何
なんかい

回でてくる
かを数

かぞ

えて下
くだ

さい。

するととつぜん天
てん

から声
こえ

が聞
き

こえ、夢
ゆめ

で
与
あた

えられた王
おう

への警
けいこく

告は、現
げんじつ

実のものと
なりました。それを見

み

たみんなが、大
おお

き
なショックをうけました。31-33 節

せつ

。

おそらくダニエルは、人
ひとびと

々に夢
ゆめ

のことを

伝
つた

え、ただ時
とき

がくるまで待
ま

つようにと話
はな

し
たことでしょう。７年

ねん

たてば、王
おうさま

様はもと
どおりの状

じょうたい

態になると、天
てん

の神
かみさま

様が約
やくそく

束
なさったからです。そして神

かみさま

様のおっしゃっ
たとおり、７年

ねん

の終
お

わりには、王
おうさま

様の心
こころ

が完
かんぜん

全にもとにもどったのでした。34-36

節
せつ

。

７年
ね ん ご

後、ネブカデネザルは変
か

わってい
ましたか？後

のち

に、自
じ ぶ ん

分の身
み

に起
お

こったこと
を書

か

き記
しる

したとき、彼
かれ

はまだうぬぼれてい
ましたか、それとも、神

かみさま

様から教
おし

えられ
たとても大

だ い じ

事な教
きょうくん

訓を学
まな

んでいましたか？
37 節

せつ

。

おそらくサタンは、ネブカデネザルを
自
じ ぶ ん

分の味
み か た

方につけたと思
おも

ったことでしょう。
しかし、高

こうまん

慢〔思
おも

い上
あ

がって人
ひと

を見
み く だ

下す
こと〕だった王

おう

が謙
けんそん

遜〔へりくだること〕
になり、心

こころ

を神
かみさま

様にささげることを選
えら

びま
した。それからというもの、国

こくみん

民を助
たす

ける
ために最

さいぜん

善をつくしたのでした。それだけ
ではなく、天

てん

の神
かみさま

様こそが、ただひとりの
真
しん

の神
かみ

であると、人
ひとびと

々に教
おし

えました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ネブカデネザル
を愛

あい

しておられましたか？それとも彼
かれ

に対
たい

して、冷
つめ

たく、不
ふ し ん せ つ

親切でしたか？罰
ばつ

は時
とき

と
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して、わたしたちに大
たいせつ

切な教
きょうくん

訓を学
まな

ばせる
ために必

ひつよう

要でしょうか？

水
す い よ う び

曜日

ネブカデネザルの死
し ご

後、バビロン
王
おうこく

国はどんどん弱
よわ

くなりました。
孫
まご

のベルシャザルは、祖
そ ふ

父の身
み

に起
お

こっ
た数

かずかず
々の出

で き ご と
来事を知

し
っていたにもかかわら

ず、大
だいじ

事な教
きょうくん

訓を学
まな

びませんでした。ベ
ルシャザルは、愛

あい
し、信

しんらい
頼し、したがう

べきおかたである、ただひとりの真
しん

の神
かみさま

様
を選

えら
ぶどころか、その神

かみさま
様を軽

かる
く見

み
て、

偶
ぐうぞう

像を拝
おが

んだのでした。

メド・ペルシャの軍
ぐんたい

隊は、ベルシャザル
の国

くに

を征
せいふく

服しようと、もうバビロンの都
みやこ

に
せまっています。ところが、敵

てき

の軍
ぐんたい

隊が都
みやこ

のすぐ近
ちか

くに陣
じ ん ち

地をかまえているというの
に、ベルシャザルは気

き

にもとめませんでし
た。敵

てき

が都
みやこ

の中
なか

に入
はい

ってこられるわけが
ない、と信

しん

じていたからです。

ベルシャザルはなぜ、心
しんぱい

配しなかった
のでしょう。それは、バビロンのまわりに
二
にじゅう

重のがんじょうな城
じょうへき

壁があったからで
す。それらは、敵

てき

の軍
ぐんたい

隊から都
みやこ

を守
まも

るた

めのものでした。城
じょうへき

壁の下
した

には川
かわ

があっ
て、都

みやこ

の中
なか

を流
なが

れていましたが、川
かわ

が流
なが

れこむところと流
なが

れ出
で

るところは、巨
きょだい

大な
鉄
てつ

の門
もん

でしっかりと守
まも

られていました。で
すから、だれも、この川

かわ

をつたって入
はい

って
くることはできません。王

おう

は、何
なに

も恐
おそ

れる
ものはありませんでした。その晩

ばん

、ベルシャ
ザルは何

なに

をしていましたか？ダニエル 5:1。

そのうち、宴
えんかい

会はみだれていきました。
ベルシャザルはすっかり酒

さけ

に酔
よ

って、われ
を忘

わす

れてしまいました。しまいには、エル
サレムの神

しんでん

殿からうばってきた、金
きん

の器
うつわ

を
もってくるように命

めい

じたのでした。王
おう

と客
きゃく

たちは、これらの器
うつわ

で酒
さけ

を飲
の

み、異
いきょう

教の
神
かみがみ

々をほめたたえたのでした。3,4 節
せつ

。

天
てん

の神
かみさま

様がすべてを見
み

ておられること
を、王

おう

は知
し

りませんでした。まもなく、こ
のめちゃくちゃな宴

えんかい

会は中
ちゅうだん

断させられるこ
とになります。この後

あとなに

何が起
お

こったかにつ
いては、明

あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：いつでも神
かみさま

様は、人
にんげん

間が
することをすべて見

み

ておられますか？では、
わたしたちのことも見

み

ておられますか？

木
も く よ う び

曜日

ベルシャザルの野
や ば ん

蛮な宴
えんかいちゅう

会中、と
つぜん、音

おんがく
楽や踊

おど
り、笑

わら
い声

ごえ
の

すべてがやみました。一
いっしゅん

瞬のうちに、その
場
ば

がしんと静
しず

まりかえったのです。明
あ

かり
の反

はんたいがわ
対側の壁

かべ
を見

み
て、人

ひとびと
々は恐

きょうふ
怖でふる

えています。なぜでしょう？何
なに

が起
お

きてい
るのでしょうか？

人
ひとびと

々が見
み

たのは、ひとつの手
て

が、指
ゆび

で
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ゆっくりと宮
きゅうでん

殿の壁
かべ

に文
も じ

字を書
か

いている
光
こうけい

景でした。いったい、これらの文
も じ

字は
何
なに

を意
い み

味していたのでしょうか？ダニエル

5:5,6。

「すぐに、知
ち し ゃ

者たちを・・・呼
よ

ぶのだ！」
王
おうさま

様はやっと、震
ふる

える声
こえ

でそう叫
さけ

びました。
7 節

せつ

。

知
ち し ゃ

者たちが、急
いそ

いでやってきました。
彼
かれ

らもこわかったはずです。知
ち し ゃ

者たちは、
なぞの文

も じ

字を解
と

きあかすことができました
か？8 節

せつ

。

それからもうひとり、別
べつ

の人
じんぶつ

物が入
はい

って
きました。「ダニエルを呼

よ

びにやってくだ
さい」と、その女

おんな

の人
ひと

は言
い

いました。た
だひとりダニエルだけが、この言

こ と ば

葉を読
よ

み、その意
い み

味を告
つ

げることができるのを、
彼
かのじょ

女は知
し

っていたのです。10-12 節
せつ

。

王
おうさま

様はすぐに、ダニエルをつれてこさ
せました。彼

かれ

は静
しず

かに、自
じ ぶ ん

分が呼
よ

ばれた
理
り ゆ う

由を聞
き

きました。王
おうさま

様は、あの指
ゆび

が壁
かべ

に書
か

いた文
も じ

字の意
い み

味を解
と

きあかしてくれ
たら、たくさんのほうびを与

あた

えると約
やくそく

束し
ました。16 節

せつ

。

ダニエルは、ほうび
などに興

きょうみ

味はありませ
ん。 文

も じ

字 の 意
い み

味を 教
おし

える前
まえ

に、彼
かれ

は王
おう

さま
に、天

てん

の神
かみさま

様について
話
はな

しました。ベルシャ
ザルの祖

そ ふ

父であるネブ
カデネザルと、バビロ
ン王

おうこく

国を強
きょうだい

大にしたの
は、天

てん

の神
かみさま

様であった
と語

かた

ったのです。祖
そ ふ

父

が最
さ い ご

後に、神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に仕
つか

える
決
けっしん

心をしたことを、ベルシャザルは知
し

って
いました。それなのに、祖

そ ふ

父の身
み

に起
お

こっ
た出

で き ご と

来事から教
きょうくん

訓を学
まな

ぼうとはしませんで
した。彼

かれ

は、異
いきょう

教の神
かみがみ

々と異
いきょう

教の知
ち し ゃ

者た
ちに頼

たよ

ることにしたのです。22,23 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：ベルシャザルには、真
しん

の神
かみさま

様を選
えら

ばなくてもよい理
り ゆ う

由がありまし
たか？あなたの住

す

む地
ち い き

域の人
ひと

たちには、
神
かみさま

様と十
じっかい

戒を知
し

らないでいてもよい理
り ゆ う

由が
ありますか？

金
き ん よ う び

曜日

いよいよダニエルが、なぞの文
も じ

字
を読

よ
み、その意

い み
味を告

つ
げようとし

ています。その場
ば

はしんと静
しず

まりかえり、
恐
きょうふ

怖におびえた人
ひとびと

々は、ダニエルの話
はなし

に
聞
き

き入
い

っています。

メネ：神
かみさま

様がバビロンの年
ねんげつ

月を数
かぞ

え、
それが今

い ま お

終わろうとしています。神
かみさま

様がこ
の言

こ と ば

葉を二
に ど

度もお書
か

きになったのは、か
ならず起

お

こることを王
おう

に知
し

らせるためです。

テ ケ ル： 神
か み さ ま

様 が、
現
げんざい

在の王
おう

の品
ひんせい

性をはか
り、神

かみさま

様と十
じっかい

戒にした
がう選

えら

びをした場
ば あ い

合の
王
おう

の品
ひんせい

性と比
くら

べました。
彼
かれ

の品
ひんせい

性には、神
かみさま

様の
ような品

ひんせい

性はまるであら
われておらず、それは
サタンの品

ひんせい

性のようでし
た。
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ウパルシン：バビロン人
じん

の王
おうこく

国は分
ぶんれつ

裂
させられ、メデヤ人

びと

とペルシャ人
びと

の手
て

にわ
たされます。メデヤとペルシャは、バビロ
ンの次

つぎ

に支
し は い

配する国
くに

として、神
かみさま

様が定
さだ

め
ておられました。それは、ネブカデネザ
ルの夢

ゆめ

に出
で

てきたあの像
ぞう

の、銀
ぎん

の部
ぶ ぶ ん

分に
象
しょうちょう

徴された国
くに

でした。ダニエル 5:26-28。

文
も じ

字 のお 告
つ

げ は、 その 晩
ばん

のうちに、
現
げんじつ

実に起
お

ころうとしていました。宮
きゅうでん

殿で
みんなが酒

さけ

を飲
の

んで浮
う

かれている間
あいだ

に、
城
じょうへき

壁の外
そと

にいたメデヤ人
びと

とペルシャ人
びと

た
ちは、都

みやこ

に侵
しんにゅう

入する道
みち

を見
み

つけたのです。
まもなく、敵

てき

の兵
へいたい

隊がいたるところに現
あらわ

れ
ます。バビロン兵

へい

たちは、おそらく酒
さけ

に
酔
よ

って、気
き

づいたときはもう手
て お く

遅れだった
のでしょう。30,31 節

せつ

。

ところで敵
てき

は、どうやって都
みやこ

に侵
しんにゅう

入した
のでしょう？彼

かれ

らはまず、大
おお

きな溝
みぞ

をいく
つもほり、そこに川

かわ

の水
みず

を流
なが

れこませまし
た。そうすることで、川

かわ

の水
す い い

位〔水
すいめん

面の
高
たか

さ〕が下
さ

がり、敵
てきへい

兵たちは川
かわぞこ

底を歩
ある

いて、
あいていた巨

きょだい

大な水
すいもん

門を通
とお

ることができ
たのでした。王

おう

たちが宴
えんかい

会を楽
たの

しんでい
る間

あいだ

に、敵
てき

はこの都
みやこ

へなだれこんできた
のです。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は今
いま

でも、品
ひんせい

性を「は
かって」おられます。わたしたちが十

じっかい

戒に
したがうことを選

えら

ぶなら、イエス様
さま

の完
かんぜん

全
な品

ひんせい

性がわたしたちをおおって、私
わたし

たち
を変

か

えてくれます。わたしたちは、ますま
すイエス様

さま

に似
に

るように成
せいちょう

長しつづけるの
です。ベルシャザルのように、「足

た

りない」
者
もの

にならなくてもよいのです。それって、
すごいことだと思

おも

いませんか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ダニエル書
しょ

4、５章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 42 章
しょう
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旅
り ょ

行
こう

って楽
たの

しいですよね。でも、
ジェームスとエレン・ホワイトが

若
わか

かったころの旅
りょこう

行は、今
こんにち

日のような楽
たの

しいものではありませんでした。彼
かれ

らは貧
まず

しくて、自
じぶん

分たちの馬
うま

と馬
ばしゃ

車をもつことが
できなかったので、
汽
き し ゃ

車 や 船
ふね

、 そりや
乗
のりあいばしゃ

合馬車などに乗
の

っ
て旅

たび
をしました。で

すから、やっとのこ
とで集

しゅうかい
会を開

ひら
く場

ば し ょ
所

へ到
とうちゃく

着したときには、
くたくたに疲

つか
れきって

いることがよくありま
した。

「かわいそうなホワイト夫
ふ じ ん

人！あんなに
疲
つか

れているのだから、立
た

って話
はなし

をするの
は大

たいへん

変だと思
おも

うわ。」ひとりの優
やさ

しい婦
ふ じ ん

人
が、隣

となり

にすわっている女
じょせい

性にささやきまし
た。「おふたりは、自

じ ぶ ん

分たちの馬
うま

や馬
ば し ゃ

車を
買
か

えないくらい貧
まず

しいのよ。だから、わた
したちで献

けんきん

金を集
あつ

めて援
えんじょ

助するのはどうか
しら？」

そして、この思
おも

いやりのある人
ひと

たちが、
ホワイト夫

ふ さ い

妻を助
たす

けてくれたのです。馬
うま

を売
う

る仕
し ご と

事をしている男
おとこ

たちは、ホワイト
夫
ふ さ い

妻が欲
ほ

しい馬
うま

を選
えら

べるように、何
なんとう

頭か
つれてくると言

い

いました。ジェームスとエ
レンがどんなに感

かんしゃ

謝したか、想
そうぞう

像できる

でしょう。

馬
うま

を見
み

る前
まえ

の晩
ばん

、イエス様
さま

はエレンに、
ひとつの幻

まぼろし

をお見
み

せになりました。幻
まぼろし

の中
なか

で、馬
うま

を見
み

ているジェームスとエレンのそ
ばに、ひとりの天

て ん し

使がいました。最
さいしょ

初の
馬
うま

は、よく飛
と

び
跳
は

ねて、神
しんけいしつ

経質
でした。 すると
天
て ん し

使 は、「この
馬
うま

ではありませ
ん」と言

い

いまし
た。

次
つぎ

は、 大
おお

きく
て灰

はいいろ

色の馬
うま

でし
た。不

ぶ き よ う

器用で、扱
あつか

いにくく見
み

えました。「こ
れもちがいます」と、天

て ん し

使は言
い

いました。

３番
ば ん め

目の男
おとこ

がつれてきた美
うつく

しい茶
ちゃいろ

色の
馬
うま

は、とてもおとなしくて、すてきでした。
ジェームスとエレンがながめていると、「こ
の馬

うま

を選
えら

びなさい」と天
て ん し

使が言
い

いました。

次
つぎ

の朝
あさ

、ジェームスとエレンが馬
うま

をつ
れて来

き

た男
おとこ

の人
ひと

たちに会
あ

うと、どの馬
うま

も、
まさにエレンが前

まえ

の晩
ばん

の幻
まぼろし

で見
み

たとおり
でした。決

き

めるときになって、エレンは
３番

ば ん め

目の馬
うま

を指
ゆび

さしました。『オールド・
チャーリー』という名

な

の馬
うま

です。彼
かのじょ

女は
こう言

い

いました。「この馬
うま

に決
き

めます。わ
たしは昨

さ く や

夜の幻
まぼろし

で、この３頭
とう

の馬
うま

を見
み

せ
られて、天

て ん し

使が、この馬
うま

を選
えら

びなさいと

お話
はな

しひろば 

オールド ・ チャーリー
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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言
い

ったのです。」

友
ゆうじん

人たちは、「ええ、けっこうですとも、
ホワイト姉

し ま い

妹。あなたに『オールド・チャー
リー』をさしあげましょう」と言

い

いました。
それからふたりの男

おとこ

の人
ひと

が、オールド・
チャーリーをりっぱな屋

や ね

根つきの馬
ば し ゃ

車につ
ないで、それをホワイト夫

ふ さ い

妻に贈
おく

ったので
した。

ジェームスとエレンは、どんなに喜
よろこ

び、
感
かんしゃ

謝したことでしょう！彼
かれ

らにとって、これ
からの旅

たび

は、ずっとずっと快
かいてき

適なものにな
ることでしょう。疲

つか

れたり、おなかがすい
たりした時

とき

には、いつでもどこでも好
す

きな
ところで休

やす

むことができるのですから。

ところで、オールド・チャーリーは、リ
ンゴが大

だ い す

好きでした。リンゴ園
えん

のそばを
通
とお

るたびに、ジェームスはリンゴが落
お

ちて
いるところで馬

ば し ゃ

車を止
や

めました。オールド・
チャーリーは、おいしそうなリンゴを選

えら

ん
で口

くち

にくわえ、それからうれしそうにムシャ
ムシャと食

た

べながら歩
ある

き出
だ

すのでした。

オールド・チャーリーは、時
とき

には、ジェー
ムスとエレンをかなり遠

とお

くの場
ば し ょ

所までつ
れていくことがありました。長

ながたび

旅となると、
何
なんしゅうかん

週間もかかることもありました。ふたり
は、オールド・チャーリーを下

くだ

さったイエ
ス様

さま

に、感
かんしゃ

謝の気
き も

持ちでいっぱいでした。
この馬

うま

は彼
かれ

らにとって、本
ほんとう

当にすばらしい
祝
しゅくふく

福となってくれたからです。また、ふた
りが馬

うま

と馬
ば し ゃ

車をとても必
ひつよう

要としていたこと
に気

き

づいてくれた、親
しんせつ

切な友
ゆうじん

人たちにも
感
かんしゃ

謝しました。

ジェームスとエレンが、オールド・チャー
リーを大

だ い じ

事にして、よく世
せ わ

話をしたので、

チャーリーは何
なんねん

年も何
なんねん

年も、忠
ちゅうじつ

実に彼
かれ

らの
ために働

はたら

きました。
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日
に ち よ う び

曜日

新
あ た ら

しい王
おうこく

国がバビロンの
国
くに

にかわり、すべては、
神
かみさま

様がずっと昔
むかし

、ネブカデネザ
ル王

おう
の夢

ゆめ
に出

で
てきた巨

きょだい
大な像

ぞう
で

お示
しめ

しになったとおりになりまし
た。金

きん
でできた頭

あたま
の部

ぶ ぶ ん
分は、バ

ビロン王
おうこく

国の象
しょうちょう

徴です。そして、先
せんしゅう

週の
教
きょうか

課では、だれもバビロン王
おうこく

国を打
う

ち負
ま

かすことはできない、とベルシャザルがか
たく信

しん
じていたことを学

まな
びました。しかし、

それはまちがいでした。隣
となり

の国
くに

である敵
てき

の軍
ぐんたい

隊は、巨
きょだい

大で強
きょうこ

固な都
みやこ

に入
はい

りこみ、
征
せいふく

服しました。バビロン王
おうこく

国の終
お

わりが
やってきたのです。

 ネブカデネザルの夢
ゆめ

では、「銀
ぎん

」は次
つぎ

に起
お

こる国
くに

をあらわしていました。メデア
とペルシアの国

くに

です。その国
くに

の王
おう

となっ
たのはだれでしたか？ダニエル 5:31。

新
あたら

しい王
おうこく

国を強
つよ

くするために、ダリヨス

はすぐに国
くに

の整
せ い り

理にとりかかりました。彼
かれ

はよくよく考
かんが

えて、120 人
にん

の指
し ど う し ゃ

導者を選
えら

びました。国
こくない

内の 120 の地
ち い き

域を、それ
ぞれの指

し ど う し ゃ

導者におさめさせたのです。ダ
ニエルはもう年

と し お

老いていまし
たが、それでもまだ、この国

くに

で一
いちばんかしこ

番賢い人
じんぶつ

物でした。ダリ
ヨスは、ダ ニ エ ルを３ 人

にん

の
行
ぎょうせいちょうかん

政 長 官のひとりに任
にんめい

命しま
した。ダリヨス王

おう

は、ダニエ
ルを選

えら

んだことに満
まんぞく

足しましたか？ダニエ

ル 6:1-3。

ところが、 偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をしている他
ほか

の
指
し ど う し ゃ

導者たちは、ダニエルをきらっていまし
た。彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちよりもダニエルを重
おも

んじた王
おう

のやりかたを、どう思
おも

っていまし
たか？4 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：サタンはまたも、神
かみさま

様に
忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

を除
のぞ

き去
さ

りたいと思
おも

っていまし
た。サタンがなぜ、神

かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、
十
じっかい

戒にしたがう人
ひと

たちを憎
にく

むのか、知
し

って
いますか？

ライオンの穴
あな

にて
あなあな

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

の使
つか

いは、主
しゅ

を恐
おそ

れる者
もの

のまわりに陣
じん

をしいて

彼
かれ

らを助
たす

けられる。」詩
し へ ん

編 34:7

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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月
げ つ よ う び

曜日

サタンは、偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝がどんなに愚
おろ

か
で、まちがっているかを、この 新

あたら

しい国
くに

の指
しどうしゃ

導者たちに知
し

ってほしいと思
おも

っ
ていましたか？またサタンは、神

かみさま
様がどん

なに彼
かれ

らを愛
あい

しておられるかを知
し

ってほし
いと願

ねが
っていましたか？そんなはずがあり

ません。サタンは、人
ひとびと

々が彼
かれ

にしたがうこ
とを願

ねが
っていたのです。ダニエルが神

かみさま
様を

愛
あい

し、神
かみさま

様にしたがっていたので、サタン
はダニエルを憎

にく
んでいました。ダニエルを

除
のぞ

き去
さ

りたかったのは、そういう理
りゆう

由から
でした。

ところが、ダニエルがあま
りにも優

ゆうしゅう

秀で賢
かしこ

かったので、
ダリヨス王

おう

は、彼
かれ

を国
くにぜんたい

全体の
指
し ど う し ゃ

導者の長
ちょう

に任
にんめい

命するつもり
でした。ダニエル 6:3。

王
おう

の こ の 決
けつだん

断 は、 他
ほか

の

指
し ど う し ゃ

導者たちのねたみを招
まね

きました。天
てん

の
神
かみさま

様を礼
れいはい

拝する人
ひと

が自
じ ぶ ん

分たちよりも偉
えら

く
なるなんて、がまんできません。彼

かれ

らは、
どうすることにしましたか？4 節

せつ

。

やきもちをやいた指
し ど う し ゃ

導者たちは、ダニ
エルの行

こうどう

動をすべて見
み

はっていました。
どんなささいなことでも、何

なに

か落
お

ち度
ど

〔あ
やまち〕はないか、きびしくチェックしま
した。それなのに、ひとつも欠

けってん

点を見
み

つ
けることができません。

そこでとうとう彼
かれ

らは、ダニエルを殺
ころ

すために残
のこ

された、たったひとつの方
ほうほう

法
を実

じっこう

行することにしました。神
かみさま

様に信
しんらい

頼
し、したがうことを、ダニエルが他

ほか

の何
なに

よ
りも大

だ い じ

事にしているのを彼
かれ

らは知
し

っていま
した。ダニエルは、どんなことがあっても、
神
かみさま

様を礼
れいはい

拝することを決
けっ

してやめないだろ
うということも、彼

かれ

らは知
し

っていました。5

節
せつ

。

サタンは以
い ぜ ん

前にも、似
に

たような計
けいかく

画をこ
ころみたことがありましたか？シャデラク、
メシャク、アベデネゴと燃

も

えさかる炉
ろ

の話
はなし

をおぼえていますか？あの時
とき

は、サタンと
神
かみさま

様のどちらが勝
しょうり

利しましたか？けっきょ
く最

さ い ご

後には、ネブカデネザル王
おう

がすべて
の人

ひと

に、真
しん

の神
かみさま

様を礼
れいはい

拝するように命
めい

じ
ましたね。

しかし、ねたみに目
め

がくら
んだ人

ひと

たちは、こんどこそ、
あるたくらみによってダニエル
を罠

わな

にかけることができると、
かたく信

しん

じていました。それ
がどんな計

けいかく

画だったのかは、
明
あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。
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考
かんが

えてみよう：今
いま

でもサタンは、神
かみさま

様
に信

しんらい

頼してしたがう人
ひと

たちを憎
にく

んでいます
か？

火
か よ う び

曜日

ダニエルにやきもちをやき、彼
かれ

を憎
にく

む指
しどうしゃ

導者たちは、注
ちゅういぶか

意深く計
けいかく

画
をねっていました。王

おうさま
様がダニエルのこと

を気
き

に入
い

っていましたから、しんちょうに
進
すす

めなくてはいけませんでした。

ついに、ひとつの計
けいかく

画ができあがりま
した。まず、ダリヨスをほめることから始

はじ

めることにしました。そして、王
おうさま

様が世
せ か い

界
で最

もっと

も偉
い だ い

大な人
じんぶつ

物であり、偶
ぐうぞう

像の神
かみがみ

々より
も偉

い だ い

大であるとほめちぎることにしました。
それから、「すべての者

もの

は、30 日
にちかん

間、王
おう

だけを拝
おが

むべし」との法
ほうりつ

律をつくらせる
のです。もしも他

ほか

の神
かみ

を拝
おが

む人
ひと

がいたら、
それは王

おう

に対
たい

する反
はんぎゃく

逆とみなされるでしょ
う。法

ほうりつ

律を破
やぶ

った人
ひと

は、おなかをすかせ
たライオンの穴

あな

に投
な

げ入
い

れられ、殺
ころ

され
るのです。

ねたみに目
め

がくらんだ人
ひと

たちは、念
ね ん い

入り
に自

じ ぶ ん

分たちの計
けいかく

画を書
か

き上
あ

げ、ダリヨスの
ところへもっていきました。ダニエル 6:6,7。

その計
けいかく

画を王
おうさま

様に話
はな

すと、
彼
かれ

がとても嬉
うれ

しそうにしている
のがわかりました。ここまで
は期

き た い

待どおりです。それから
彼
かれ

らは、王
おうさま

様に何
なに

を願
ねが

いまし
たか？8 節

せつ

。

法
ほうりつ

律について彼
かれ

らが言
い

った
ことは、本

ほんとう

当でした。ひとた

び、王
おう

が法
ほうりつ

律に署
しょめい

名〔サイン〕したならば、
だれもそれを変

か

えることはできません。た
とえ王

お う じ し ん

自身であっても、もう変
か

えることは
できないのです。おだてられて得

と く い

意になっ
たダリヨスは、ダニエルのことをすっかり
忘
わす

れていました。ダニエルが真
しん

の神
かみさま

様だ
けを礼

れいはい

拝していることを、ダリヨスはよく
知
し

っていました。それなのに、彼
かれ

はその
法
ほうりつ

律に署
しょめい

名〔サイン〕してしまったのです。
9 節

せつ

。

もしもダリヨスが、ダニエルのことを思
おも

い出
だ

していたら、絶
ぜったい

対に署
しょめい

名などしなかっ
たはずです。この法

ほうりつ

律を自
じ ぶ ん

分にすすめた
男
おとこ

たちが、ずる賢
がしこ

いやり方
かた

で、彼
かれ

が最
もっと

も
気
き

に入
い

っている人
じんぶつ

物を追
お

いやろうとたくら
んでいたことを、王

おう

は知
し

らなかったのです。

考
かんが

えてみよう：あなたはこれまでに、だ
れかに何

なに

かしてもらうためにその人
ひと

のこと
をほめたり、その人

ひと

を好
す

きだと言
い

ったりし
たことはありますか？それは正

しょうじき

直なことで
すか？

水
す い よ う び

曜日

幼
お さ な

いころから、ダニエルは毎
まいにち

日お
祈
いの

りをささげていました。朝
あさ

も昼
ひる

も、そして夜
よる

も。そして、つ
ねに神

かみさま
様に頼

たよ
って生

い
きてき

た彼
かれ

は、自
じぶん

分が賢
かしこ

くすぐれた
指
しどうしゃ

導者でいられるのは、神
かみさま

様
のおかげであることを知

し
って

いました。ダニエルが祈
いの

ると
きはいつも、エルサレムのほ
うを向

む
いている窓

まど
をあけ、そ
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こにひざまずきました。エルサレムは自
じぶん

分
の本

ほんとう
当のふるさとであり、神

かみさま
様の特

とくべつ
別な

都
みやこ

であることを、彼
かれ

は決
けっ

して忘
わす

れませんで
した。いつの日

ひ
か、ご自

じぶん
分の民

たみ
をそこに

帰
かえ

らせると、神
かみさま

様は約
やくそく

束しておられました。

王
おう

が署
しょめい

名〔サイン〕したその法
ほうりつ

律を読
よ

んですぐに、ダニエルは、もし法
ほうりつ

律にした
がわなければ、おなかをすかせたライオ
ンのいる穴

あな

に投
な

げこまれることがわかりま
した。どうすべきか、自

じ ぶ ん

分で選
えら

ばなくては
いけません。窓

まど

をあけずに、ひざまずか
ないで、心

こころ

の中
なか

だけで祈
いの

れば、罰
ばっ

せられ
ることはないでしょう。

すべてを計
けいかく

画した、ねたみと憎
にく

しみに
満
み

たされた人
ひと

たちは、待
ま

ちきれない気
き も

持
ちでした。ダニエルはどうするだろう？彼

かれ

らは、一
いちにちじゅうみ

日中見はっていました。そして
思
おも

ったとおり、ダニエルは、自
じ ぶ ん

分がいつも
してきたことをひとつも変

か

えませんでした。
ダニエル 6:10,11。

ねたみと憎
にく

しみに満
み

たされた男
おとこ

たちがど
んなに喜

よろこ

んだか、想
そうぞう

像できますか？計
けいかく

画
がうまくいったのです。もうじきダニエル
を死

し

に追
お

いやることができると思
おも

いまし
た。

王
おうさま

様が署
しょめい

名した法
ほうりつ

律をダニエルが破
やぶ

っ
たのを見

み

て、次
つぎ

の朝
あさ

、彼
かれ

らはダリヨスの
ところへ行

い

きました。とてもうやうやしい
態
た い ど

度で、王
おうさま

様に法
ほうりつ

律の話
はなし

を持
も

ち出
だ

しまし
た。30 日

にち

の間
あいだ

は、王
おうさま

様だけを拝
おが

まなくて
はならない、というあの法

ほうりつ

律です。また、
王
おうさま

様が署
しょめい

名した法
ほうりつ

律は、変
か

えることがで
きないことも念

ねん

をおしました。その後
あと

で、
彼
かれ

らはダニエルのことを報
ほうこく

告したのです。

12,13 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：レストランなどで、時
ときどき

々、
食
しょくじ

事の感
かんしゃ

謝の祈
いの

りを神
かみさま

様にささげることを
恥

は

ずかしがる人
ひと

がいます。ダニエルだった
ら、どうしたと思

おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

すぐにダリヨスは、自
じぶん

分がわなにか
けられたことに気

き
づきました。そ

して、あの法
ほうりつ

律に署
しょめい

名〔サイン〕してしまっ
た自

じぶんじしん
分自身に、とても腹

はら
が立

た
ちました。す

ぐさま、どうにかしてそれを変
か

えようとし
ました。今

いま
になって、あの連

れんちゅう
中の計

けいかく
画が、

王
おう

である自
じぶん

分をたたえるためではなかった
ことに気

き
づきました。彼

かれ
らは、あるひとつ

の目
もくてき

的のためにあの計
けいかく

画を立
た

てたのでし
た。ダニエルをねたみ、彼

かれ

を死
し

に追
お

いや
りたかったのです。ダニエル 6:14。

ダリヨス王
おう

は一
いちにちじゅう

日中、ダニエルを救
すく

い
出
だ

す方
ほうほう

法をさがしました。しかし、ダニエ
ルを殺

ころ

したいあの連
れんちゅう

中は、王
おう

がいったん
署
しょめい

名した法
ほうりつ

律を変
か

えることはできないと言
い

い張
は

りました。ダニエルは、おなかをす
かせたライオンの穴

あな

に入
い

れられてしまうの
でしょうか？15 節

せつ

。

とうとう、ダニエルをとらえて、つれてく
ることになりました。ここで王

おうさま

様は、ダニ
エルの神

かみさま

様に何
なに

かを期
き た い

待しているような
言
こ と ば

葉を語
かた

ります。まるで、天
てん

の神
かみさま

様の力
ちから

を知
し

っていて、神
かみさま

様への信
しんこう

仰をあらわし
ているような言

こ と ば

葉です。16 節
せつ

。

ダニエルもそれにこたえて、王
おうさま

様をな
ぐさめる言

こ と ば

葉を語
かた

ったかもしれませんが、
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王
おうさま

様の失
しつぼう

望と悲
かな

しみが軽
かる

くなることはあ
りませんでした。大

だ い す

好きなダニエルが、
自
じ ぶ ん

分のせいで死
し

ぬことになるのですから。
大
おお

きな石
いし

をころがして、ライオンの穴
あな

の
入
いりぐち

口をふさぎました。そしてそこに、だれ
も開

あ

けることがないように、大
おお

きな封
ふういん

印が
おかれました。17 節

せつ

。

その晩
ばん

、王
おうさま

様は眠
ねむ

れませんでした。ラ
イオンの穴

あな

にいる友
ゆうじん

人のダニエルのこと
ばかり考

かんが

えていました。ダニエルの神
かみさま

様
は、ライオンから彼

かれ

を守
まも

ることができるで
しょうか？神

かみさま

様はそれほど、強
つよ

いおかたな
のでしょうか？18 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ライオンは、おなかがす
いていて、どう猛

もう

です。しかし今
いま

でも、ダ
ニエルのように勇

ゆう

かんな人
ひと

はいないか、
歩
ある

き回
まわ

ってさがしている一
いっとう

頭のライオンが
いるのを知

し

っていましたか？そのライオン
とはだれのことですか？また、どのようにし
てわたしたちを「食

く

いつくそう」とするの
ですか？Ⅰペテロ 5:8。

金
き ん よ う び

曜日

あの晩
ばん

、暗
くら

くていやなにおいのする
ライオンの穴

あな
の中

なか
で何

なに
が起

お
きた

のか、知
し

りたいですか？はたしてライオン
たちは、ネコのように人

ひと
なつっこく近

ちかよ
寄っ

てきたのでしょうか？それとも、こわがっ
て、すみっこに隠

かく
れようとしたのでしょう

か？天
て ん し

使が、穴
あな

の中
なか

を明
あか

るく照
て

らしたの
でしょうか？ダニエルは、天

てんし
使と話

はなし
をした

のでしょうか？あるいは、すぐに眠
ねむ

ってし
まったのでしょうか？いつの日

ひ
か、その夜

よる

のことについてダ
ニエルにたずねる
ことのできる時

とき
が

やってきます。

ひとつ 確
たし

か な
のは、ダリヨスが
その晩

ばん

、眠
ねむ

れなかったということです。そ
してとうとう、もう待

ま

てなくなりました。ダ
ニエルがどうなったのか、たしかめずに
はいられませんでした。

次
つぎ

の朝
あさ

、夜
よ

が明
あ

ける前
まえ

に部
へ や

屋を出
で

て、
ダリヨスはライオンの穴

あな
へと急

いそ

ぎました。
友
とも

だちのダニエルはライオンに殺
ころ

されてし
まったのか、気

き

になって仕
し か た

方がありません
でした。でも、ライオンの穴

あな
で生

い

きていら
れるだろうか？王

おうさま

様は、大
おお

きな石
いし

をとりの
けるように命

めい

じました。そして、穴
あな

の中
なか

に
向
む

かって大
おおごえ

声で呼
よ

びかけたのでした。ダ

ニエル 6:19,20。

ダニエルの声
こえ

を聞
き

いたときの、王
おうさま

様の
気
き も

持ちを想
そうぞう

像できますか？きっと、とびあ
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がって喜
よろこ

んだことでしょう！21,22 節
せつ

。

ほかのみんながどんなに驚
おどろ

いたか、
想
そうぞう

像できますか？ダニエルには、かすり
傷
きず

ひとつありませんでした。夜
よる

の間
あいだ

ずっと、
安
あんぜん

全に守
まも

られていたのです。ライオンたち
が、ダニエルを害

がい

することはありませんで
した。23 節

せつ

。

反
はんたい

対に、ダニエルを殺
ころ

そうとした悪
あくにん

人
たちは、安

あんぜん

全ではいられませんでした。
王
おうさま

様が、彼
かれ

らをライオンの穴
あな

に投
な

げ入
い

れ
るよう命

めい

じたのです。その時
とき

にはもう、お
なかをすかせたライオンたちの口

くち

は閉
と

ざ
されませんでした。サタンにしたがうこと
を選

えら

んだ彼
かれ

らを救
すく

う天
て ん し

使は、そこにはい
ませんでした。

ダニエルの力
ちから

ある神
かみさま

様こそが本
ほんもの

物の神
かみ

であることを知
し

ったダリヨスは、国
くに

の人
ひとびと

々
が神

かみさま

様をあがめるように、ひとつの法
ほうりつ

律
を作

つく

りました。25-28 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：これを読
よ

んでいるみんな
と同

おな

じくらい若
わか

いころ、ダニエルは、永
えいえん

遠
に価

か ち

値のある選
えら

びをしました。あなたは、
今
いま

どんな選
えら

びをしていますか？たとえ何
なに

が
起

お

ころうとも、生
い

きているかぎり、神
かみさま

様を
愛
あい

し、信
しんらい

頼し、神
かみさま

様にしたがう決
けっしん

心をして
いますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ダニエル書
しょ

6 章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 44 章
しょう
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ジェームスとエレンには家
か ぞ く

族がいま
したか？もちろん、いましたとも。

結
けっこん

婚して一
いちねん

年と少
すこ

したったころ、ヘンリー
という赤

あか
ちゃんが

生
う

まれました。彼
かれ

らはホーランド家
け

の
人
ひと

たちと暮
く

らしてい
て、ヘンリーが生

う
ま

れたときは、みんな
でよろこびました。

エレンは心
こころ

の中
なか

で、「赤
あか

ちゃんが生
う

まれた今
いま

、まさかイエ
ス様

さま

は、わたしに長
なが

い旅
たび

をさせられること
はないでしょう」と言

い

いました。「わたした
ちはしばしば、馬

ば し ゃ

車やうすぎたない汽
き し ゃ

車
や揺

ゆ

れのはげしい船
ふね

に乗
の

り、どんな天
てんこう

候
の中

なか

でも旅
たび

をしてきたことを、イエス様
さま

は
ご存

ぞん

じのはずだわ。母
ははおや

親は家
いえ

にいて、子
こ

どもの世
せ わ

話をする必
ひつよう

要があることも、きっ
とわかってくださるわ。」

たしかに、母
ははおや

親は子
こ

どもの世
せ わ

話をすべ
きですよね。けれどもイエス様

さま

は、ある
特
とくべつ

別な働
はたら

きのためにエレンを選
えら

んでおら
れ、そのためには、ジェームスとエレン
がいっしょに働

はたら

きつづけなくてはいけませ
んでした。子

こ ど も

供のことは、イエス様
さま

にお
任
まか

せしなくてはいけないのです。

ヘンリーは、生
う

まれてまもなく、病
びょうき

気

になってしまいました。彼
かれ

らは、ヘンリー
がよくなるために、お祈

いの

りの他
ほか

にもできる
ことはすべて手

て

をつくしました。が、ヘン
リーは悪

わる

くなるばか
りで、もしイエス様

さま

がいやして下
くだ

さら
なければ、死

し

んで
しまうのは明

あき

らかで
した。

祈
いの

りつづけるうち
に、この赤

あか

ちゃん
のほうが、イエス様

さま

からたのまれた働
はたら

きよ
りも大

だ い じ

事になっていたことがわかってきま
した。彼

かれ

らはヘンリーをイエス様
さま

におささ
げして、赤

あか

ちゃんのことはイエス様
さま

にお任
まか

せしなくてはいけませんでした。そのよう
に決

けっしん

心するとすぐに、ヘンリーはよくなり
始
はじ

めました。

以
い ら い

来、ジェームスとエレンが旅
たび

をすると
きには、親

しんせつ

切なホーランド家
け

の人
ひと

たちが、
ヘンリーのお世

せ わ

話をしてくれました。ホー
ランド家

け

の人
ひと

たちは、２年
ね ん ご

後に生
う

まれた
次
じ な ん

男のエドソンの世
せ わ

話もしてくれました。

ジェームスとエレンは、ホーランド家
け

の
人
ひと

たちに、とても感
かんしゃ

謝していました。しか
しそれでも、ジェームスとエレンは、こ
の息

む す こ

子たちにどれほど会
あ

いたかったことで
しょう！エレンは、イエス様

さま

の働
はたら

きの中
なか

で、

お話
はな

しひろば 

ジェームスとエレンと息
む す こ

子たち
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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子
こ

どもたちをおいていくことが一
いちばん

番つら
かったと言

い

いました。次
つぎ

の旅
たび

へと出
で

かけな
くてはならない時

とき

に、彼
かのじょ

女は涙
なみだ

をおさえる
ことができませんでしたが、それでも、イ
エス様

さま

に信
しんらい

頼して、したがいたいと思
おも

うの
でした。

ヘンリーとエドソンは大
だい

の仲
な か よ

良しでし
た。エドソンが生

う

まれて５年
ね ん ご

後にウィリー
が生

う

まれてからは、３人
にん

の子
こ

どもたちがど
れだけ楽

たの

しい時
じ か ん

間を過
す

ごしたか、想
そうぞう

像で
きますね。ヘンリーはとてもきれいな声

こえ

の
持
も

ち主
しゅ

で、エドソンといっしょに歌
うた

うのが
大
だ い す

好きでした。

さらに５年
ね ん ご

後、もうひとりの男
おとこ

の子
こ

が生
う

まれました。この子
こ

は、ハーバートと名
な

づ
けられました。しかし、家

か ぞ く

族がハーバート
と楽

たの

しく過
す

ごせたのは、たったの数
すうしゅうかん

週間で
した。ある日

ひ

、ハーバートは重
おも

い病
びょうき

気に
かかってしまったのです。みんな、どれだ
け一

いっしょう

生けん命
めい

お祈
いの

りしたことでしょう！しか
し、赤

あか

ちゃんのハーバートがよくなること
はなく、死

し

んでしまいました。

ハーバートをなくしたのは、とてもつら
いことでした。その上

うえ

、こんどは歌
うた

の上
じょうず

手
なヘンリーが肺

はいえん

炎にかかって、死
し

んでしま
いました。まだ 16 歳

さい

でした。家
か ぞ く

族は、さ
ぞかしつらかったことでしょう！

ヘンリーはイエス様
さま

を心
こころ

から愛
あい

していた
ので、ご再

さいりん

臨のときには、家
か ぞ く

族がふたた
びいっしょになれると信

しん

じることができま
した。このようになぐさめを得

え

てはいまし
たが、それでも、ヘンリーがいないことを
とても寂

さび

しく感
かん

じていました。

エドソンとウィリーは、どちらも長
な が い

生きし

ました。おとなになったエドソンは、アメ
リカ南

な ん ぶ

部の州
しゅう

で、奴
ど れ い

隷として働
はたら

かされてい
た黒

こくじん

人のための教
きょうかい

会と学
がっこう

校を始
はじ

めました。
ウィリーも、生

しょうがい

涯イエス様
さま

のために働
はたら

き、
ジェームスが亡

な

くなった後
あと

はエレンといっ
しょに旅

たび

をして、彼
かのじょ

女をささえつづけまし
た。
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日
に ち よ う び

曜日

神
か み

様
さま

は、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

が『金
きん

』の国
くに

バビロンと『銀
ぎん

』の国
くに

メド・ペル
シャに、どれくらいの期

き か ん
間とらわれている

のか、あらかじめ告
つ

げておられました。そ
の期

きかん
間が終

お
わって、神

かみさま
様が約

やくそく
束なさったと

おり、神
かみ

の民
たみ

はエルサレムのある故
ふるさと

郷へ
帰
かえ

れるようになりました。そ
して、多

おお
くの人

ひと
たちが故

ふるさと
郷

にもどりました。ところが、
それよりも多

おお
くの人

ひと
たちは、

これまで過
す

ごしてきた場
ば し ょ

所
にとどまることを選

えら
んだので

す。このことは神
かみさま

様を悲
かな

し
ませました。なぜなら、ご
自
じぶん

分の民
たみ

がユダの地
ち

に住
す

む
ことを望

のぞ
んでおられたからで

す。

ほと んど の 神
かみ

の 民
たみ

は、
『金

きん

』の国
くに

バビロンの次
つぎ

に

勢
せいりょく

力をふるった、『銀
ぎん

』の国
くに

メド・ペルシャ
にまだ残

のこ

っていました。そして彼
かれ

らの多
おお

く
は、ペルシャの首

し ゅ と

都スサに住
す

んでいまし
た。

ペ ル シャの 王
おうさま

様 は、 美
うつく

しい 宮
きゅうでん

殿 で
大
だいえんかい

宴会をひらきました。指
し ど う し ゃ

導者たちが
国
くにじゅう

中から集
あつ

まってきて、大
だいえんかい

宴会は 180 日
にち

もつづけられました。エステル 1:2-4。

宴
えんかい

会が 6 か月
げつ

もつづくなんて、想
そうぞう

像で
きますか？しかも、その宴

えんかい

会
が終

お

わると、こんどはスサ
の人

ひとびと

々を招
まね

いて別
べつ

の宴
えんかい

会
をしました。この宴

えんかい

会は 7
日
か か ん

間だけでしたが。5 節
せつ

。

宮
きゅうでん

殿の美
うつく

しさは、想
そうぞう

像を
こえるものだったはずです。
おそらくいろんな種

しゅるい

類の食
た

べ物
もの

や、たくさんのお酒
さけ

が
出
だ

されたことでしょう。6,7

節
せつ

。

宮
きゅうでん

殿の別
べつ

の場
ば し ょ

所で、王
お う ひ

妃
のワシテも特

とくべつ

別 な 宴
えんかい

会を

みなしごから王
お う ひ

妃になった少
しょうじょ

女
お う ひお う ひ

第
だい

10 章
しょう

しょうじょしょうじょしょうじょしょうじょ
子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたがたは・・・外
がいめん

面の飾
かざ

りではなく、かくれた内
うち

なる人
ひと

、柔
にゅうわ

和で、しとやかな霊
れい

という朽
く

ちることのない

飾
かざ

りを、身
み

につけるべきである。」Ⅰペテロ 3:3,4

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ひらいていました。女
じょせい

性のための宴
えんかい

会で
す。宴

えんかい

会もいよいよ最
さ い ご

後の日
ひ

となり、酔
よ

っ
ぱらっていい気

き

になった王
おうさま

様は、あると
りかえしのつかないことをしてしまいまし
た。それは何

なに

でしたか？それについては、
明
あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：酒
さけ

に酔
よ

った人
ひと

たちは、も
し酔

よ

っていなければ決
けっ

してしないようなこ
とをしてしまうことがありますか？

月
げ つ よ う び

曜日

それは、大
だいえんかい

宴会の最
さ い ご

後の夜
よる

に起
お

こ
りました。王

お う ひ
妃ワシテが、自

みずか
らひ

らいた女
じょせい

性のための宴
えんかい

会をしめくくろうと
していたところへ、使

し し ゃ
者が何

なんにん
人かやってき

ました。王
おうさま

様からのことづけ〔伝
でんごん

言〕を伝
つた

えるためです。それを聞
き

いたとたん、楽
たの

し
そうだったワシテの表

ひょうじょう
情がけわしくなりま

した。彼
かのじょ

女はちょっと考
かんが

えてから、首
くび

を横
よこ

にふり、「いいえ、たとえ
王
おうさま

様のいいつけでも、お
断
ことわ

りします」ときっぱり答
こた

えたのでした。

使
し し ゃ

者たちは、驚
おどろ

きあき
れてしまいました。王

おうさま

様に
逆
さか

らうとは、どういうつも
りなのだろう？王

おうさま

様にした
がわない人

ひと

など、いるは
ずがないのに。王

おうさま

様を怒
いか

らせたら大
たいへん

変なことになる
ぞ。

王
おうさま

様が王
お う ひ

妃にしてほし

かったことは、何
なに

でしたか？王
お う ひ

妃はなぜ、
「お断

ことわ

りします」と答
こた

えたのですか？エス

テル 1:11。

ワシテは、王
おうさま

様とその客
きゃく

たちが酔
よ

っぱ
らっているのを知

し

っていました。みんな、
まともに考

かんが

えることもできないだろうと思
おも

いました。彼
かのじょ

女は美
うつく

しくて、つつしみ深
ぶか

い
王
お う ひ

妃でした。ですから、酔
よ

っぱらいたち
の見

み

せ物
もの

にされるのはいやだと思
おも

ったの
でしょう。王

おうさま

様が怒
おこ

ることはわかっていま
したが、それでもワシテは、正

ただ

しいことを
選
えら

んだのでした。12 節
せつ

。

王
おうさま

様は、はげしく怒
おこ

りました。自
じ ぶ ん

分もま
だ酔

よ

っているとはいえ、王
お う ひ

妃に恥
はじ

をかか
されたのですから。こうなったら、彼

かのじょ

女
をこらしめてやるしかありません。そこで
高
こうかん

官たちに、意
い け ん

見をたずねました。

この偉
えら

い高
こうかん

官たちは、この出
で き ご と

来事が
自
じ ぶ ん

分たちの妻
つま

の耳
みみ

に入
はい

るときのことばかり
考
かんが

えていました。妻
つま

がこのことを知
し

ったら、
ワシテのまねをして、自

じ ぶ ん

分に逆
さか

らうように
なるかもしれない。そこ
で彼

かれ

らは、王
おうさま

様にどんな
助
じょげん

言をしましたか？19

節
せつ

。

それを聞
き

いて、 王
おうさま

様
はどう思

おも

いましたか？21

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなた
は、ワシテが正

ただ

しい選
えら

び
をしたと思

おも

いますか？な
ぜそう思

おも

いますか？
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火
か よ う び

曜日

みなさんは、自
じ ぶ ん

分が言
い

ったことや、
やったことについて反

はんせい
省したこと

がありますか？酔
よ

いがさめて、まともに 考
かんが

えられるようになった王
おうさま

様も、反
はんせい

省してい
ました。エステル 2:1。

もしかすると、自
じ ぶ ん

分はとてもおろかなこ
とをしてしまったのかもしれない。ワシテ
は美

うつく

しくて優
やさ

しい妻
つま

でした。王
おうさま

様は今
いま

に
なって、彼

かのじょ

女のことを恋
こい

しく思
おも

っていまし
た。けれども、呼

よ

びもどすにはもう遅
おそ

すぎ
ました。なぜなら、メド・ペルシャの国

くに

の
法
ほうりつ

律を変
か

えることはできないからです。で
は、いったいどうすればよいのでしょう？

ひとりの召
めしつか

使いに、よい考
かんが

えがうかびま
した。国

くにじゅう

中からとびきり美
うつく

しいむすめたち
を集

あつ

めて、その中
なか

から一
いちばん

番いいと思
おも

う者
もの

を王
おうさま

様が選
えら

んで、ワシテの代
か

わりに王
お う ひ

妃
とすればよいというのです。その考

かんが

えを聞
き

いた王
おうさま

様は、どう思
おも

いましたか？4 節
せつ

。

すぐに、たくさんの美
うつく

しいむすめたちが
集
あつ

められました。彼
かのじょ

女たちの中
なか

から、新
あたら

し
い王

お う ひ

妃が選
えら

ばれるのです。その中
なか

にひと
り、とても愛

あい

らしいユダヤ人
じん

のむすめがい
ました。本

ほんとう

当の名
な ま え

前はハダッサといいまし
たが、ペルシャではエステルと名

な

のってい
ました。エステルは、「星

ほし

」という意
い み

味です。

エステルの両
りょうしん

親は死
し

んでしまい、彼
かのじょ

女
はみなしごでした。しかし、年

とし

のはなれ
た優

やさ

しいいとこがエステルを引
ひ

きとり、実
じつ

の娘
むすめ

のように育
そだ

ててくれました。いとこの
名
な

は、モルデカイといいます。故
ふるさと

郷のユ

ダに帰
かえ

って行
い

くユダヤ人
じん

もいましたが、モ
ルデカイはペルシャに残

のこ

りました。エステ
ルは、モルデカイを本

ほんとう

当の父
ちちおや

親のように
愛
あい

して、彼
かれ

の言
い

うことをよく聞
き

きました。7

節
せつ

。

新
あたら

しい王
お う ひ

妃の候
こ う ほ

補のひとりに選
えら

ばれた
とき、エステルは、きっとわくわくしたこ
とでしょう。彼

かのじょ

女は、自
じ ぶ ん

分がユダヤ人
じん

であ
ることを、だれかに言

い

いましたか？10 節
せつ

。

エステルの運
うんめい

命は、これから目
め

まぐるし
く変

か

わっていきます。新
あたら

しい王
お う ひ

妃に選
えら

ば
れるかもしれないむすめたちのひとりとし
て、宮

きゅうでん

殿で暮
く

らすことになりました。

考
かんが

えてみよう：あなたがエステルだった
ら、どんな気

き も

持ちだったと思
おも

いますか？

水
す い よ う び

曜日

みんな、エステルのことが好
す

きでし
た。外

がいけん
見がきれいなだけでなく、

彼
かのじょ

女には特
とくべつ

別な何
なに

かがありました。彼
かのじょ

女
は、美

うつく
しい顔

かお
かたちと同

おな
じように、美

うつく
し

い心
こころ

の持
も

ち主
ぬし

でもあったのです。思
おも

いや
りがあり、わがままをせず、とても親

しんせつ
切で

した。

ヘガイは、 集
あつ

められたむすめたちを
教
きょういく

育する係
かかり

の役
やくにん

人でした。エステルがほ
かのむすめたちとちがうことは、ヘガイに
もすぐにわかりました。エステル 2:9。

身
み

の回
まわ

りの世
せ わ

話をする侍
じ じ ょ

女〔そばに仕
つか

える女
じょせい

性〕が、７人
にん

もいます！国
くにじゅう

中から集
あつ

められたむすめたち全
ぜんいん

員に、宮
きゅうでん

殿の中
なか

で
も一

いちばん

番すてきなお部
へ や

屋が与
あた

えられ、ぜい
たくな暮

く

らしがゆるされました。みんなか
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らちやほやされると、だれでもいい気
き

に
なって、いばりたくなりますよね。では、
エステルはどうでしたか？

王
おうさま

様に会
あ

う前
まえ

に、むすめたちが学
まな

んで
おくべき、礼

れ い ぎ さ ほ う

儀作法やいろいろな習
なら

い事
ごと

がありました。そして全
ぜ ん ぶ

部を学
まな

ぶのには、
まる一

いちねん

年もかかりました。その間
あいだ

ずっと、
エステルのいとこは、彼

かのじょ

女が宮
きゅうでん

殿で幸
しあわ

せ
に暮

く

らしているか、つらい思
おも

いはしていな
いか気

き

になっていました。そこで、モル
デカイはどうしましたか？11 節

せつ

。

いよいよ自
じ ぶ ん

分の番
ばん

がやってきて、王
おうさま

様
の前

まえ

に出
で

ていくむすめたちの様
よ う す

子を、
想
そうぞう

像することができますか？みんな、自
じ ぶ ん

分
が新

あたら

しい王
お う ひ

妃に選
えら

ばれることを、心
こころ

から
願
ねが

っていたはずです。もし選
えら

ばれたら、
王
お う ひ

妃の宮
きゅうでん

殿に住
す

めるのです。選
えら

ばれなけ
れば、近

ちか

くの別
べつ

の家
いえ

に引
ひ

っ越
こ

すことになり

ます。

エステルの番
ばん

も、もうじきやってきます。

考
かんが

えてみよう：エステルとモルデカイは、
ふたりとも祈

いの

っていたと思
おも

いますか？あな
たなら、エステルを好

す

きになったと思
おも

いま
すか？それはなぜですか？

木
も く よ う び

曜日

美
う つ く

しいむすめたちの全
ぜんいん

員が、王
おうひ

妃と
して選

えら
ばれることを望

のぞ
んでいたと

思
おも

いますか？王
おうさま

様に会
あ

うときは、一
いちばん

番きれ
いなドレスを着

き
て行

い
きます。特

とくべつ
別な香

こうすい
水を

つけて、自
じぶん

分に似
に あ

合う髪
かみがた

型にととのえます。
むすめたちは、ふるまい〔態

た い ど
度〕や話

はなし
しか

た、また外
がいけん

見も完
かん

ぺきでなければなりませ
んでした。

いよいよエステルの番
ばん

がやってきま
した。 彼

かのじょ

女 は、 先
せんせい

生であるヘガイに、
一
い ち ば ん に あ

番似合うものを選
えら

んでもらうことにしま
した。彼

かのじょ

女は王
おうさま

様のことを何
なに

も知
し

りません
が、ヘガイはよく知

し

っています。エステル

2:15。

エステルが自
じ ぶ ん

分の前
まえ

につれてこられる
と、王

おうさま

様はすぐ、その美
うつく

しさに目
め

をうばわ
れました。ほかのむすめたちも美

うつく

しかった
のですが、エステルは、ただ美

うつく

しいだけ
ではありませんでした。じきに彼

かれ

は、エス
テルの特

とくべつ

別な何
なに

かについて、つまりほか
のむすめたちとは何

なに

がちがうのかを知
し

るこ
とになります。16,17 節

せつ

。

ついに、新
あたら

しい王
お う ひ

妃が選
えら

ばれました。
エステルをこよなく愛

あい

した王
おうさま

様は、ワシ
テのいないさびしさから解

かいほう

放されたので
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した。またも宴
えんかい

会がひらかれました。8

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：わたしたちの外
がいけん

見は、
心
こころ

の中
なか

と同
おな

じくらい大
たいせつ

切ですか？エステ
ルの場

ば あ い

合は、どうでしたか？彼
かのじょ

女は自
じ ぶ ん

分
の思

おも

いどおりにならないと、ふくれっつら
をしたり、文

も ん く

句を言
い

ったりしたでしょうか？
自
じ ぶ ん

分のきれいな服
ふく

や、顔
かお

かたちが美
うつく

しい
ことを誇

ほこ

りに思
おも

っていましたか？彼
かのじょ

女は、
どんな人

じんぶつ

物でしたか？

金
き ん よ う び

曜日

モルデカイは、不
ふあん

安な気
き も

持ちでエス
テルを見

みまも
守り、一

いちねん
年がすぎるのを

待
ま

ちました。エステルが王
おうひ

妃に選
えら

ばれたと
の知

し
らせを聞

き
いたときには、おどりあがっ

て喜
よろこ

んだことでしょう。これからは、彼
かのじょ

女
は宮

きゅうでん
殿の敷

しきちない
地内にある王

お う ひ
妃の家

いえ
に住

す
むこ

とになりますが、それでもモルデカイは、
彼
かのじょ

女の近
ちか

くにいることができました。なぜ
なら、宮

きゅうでん
殿の門

もん
のところで王

おうさま
様に仕

つか
えて

働
はたら

いていたからです。

エステルとモルデカイが、どのように
連
れんらく

絡をとりあっていたのかはわかりませ
ん。おそらくエステルの侍

じ じ ょ

女〔そばに仕
つか

える女
じょせい

性〕たちが、ふたりのやりとりを
手
て つ だ

伝ってくれたのでしょう。しかし、だれ
と親

した

しくなっても、エステルは自
じ ぶ ん

分がユダ
ヤ人

じん

であることを話
はな

しませんでした。

ある日
ひ

モルデカイは、王
おうさま

様の部
へ や

屋の
入
いりぐち

口を守
まも

るふたりの人
ひと

が、王
おうさま

様に対
たい

して
ひどく怒

おこ

っているのを知
し

りました。そして、
あまりにも腹

はら

を立
た

てたこのふたりは、ひそ

かに王
おうさま

様を殺
ころ

す計
けいかく

画を立
た

てたのでした。
エステル 2:21。

モルデカイは、このたくらみを止
と

めるた
めに、すぐに何

なに

か手
て

をうたなければと考
かんが

えました。彼
かれ

は急
いそ

いで、エステルのもと
に手

て が み

紙を届
とど

けさせました。手
て が み

紙を読
よ

んだ
エステルは、すぐにそのことを王

おうさま

様に知
し

ら
せました。そして、このたくらみに気

き

づい
て自

じ ぶ ん

分に知
し

らせてくれたのは、モルデカイ
であることを王

おうさま

様に告
つ

げたのでした。22

節
せつ

。

知
し

らせをうけた王
おうさま

様は、この情
じょうほう

報が
真
しんじつ

実かどうかを調
しら

べさせました。それから
どうなりましたか？22,23 節

せつ

。

自
じ ぶ ん

分の身
み

が危
き け ん

険であることをエステル
が知

し

らせてくれて、王
おうさま

様はどれほど喜
よろこ

ん
だことでしょう。エステルに対

たい

する王
おうさま

様の
信
しんらい

頼は、これでいっそう強
つよ

くなったことで
しょう。

ところがサタンは、神
かみ

の民
たみ

のひとりが
王
お う ひ

妃となり、また別
べつ

のひとりが王
おう

の家
け ら い

来に
なっていることが気

き

に入
い

りませんでした。
サタンはいつでも、神

かみ

の民
たみ

を滅
ほろ

ぼしたい



78

と考
かんが

えているわけですから。そしてもうじ
き、スサにいるある人

じんぶつ

物が、同
おな

じように神
かみ

の民
たみ

を滅
ほろ

ぼしたいと考
かんが

えるようになるのを
知
し

っていました。それは、ハマンという名
な

の人
じんぶつ

物です。

考
かんが

えてみよう：ユダの地
ち

に帰
かえ

ってよいと
のゆるしが出

で

たときに、神
かみ

の民
たみ

は全
ぜんいん

員、
故
ふるさと

郷にもどるべきでしたか？その時
とき

、帰
かえ

る
ことを選

えら

ばなかった人
ひと

たちも、神
かみさま

様は助
たす

け
て下

くだ

さるのでしょうか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★エステル記
き

1、２章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 49 章
しょう
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食
し ょ く

事
じ

の時
じ か ん

間になりました。エレンは
食
しょくたく

卓 につき、目
め

の前
まえ

にならんだ
食
た

べ物
もの

を見
み

ても、おなかはすきません。
彼
かのじょ

女はこれまで、肉
にく

や揚
あ

げ物
もの

、白
しろ

パンや
甘
あま

いデザート、また
ほかにも健

けんこうてき
康的では

ない物
もの

をほしいだけ
食
た

べていました。け
れ ども、 これ か ら
はもう、このような
食
た

べ 物
もの

がこの 家
いえ

の
食
しょくたく

卓に出
だ

されること
はありません。どうしてでしょう？

エレンは、ほとんどの人
ひと

が体
からだ

によいと
考
かんが

えている物
もの

を食
た

べてきました。ところ
が、こういった食

た

べ物
もの

は、病
びょうき

気をまねくほ
ど健

けんこう

康に悪
わる

いものでした。実
じっさい

際、イエス
様
さま

のために働
はたら

いている人
ひと

たちでも、重
おも

い
病
びょうき

気にかかることがよくありました。ジェー
ムスとエレンもそうでした。時

とき

には、死
し

に
かけたこともあります。彼

かれ

らは、健
けんこう

康につ
いて聖

せいしょ

書が教
おし

えていることを知
し

りませんで
した。

どんな種
しゅるい

類の食
た

べ物
もの

が体
からだ

によくないか、
また、どんな種

しゅるい

類の食
た

べ物
もの

が人
ひと

を丈
じょうぶ

夫に
し、健

けんこう

康に保
たも

つかの幻
まぼろし

を見
み

せられたとき、
エレンはさぞ驚

おどろ

いたことでしょう。

「肉
にく

を食
た

べないで、 一
いったい

体どうやって、

体
たいりょく

力をつけられるというのかしら？」エ
レンはふしぎに思

おも

いました。それでも、
彼
かのじょ

女とジェームスはイエス様
さま

にしたがうと
決
けっしん

心し、ただちに自
じ ぶ ん

分たちの食
しょくせいかつ

生活を変
か

えたのでした。

その日
ひ

、食
しょくたく

卓につ
いたエレンは、かし
こい決

けっしん

心をしました。
「ねぇ、おなかさん」
と、自

じ ぶ ん

分のおなかに
言
い

い聞
き

かせます。「も
しこの食

しょくじ

事が気
き

に入
い

らないなら、好
す

きになるまで待
ま

ってていい
のよ。」それから、いすをしずかに後

うし

ろに
ひいて、その場

ば

を離
はな

れました。もちろん、
エレンのおなかが考

かんが

えをめぐらすことはで
きないのですが、ただ、これまで彼

かのじょ

女が
食
た

べてきた物
もの

にならされてしまっているわ
けです。結

けっきょく

局、水
みず

だけがおなかに入
い

れら
れました。

ふたたび食
しょくじ

事の時
じ か ん

間がやってきました。
エレンは食

しょくたく

卓につきました。すると、目
め

の
前
まえ

にある健
けんこうてき

康的な食
しょくじ

事を見
み

て、おなかは
またも「おえっ！」と言

い

います。エレンは
もういちど、さっきと同

おな

じことをおなかに
言
い

って、しずかに食
しょくたく

卓を離
はな

れました。そし
てこんども、次

つぎ

の食
しょくじ

事までの間
あいだ

、おなか
は水

み ず い が い

以外の何
なに

も与
あた

えられませんでした。も
うそのころまでには、エレンのおなかはだ

お話
はな

しひろば おお
エレンがおなかに話

はな

しかけたのは…
エイミー・シェラード編

Little Folk Visuals
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んだんとすいてきました。ところが、うそ
だと思

おも

うかもしれませんが、3 回
か い め

目の食
しょくじ

事
のときも、彼

かのじょ

女はまたしても、さっきとま
るで同

おな

じことをしなくてはなりませんでし
た。おなかではなく、エレンの心

こころ

がまだ
定
さだ

まっていませんでした。わたしたちのお
なかは、痛

いた

くなったり、病
びょうき

気になったりし
ますが、おなか自

じ し ん

身は、何
なに

が体
からだ

によくて、
何
なに

がよくないかを知
し

らないのです。

もう今
いま

では、エレンのおなかはペコペコ
です。こんどは「おえっ！」という気

き も

持ち
にはなりませんでした。ならんだ食

しょくじ

事はと
てもおいしそうに見

み

えます。そして、本
ほんとう

当
においしかったのです。イエス様

さま

の助
たす

け
によって、エレンはこの戦

たたか

いに勝
しょうり

利しまし
た。この時

とき

から彼
かのじょ

女は、イエス様
さま

がわた
したちを健

けんこう

康に保
たも

つために創
そうぞう

造なさった、
おいしい果

くだもの

物や全
ぜんりゅう

粒の穀
こくもつ

物、野
や さ い

菜、ナッ
ツを喜

よろこ

んで食
た

べるようになりました。

彼
かのじょ

女はすぐに、イエス様
さま

が与
あた

えてくだ
さった健

けんこう

康についての教
おし

えを、他
ほか

の人
ひとびと

々
に伝

つた

えました。イエス様
さま

が示
しめ

してくださっ
たような食

た

べかたを選
えら

んだ人
ひと

たちは、じ
きに体

からだ

の調
ちょうし

子がよくなりました。彼
かのじょ

女がイ
エス様

さま

から受
う

けた健
けんこう

康についての教
おし

えは、
何
なんさつ

冊かの本
ほん

に書
か

かれていて、今
こんにち

日のわた
したちも読

よ

むことができます。

健
けんこう

康になるために必
ひつよう

要なのは、体
からだ

によ
い食

た

べ物
もの

や運
うんどう

動、〔体
からだ

の内
ないがい

外に用
もち

いる〕
たくさんの水

みず

、日
にっこう

光や新
しんせん

鮮な空
く う き

気、そし
て睡

すいみん

眠です。タバコや酒
さけ

や薬
やくぶつ

物、また他
ほか

にも、体
からだ

と心
こころ

を害
がい

するような物
もの

は何
なに

であっ
ても、絶

ぜったい

対にとってはいけません。そして、
イエス様

さま

がわたしたちをこよなく愛
あい

して、

わたしたちに一
いちばん

番よいものが何
なに

かを教
おし

え
て下

くだ

さったことを思
おも

い出
だ

すと、いつでも幸
しあわ

せでいられるのです。



81

日
に ち よ う び

曜日

ハマンは、王
おう

に仕
つか

える大
だいじん

臣たちの
中
なか

でも、高
たか

い地
ち い

位にありました。
彼
かれ

をアガグの血
ち

すじ〔血
ち

のつながり〕であ
ると考

かんが
える人

ひと
たちもいます。アガグはサム

エルやサウル王
おう

の時
じ だ い

代の人
ひと

で、邪
じゃあく

悪で
残
ざんこく

酷なアマレク人
びと

の王
おう

でした。神
かみさま

様とそ
の民

たみ
を憎

にく
み、時

とき
には戦

たたか
いをしかけたこと

もありました。

アハシュエロス王
おう

は、ハマンを国
くに

の
一
いちばんえら

番偉い大
だいじん

臣に選
えら

びました。エステル3:1。

ハマンが宮
きゅうでん

殿を出
で い

入りするとき、門
もん

の
ところにいる王

おう

の家
け ら い

来たちは、彼
かれ

を拝
おが

む
ように深

ふか

くおじぎをすることになってい
ました。そして、モルデカイをのぞい
ては、全

ぜんいん

員が彼
かれ

におじぎをしたのでし
た。2 節

せつ

。

ほかの家
け ら い

来たちは、モルデカイが
ユダヤ人

じん

だということも、天
てん

の神
かみさま

様だ
けを礼

れいはい

拝しているのも知
し

っていたので
すが、なぜ彼

かれ

がハマンに頭
あたま

を下
さ

げな

いのか、理
り か い

解できませんでした。そうする
のが、王

おうさま

様の命
めいれい

令でしたから。3 節
せつ

。

そこでほかの人
ひと

たちは、モルデカイを
ためすことにしました。4 節

せつ

。

ハマンは門
もん

を出
で い

入りするたびに、モル
デカイのほうを注

ちゅうい

意して見
み

るようになりま
した。たしかに、モルデカイはおじぎをし
ていません。しかも、一

い ち ど

度や二
に ど

度ではなく、
毎
まいかい

回そうでした。ハマンは、これに腹
はら

を
たてました。モルデカイがユダヤ人

じん

だか
ら自

じ ぶ ん

分を拝
おが

もうとしないのだということを
知
し

って、ユダヤ人
じん

はみな同
おな

じだと考
かんが

えた
のでしょう。そこでハマンは、ひとりのユ
ダヤ人

じん

だけでなく、全
ぜんいん

員を殺
ころ

す計
けいかく

画を立
た

同
どうほう

胞を救
すく

った王
お う ひ

妃

第
だい

11 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「もし、神
かみ

がわたしたちの味
み か た

方であるなら、

だれがわたしたちに敵
てき

し得
え

ようか。」ローマ 8:31

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句



82

てようと考
かんが

えたのでした。今
いま

や彼
かれ

は、すべ
てのユダヤ人

じん

を憎
にく

んでいましたから。5,6

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、ハマンが考
かんが

えて
いることや計

けいかく

画していることをご存
ぞ ん じ

知でし
たか？あなたは、神

かみさま

様がいつでも、すべ
てを知

し

っておられることをうれしく思
おも

います
か？

月
げ つ よ う び

曜日

ハマンはしんちょうに、ユダヤ人
じん

を
皆
みなごろ

殺しにする計
けいかく

画をたて、あとは
アハシュエロス王

おう
に話

はな
すばかりとなりまし

た。彼
かれ

は、王
おうさま

様に何
なに

と言
い

いましたか？エス

テル 3:8,9。

ハマンが言
い

ったことには、ウソがいくつ
かまじっていました。神

かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の民
たみ

に、捕
ほ り ょ

虜としてどこの国
くに

につれていかれて
も、よき住

じゅうみん

民であるようにと教
おし

えておられ
ました。ところが、王

おうさま

様はハマンの言
い

うこ

とを信
しん

じたのです。おそらく、ハマンが滅
ほろ

ぼしたいと考
かんが

えている相
あ い て

手は、自
じ ぶ ん

分たち
の本

ほんとう

当の敵
てき

にちがいないと思
おも

ったのでしょ
う。王

おうさま

様は何
なに

をしましたか？10,11 節
せつ

。

まもなく、王
おうさま

様の布
ふ こ く

告〔命
めいれい

令〕をたず
さえて、早

はやうま

馬に乗
の

った使
し し ゃ

者たちが全
ぜんこく

国に
散
ち

って行
い

きました。この布
ふ こ く

告には、ある決
き

められた日
ひ

にユダヤ人
じん

を見
み

つけたら、彼
かれ

らを殺
ころ

してもよいと書
か

かれていました。13

節
せつ

。

宮
きゅうでん

殿のあるスサの都
みやこ

には、大
おおぜい

勢のユダ
ヤ人

じん

が住
す

んでいました。この知
し

らせを聞
き

いたユダヤ人
じん

たちは、現
げんじつ

実に起
お

こってい
ることが信

しん

じられません。数
すう

か月
げつ

のうちに、
自
じ ぶ ん

分たちは皆
みなごろ

殺しにされ、持
も

ち物
もの

もすべ
てうばわれるというのです。15 節

せつ

。

もちろんハマンは、いよいよ憎
にく

らしい
民
みんぞく

族を全
ぜんめつ

滅させることができると思
おも

い、喜
よろこ

びをおさえきれない気
き も

持ちでした。スサ
にいるユダヤ人

じん

が布
ふ こ く

告について知
し

らされ
たころ、ハマンと王

おうさま

様は、すわって酒
さけ

を
飲
の

んでいました。

神
かみ

の民
たみ

は、ふるえおののきました。モ
ルデカイは、だれよりも心

こころ

を痛
いた

めたはず
です。神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であろうとした結
け っ か

果、
ハマンがこの恐

おそ

ろしい計
けいかく

画を立
た

てたのを
知
し

っていたからです。モルデカイは何
なに

をし
ましたか？エステル 4:1,2。

考
かんが

えてみよう：この他
ほか

にも、聖
せいしょ

書のお話
はなし

には、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であったために苦
くる

しめ
られた人

ひと

たちが出
で

てきますか？世
せ か い

界には
今
いま

でも、神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であろうとしたために、
苦
くる

しみを受
う

けている人
ひと

たちがいるでしょう
か？
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火
か よ う び

曜日

ある日
ひ

、エステルの召
めしつか

使いが、知
し

らせをもって駆
か

けこんできまし
た。「モルデカイが門

もん
の外

そと
にいます。しか

も、荒
あらぬの

布をまとって、泣
な

き叫
さけ

んでいます。」

「どうして？」エステルは、気
き

になって
しかたがありません。「何

なに

があったので
す？すぐに調

しら

べなさい。モルデカイには、
着
き

る物
もの

をもっていきなさい。」エステル

4:4-7。

じきに、モルデカイがなげき悲
かな

しんで
いた理

り ゆ う

由がわかりました。また、エステ
ルが何

なに

かをしなくてはならないこともわ
かりました。モルデカイは、王

おうさま

様に会
あ

い
に行

い

くようにと、彼
かのじょ

女に伝
でんごん

言を送
おく

りました。

エステルは、とてもこわかったはずです。
王
おうさま

様に会
あ

うためには、きびしい規
き そ く

則があ
りました。その規

き そ く

則とは、だれでも、たと
え王

お う ひ

妃であっても、呼
よ

ばれもしないのに
勝
か っ て

手に会
あ

いにきてはいけない、というも
のです。その規

き そ く

則を破
やぶ

った者
もの

は、殺
ころ

され
ることになっていました。ただし、王

おうさま

様が
金
きん

のしゃくを差
さ

し出
だ

して、それをさわらせ
てもらえたら、死

し

をまぬがれることができ
ました。

エステルは、この規
き そ く

則のことをモルデ
カイに知

し

らせようと思
おも

って、ふたたび伝
でんごん

言
を送

おく

りました。すると、またすぐに返
へ ん じ

事が
返
かえ

ってきました。12-14 節
せつ

。

たしかに、モルデカイの言
い

うとおりで
す。エステルがユダヤ人

じん

であることは、
いずれ知

し

られてしまうかもしれませんし、

そうなれば彼
かのじょ

女も殺
ころ

されるかもしれませ
ん。エステルは、自

じ ぶ ん

分の命
いのち

と同
おな

じように、
同
どうほう

胞〔同
おな

じ国
こくみん

民・民
みんぞく

族〕の命
いのち

を救
すく

うため
にも力

ちから

をつくさなくてはならないと悟
さと

りま
した。いずれにせよ、彼

かれ

らを救
すく

うことがで
きるのは、神

かみさま

様だけであることも知
し

ってい
ました。メド・ペルシャの法

ほうりつ

律を変
か

えるこ
とはできないからです。

それからの３日
か か ん

間は、静
しず

かにすぎてい
きました。エステルとその侍

じ じ ょ

女〔そばで
仕
つか

える女
じょせい

性〕たち、そしてスサにいるユダ
ヤ人

じん

全
ぜんいん

員が祈
いの

りつづけました。この危
き き

機
をのがれるには神

かみさま

様の奇
き せ き

跡が必
ひつよう

要だとい
うことを、みんながわかっていました。

祈
いの

っていたエステルに、神
かみさま

様はある
計
けいかく

画を示
しめ

してくださいました。３日
か め

目まで
に、エステルと召

めしつか

使いたちは、王
おうさま

様が喜
よろこ

びそうな、みごとな食
しょくじ

事を用
よ う い

意しました。
そしていよいよ、王

おうさま

様を招
しょうたい

待する時
とき

がやっ
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てきました。エステルは何
なに

をしましたか？
エステル 5:1。

考
かんが

えてみよう：美
うつく

しいドレスを着
き

て待
ま

っ
ている間

あいだ

、エステルはおびえていたと思
おも

い
ますか？

水
す い よ う び

曜日

若
わ か

くて美
うつく

しい王
お う ひ

妃が外
そとにわ

庭に立
た

って、
こちらを見

み
つめているのに気

き
が

ついたとき、王
おうさま

様はびっくりしたことでしょ
う。エステルは、こわがっていましたか？
はたして王

おうさま
様は、金

きん
のしゃくを差

さ
し出

だ
して、

彼
かのじょ

女にふれさせてくれるでしょうか？エステ

ル 5:2-4。

王
おうさま

様は喜
よろこ

んでくれました。そしてすぐに、
ハマンを呼

よ

び出
だ

しました。まもなく彼
かれ

らは、
エステルが用

よ う い

意したおいしい食
しょくじ

事を食
た

べ
始
はじ

めました。ところが王
おうさま

様は、この愛
あい

する
王
お う ひ

妃が、自
じ ぶ ん

分の知
し

らない何
なに

か特
とくべつ

別なこと
を話

はな

したがっていることに気
き

づきました。
そこで彼

かれ

はもういちど、彼
かのじょ

女が望
のぞ

むもの
は何

なん

でも与
あた

えると約
やくそく

束したのでした。6-8

節
せつ

。

神
かみさま

様がエステルに示
しめ

された計
けいかく

画は、じ
つに絶

ぜつみょう

妙な〔この上
うえ

なくたくみですぐれて
いる〕ものでした。王

おうさま

様は知
し

りたくてたま
りません。いったい、彼

かのじょ

女がほしいものと
は何

なに

なのでしょう？

ハマンは、自
じ ぶ ん

分がほこらしくてたまりま
せんでした。この食

しょくじかい

事会に招
まね

かれた客
きゃく

は、
王
おうさま

様をのぞけば自
じ ぶ ん

分だけです。けれども
宮
きゅうでん

殿を出
で

るときには、気
き ぶ ん

分はがらりと変
か

わ
りました。9,10 節

せつ

。

家
いえ

にもどったハマンは、家
か ぞ く

族と友
ゆうじん

人たち
を集

あつ

めました。みんなが集
あつ

まると、自
じ ぶ ん

分が
とても偉

えら

くて裕
ゆうふく

福なので、王
お う ひ

妃の食
しょくじかい

事会
には王

おうさま

様と自
じ ぶ ん

分だけが招
しょうたい

待され、さらにも
ういちど食

しょくじかい

事会に招
まね

かれたことを自
じ ま ん

慢しは
じめました。それから彼

かれ

は、なんと言
い

いま
したか？13 節

せつ

。

その時
とき

、ハマンの妻
つま

に名
めいあん

案〔よい考
かんが

え〕
がうかびました。

考
かんが

えてみよう：いばっていて、いじわる
なハマンが、自

じ ぶ ん

分をかわいそうだと感
かん

じる
のは、正

ただ

しかったですか？召
めしつか

使いたちが
絞
こうしゅだい

首台〔首
く び つ

吊り刑
けい

を行
おこな

う台
だい

〕をつくるのを
見

み

て、彼
かれ

の気
き ぶ ん

分はよくなりましたか？

木
も く よ う び

曜日

その晩
ばん

、ハマンはおそらく、高
たか

いび
きをかいてねむったことでしょう。

明
あ す

日の計
けいかく

画の準
じゅんび

備は、すべてととのいまし
た。しかし同

おな
じころ、王

おうさま
様はよくねむれま

せんでした。エステル 6:1。

ハマンがぐっすりねむっていたころ、
王
おうさま

様は、これまでに起
お

きたいろいろな
出
で き ご と

来事を記
き ろ く

録した書
か

き物
もの

を召
めしつか

使いに読
よ

ま
せ、寝

ね

ながらそれを聞
き

いていました。し
ばらくすると、自

じ ぶ ん

分が殺
ころ

されそうになった
事
じ け ん

件の記
き ろ く

録が読
よ

まれました。そこには、
王
おう

の命
いのち

を救
すく

ったのはモルデカイ、と書
か

か
れていたのです。王

おうさま

様は、「モルデカイに
は何

なに

かほうびをとらせたのか？」とたずね
ました。3 節

せつ

。

夜
よ

が明
あ

けたころ、早
は や お

起きをしたハマン
が、王

おうさま

様と会
あ

うために外
そとにわ

庭にやってきまし
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た。こんなにも早
はや

くあらわれるとは、一
いったい

体
どういうつもりでしょう？4-6 節

せつ

。

うぬぼれの強
つよ

い、身
み が っ て

勝手なハマンは、
王
おうさま

様の質
しつもん

問にすらすらと答
こた

えました。自
じ ぶ ん

分
よりも王

おう

から大
たいせつ

切に思
おも

われている人
ひと

が、
他
ほか

にいるはずはないだろう。「王
おうさま

様が栄
え い よ

誉
を与

あた

えようとしているその者
もの

には、最
もっと

も
身
み ぶ ん

分の高
たか

い貴
き ぞ く

族のひとりが彼
かれ

に王
おう

の服
ふく

を
着
き

せ、特
とくべつ

別な馬
うま

にのせ、その馬
うま

をひいて
都
みやこ

の大
おおどお

通りを歩
ある

き、『王
おうさま

様が栄
え い よ

誉を与
あた

えた
い者

もの

には、このようにするのだ！』とふれ
まわるのはいかがでしょう？」7-9 節

せつ

。

王
おうさま

様は、ハマンの案
あん

〔アイディア〕を
たいそう気

き

に入
い

りました。ところが、次
つぎ

の
王
おうさま

様の言
こ と ば

葉は、ハマンにこれまでに受
う

け
たことがないほどのショックを与

あた

えました。
10 節

せつ

。

ハマンは、あえて逆
さか

らうこと
はしませんでした。もちろん、
逆
さか

らうことなどできません。す
べてが終

お

わった後
のち

、彼
かれ

はどん
な気

き も

持ちでしたか？12 節
せつ

。

ハマンの妻
つま

は、計
けいかく

画がうまく
いっていないことに気

き

がつきま
した。ふたりで話

はな

していると、
宮
きゅうでん

殿からの使
し し ゃ

者がやってきまし

た。「お 急
いそ

ぎく
だ さい。 王

お う ひ

妃
の食

しょくじかい

事 会のお
時
じ か ん

間でござ い
ます。」 ハマン
の 心

こころ

は ふさい
でいましたが、
喜
よろこ

んでいるふり
をしなくてはいけません。でも、いやな
予
よ か ん

感が頭
あたま

の中
なか

をかけめぐっていたことで
しょう。エステル 6:14-7:1。

考
かんが

えてみよう：箴
しんげん

言 26:27 を読
よ

んで下
くだ

さい。ハマンは、モルデカイと罪
つみ

のない
ユダヤ人

じん

を殺
ころ

そうとしてしかけた罠
わな

に、
自
じ ぶ ん じ し ん

分自身がかかっているのではありません
か？

金
き ん よ う び

曜日

エステルが望
のぞ

むものは何
なん

でも与
あた

える
と、王

おうさま
様が言

い
うのをハマンは聞

き
き

ました。エステルの答
こた

えを聞
き

いたとき、彼
かれ

はどんな気
き も

持ちになったと思
おも

いますか？エ

ステル 7:3,4。

王
おうさま

様 は、 は げしく怒
おこ

って
います。まさか、そんなこと
をしようと考

かんが

える者
もの

がいると
は！5 節

せつ

。するとエステルは、
まっすぐにハマンを見

み

ました。
彼
かのじょ

女は何
なん

と言
い

いましたか？6

節
せつ

。

とたんに、 ハマンは王
お う ひ

妃
エステルがユダヤ人

じん

であるこ
とを知

し

りました。なんと大
たいへん

変
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なまちがいをしてしまったことでしょう！怒
いか

りにふるえる王
おうさま

様が部
へ や

屋から出
で

て行
い

くの
を見

み

たハマンは、エステルのところへか
けより、助

たす

けを求
もと

めました。ところが、こ
のことがよけいに王

おうさま

様を怒
おこ

らせたのです。
召
めしつか

使いたちがやってきて、ハマンの顔
かお

を
おおいました。ハマンは死

し け い

刑になること
が、彼

かれ

らにはわかったのです。7,8 節
せつ

。

それから召
めしつか

使いのひとりが、モルデカイ
を絞

こうしゅだい

首台〔首
く び つ

吊り刑
けい

を行
おこな

う台
だい

〕で殺
ころ

そうと
していたハマンの計

けいかく

画を、王
おうさま

様に告
つ

げま
した。王

おうさま

様は、ただちにどんな命
めいれい

令を下
くだ

しましたか？9,10 節
せつ

。

しかし、あの恐
おそ

ろしい布
ふ こ く

告はどうなるの
でしょう？エステルは王

おうさま

様に、使
し し ゃ

者たちを
もういちどすべてのユダヤ人

じん

のもとへ送
おく

っ
て、彼

かれ

らを傷
きず

つけようとする敵
てき

から身
み

を守
まも

るようにと告
つ

げさせるようにと願
ねが

いました。
王
おう

さまはそのようにしました。神
かみさま

様は、ご
自
じ ぶ ん

分の民
たみ

をお守
まも

り下
くだ

さったのです。

王
おうさま

様はモルデカイに、かつてのハマン
の地

ち い

位を与
あた

えました。ユダヤ人
じん

たちと、
エステルの命

いのち

は守
まも

られたのです。エステ

ル 8:16,17; 10:3。

考
かんが

えてみよう：こんども、 人
ひと

が神
かみさま

様に
信
しんらい

頼し、したがうならば、神
かみさま

様にとって
むずかしすぎることは何

なに

ひとつないことを
証
しょうめい

明して下
くだ

さいました。そしてサタンは、
こんども争

あらそ

いにやぶれました。最
さ い ご

後には、
神
かみさま

様が力
ちから

あるおかただということをみんな
が知

し

り、多
おお

くの人
ひと

が神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼す
る選

えら

びをしたのです。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★エステル記
き

3-10 章
しょう

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 49 章
しょう



87

「もうそろ そろ、 ちゃんとした
『教

きょうかい
会』になる必

ひつよう
要がありま

すね。」アドベンチストの指
しどうしゃ

導者たちは、
そう話

はな
し合

あ
っています。「わたしたちは、

聖
せいしょ

書が何
なに

を教
おし

えているかをずいぶん長
なが

い
こと説

せっきょう
教してきまし

たが、今
いま

では、たく
さんの信

しんじゃ
者さんが、

その教
おし

えに従
したが

うよう
になっています。わ
たしたちは、組

そ し き
織を

つくるべきです。こ
の 教

きょうかい
会 にふさわし

い名
なまえ

前も選
えら

ばなくて
は。また総

そ う り
理がひと

り、他
ほか

の役
やくいん

員が何
なんにん

人か必
ひつよう

要です。」

そこで指
し ど う し ゃ

導者たちは集
あつ

まって、教
きょうかい

会の
名
な ま え

前を決
き

めました。選
えら

ばれたのが、『セ
ブンスデー・アドベンチスト』という名

な ま え

前
でした。エレンとジェームスは、この名

な ま え

前
がとても気

き

に入
い

りました。「この教
きょうかいめい

会名は、
わたしたちが聖

せいしょ

書にもとづく安
あんそくにち

息日に礼
れいはい

拝
していることを、人

ひとびと

々に伝
つた

えています」と
エレンは言

い

いました。「しかもそれは、イ
エス様

さま

がもどってこられると私
わたし

たちが信
しん

じ
ていることも、世

よ

に宣
せんげん

言しているのです。」

次
つぎ

に彼
かれ

らは、最
さいしょ

初の総
そ う り

理を選
えら

びました。
全
ぜんいん

員が、第
だ い い ち だ い め

一代目の総
そ う り

理はジェームスに

なってほしいとお願
ねが

いしましたが、ジェー
ムスは、「いいえ、わたしではなく、別

べつ

の
だれかが総

そ う り

理になるべきです」といって、
ゆずりません。そういうわけで、２年

ねん

の間
あいだ

は、ジョン・バイングトンというりっぱな
おじいさん牧

ぼ く し

師が、
セブンスデー・アド
ベン チスト教

きょうかい

会 の
初
し ょ だ い そ う り

代総理になりまし
た。ジェームス・ホ
ワイトは、二

に だ い め

代目の
総
そ う り

理になりました。

1874 年
ねん

の あ る
日
ひ

、 海
うみ

の 向
む

こうの
ヨ ー ロ ッ パ か ら、

「宣
せんきょうし

教師を必
ひつよう

要としていますから、どうか
一
いっこく

刻も早
はや

く、宣
せんきょうし

教師を送
おく

ってください」と
の知

し

らせを受
う

けました。

ジェームスとエレンは、わくわくしたこと
でしょう。ふたりは、ジェームスが『現

げんだい

代
の真

し ん り

理』を印
いんさつ

刷しはじめたころに、輝
かがや

き
を増

ま

し始
はじ

めた小
ちい

さな光
ひかり

の幻
まぼろし

を思
おも

い出
だ

しま
した。『現

げんだい

代の真
し ん り

理』の冊
さ っ し

子がアメリカや
カナダのいたる所

ところ

に広
ひろ

まっていくにつれ
て、ますます輝

かがや

きをましていったあの光
ひかり

です。ヨーロッパの多
おお

くの人
ひと

たちが、こ
れらの冊

さ っ し

子から聖
せいしょ

書の真
し ん り

理を学
まな

ぶにつれ
て、今

いま

や光
ひかり

は、海
うみ

をわたって他
ほか

の国
くにぐに

々で

お話
はな

しひろば 

宣
せんきょうきょうかい

教教会として
エイミー・シェラード編
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輝
かがや

いていたのです。彼
かれ

らは、さらに聖
せいしょ

書
について教

おし

えてくれる宣
せんきょうし

教師を必
ひつよう

要として
いました。そうすれば、彼

かれ

らはバプテスマ
を受

う

けて、セブンスデー・アドベンチスト
教
きょうかい

会の教
きょうかいいん

会員となることができるのです。

「では、だれを最
さいしょ

初の宣
せんきょうし

教師として送
おく

る
べきだろうか？」これは、むずかしい問

もんだい

題
でした。「とにかく、もっともふさわしい人

ひと

をさがさなくては」と、エレンは言
い

いまし
た。

だれが最
さいしょ

初の宣
せんきょうし

教師に選
えら

ばれたと思
おも

い
ますか？ジョン・ネヴィンス・アンドリュー
スという人

ひと

でした。彼
かれ

はまだ若
わか

かったころ、
生
しょうがい

涯イエス様
さま

のために働
はたら

くことを誓
ちか

い、今
いま

まで神
かみさま

様との約
やくそく

束をはたしてきました。妻
つま

は、彼
かれ

がヨーロッパへ行
い

く任
に ん む

務を受
う

ける
２年

ねんまえ

前に亡
な

くなっていました。でも、彼
かれ

と
10 代

だい

の子
こ

ども、チャールズとメアリーは、
ヨーロッパへ行

い

くことを喜
よろこ

んで受
う

け入
い

れま
した。1874 年

ねん

のことです。そして彼
かれ

らは
スイスに住

す

み、ジョンは一
いっしょう

生けんめい働
はたら

いて、イエス様
さま

は彼
かれ

を祝
しゅくふく

福なさいました。

そんなある日
ひ

、ひとりのこじきが、ス
イスのある信

しんじゃ

者の家
いえ

をたずねてきました。
おなかをすかせたその人

ひと

は、その晩
ば ん と

泊ま
るところをさがしていて、親

しんせつ

切な女
じょせい

性の
信
しんじゃ

者は彼
かれ

を家
いえ

に入
い

れてあげました。あく
る朝

あさ

、彼
かのじょ

女はそのこじきに、イエス様
さま

の
再
さいりん

臨と、安
あんそくにち

息日を聖
せい

なる日
ひ

として守
まも

ること
について話

はな

しました。

こじきが、「ではこの国
くに

に、その第
だい

７
日
か め

目に礼
れいはい

拝する人
ひと

たちがいるんですか？」
とたずねたので、彼

かのじょ

女は「いますとも」と
答
こた

えました。

するとこじきが、「そういえば、ドイツに
も、第

だい

７日
か め

目を聖
せいじつ

日として守
まも

っている人
ひと

たちがいました」と言
い

ったのでした。「彼
かれ

らの名
な ま え

前と、牧
ぼ く し

師さんの住
じゅうしょ

所も知
し

ってます
よ。」

ジョン・アンドリュースは、その牧
ぼ く し

師
をたずねてドイツへ行

い

きました。そこで、
牧
ぼ く し

師と 46 人
にん

のすばらしい仲
な か ま

間に会
あ

いま
した。彼

かれ

らは、自
じ ぶ ん

分たちのほかに、世
せ か い

界
のあちらこちらに安

あんそくにち

息日を守
まも

る人
ひと

たちがい
ることを知

し

りませんでした。そしてさらに
真
し ん り

理を学
まな

ぼうと、胸
むね

をおどらせて、セブン
スデー・アドベンチスト教

きょうかい

会に加
くわ

わったの
です。

ジョンは、本
ほん

を書
か

き、教
おし

え、説
せっきょう

教し、
一
いっしょう

生けんめい働
はたら

きました。そのうち、さら
に多

おお

くの宣
せんきょうし

教師が送
おく

られてきました。光
ひかり

は、
さらに輝

かがや

きをましていきました。次
つぎ

はどこ
で、輝

かがや

くのでしょう？
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日
に ち よ う び

曜日

ネヘミヤは、神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

する
ユダヤ人

じん

でした。彼
かれ

は、スサの
宮
きゅうでん

殿で働
はたら

いていました。ユダヤ人
じん

を皆
みなごろ

殺
しにしようというハマンの恐

おそ
ろしい計

けいかく
画を

とめるために、王
お う ひ

妃エステルが命
いのち

がけの
働
はたら

きをした、あの宮
きゅうでん

殿です。年
ねんげつ

月は流
なが

れて、
別
べつ

の王
おう

がペルシャを治
おさ

めていました。

ネヘミヤは、王
おう

の給
きゅうじがかり

仕係〔食
しょくじ

事の席
せき

で
世
せ わ

話をする人
ひと

〕でした。時
とき

には、王
おうさま

様の
食
た

べ物
もの

や飲
の

み物
もの

に、だれかが毒
どく

を入
い

れる
ことがあったため、ネヘ
ミヤの役

や く め

目は、王
おうさま

様の
口
くち

に入
はい

るものが安
あんぜん

全か
どうかを確

かくにん

認することで
した。

りっぱな人
ひとがら

柄のネヘミ
ヤを気

き

に入
い

った王
おうさま

様は、
彼
かれ

をとても信
しんらい

頼していま
した。時

とき

には、ネヘミ
ヤに助

じょげん

言〔アドバイス〕

を求
もと

めることもありました。

エステルが王
お う ひ

妃になるずっと昔
むかし

、ペル
シャの初

しょだい

代〔最
さいしょ

初〕の王
おうさま

様と二
に だ い め

代目の
王
おうさま

様は、ユダヤ人
じん

の捕
ほ り ょ

虜たちに、故
ふるさと

郷の
ユダの地

ち

に帰
かえ

る許
き ょ か

可を与
あた

えていました。
エステルもいなくなり、後

のち

にネヘミヤが仕
つか

えている王
おうさま

様が、３度
ど め

目の許
き ょ か

可を与
あた

えた
のでした。それで、信

しんこう

仰ぶかい祭
さ い し

司であっ
たエズラは、さらに多

おお

くのユダヤ人
じん

を帰
かえ

ら
せようと導

みちび

いたのですが、彼
かれ

らは近
ちか

くにあ
る異

いきょう

教の国
くにぐに

々との問
もんだい

題をかかえていまし
た。しかも、エルサレムの城

じょうへき

壁はくずれ
たままです。このようす
を聞

き

いて、ネヘミヤは
たいそう悲

かな

しみました。
でも、王

おうさま

様の前
まえ

で悲
かな

し
いそぶりを見

み

せることは
ゆるされません。ネヘミ

ヤ 1:1-4。

神
かみ

の民
たみ

がかかえてい
る様

さまざま

々な問
もんだい

題について
考
かんが

えたとき、ネヘミヤ

信
しんこう

仰による建
けんせつしゃ

設者
けんせつしゃけんせつしゃ

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「天
てん

の神
かみ

がわれわれを恵
めぐ

まれるので、そのしもべであるわれわれは奮
ふる

い

立
た

って築
きず

くのである。」ネヘミヤ 2:20

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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は、自
じ ぶ ん

分がエルサレムにもどって、みん
なの手

て つ だ

伝いをすべきだと感
かん

じました。しか
し、どうすれば王

おうさま

様からゆるしが得
え

られる
でしょうか？彼

かれ

は、来
く

る日
ひ

もくる日
ひ

も眠
ねむ

らず
に、どうしたらよいかを考

かんが

えつづけました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様に信
しんらい

頼することを選
えら

ぶとき、神
かみさま

様が奇
き せ き

跡を起
お

こして下
くだ

さること
を学

まな

んできましたね？ネヘミヤには、奇
き せ き

跡
が必

ひつよう

要でしたか？

月
げ つ よ う び

曜日

４か月
げつ

もの間
あいだ

、ネヘミヤは祈
いの

りつづ
けました。エルサレムにもどるこ

とについて、いつ、どうやって王
おうさま

様に話
はな

す
べきか悩

なや
み、そのことについて祈

いの
っていま

した。しかし、あのような形
かたち

で祈
いの

りがこた
えられるとは、思

おも
ってもいませんでした。

ネヘミヤの心
こころ

は重
おも

くしずんでいました
が、王

おうさま

様の前
まえ

では明
あか

るくふるまおうと努
どりょく

力
しました。ところがある日

ひ

、なぜ悲
かな

しんで

いるのかとたずねられて、びっくりしまし
た。そこで、悲

かな

しんでいる理
り ゆ う

由を王
おうさま

様に
打
う

ち明
あ

けることになります。ネヘミヤ2:1-3。

王
おうさま

様からどうしたいのかとたずねられた
とき、ネヘミヤはすぐさま、正

ただ

しい返
へ ん じ

事が
できますようにと、心

こころ

の中
なか

で祈
いの

りました。
それから、自

じ ぶ ん

分をエルサレムに送
おく

り、都
みやこ

の再
さいけん

建を手
て つ だ

伝わせてくださいと、うやうや
しくお願

ねが

いしたのでした。王
おうさま

様は怒
おこ

らずに、
なんと答

こた

えましたか？4-6 節
せつ

。

ネヘミヤは、日
ひ び

々の祈
いの

りに神
かみさま

様が答
こた

えて
下
くだ

さったことを知
し

りました。王
おうさま

様は、彼
かれ

を
ユダの知

ち じ

事に任
にんめい

命し、そのことを証
しょうめい

明す
る手

て が み

紙も持
も

たせました。また、王
おう

の森
もり

を
管
か ん り

理している人
ひと

に、エルサレムの再
さいけん

建に
必
ひつよう

要な材
ざいもく

木をネヘミヤに与
あた

えるよう、手
て が み

紙
を送

おく

りました。そして、ネヘミヤが行
い

くと
きには、おともの兵

へ い し

士までつけさせました。
ネヘミヤは、エルサレムの城

じょうへき

壁を修
しゅうり

理す
るための王

おう

の承
しょうにん

認〔聞
き

き入
い

れてみとめる
こと〕を得

え

たのです。7-9 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：とつぜん何
なに

かが起
お

きて、
イエス様

さま

の助
たす

けが今
いま

すぐにでも必
ひつよう

要なとき
に、わたしたちも、ネヘミヤのように心

こころ

の
中
なか

で祈
いの

ることができますか？

火
か よ う び

曜日

ネヘミヤがエルサレムに向
む

かう旅
たび

の
間
あいだ

は、だれもじゃましようとはし
ませんでした。王

おうさま
様からの手

て が み
紙を見

み
せる

だけでよかったのです。ところが、エルサ
レムに近

ちか
づいていくネヘミヤとともの兵

へ い し
士

たちを、近
ちか

くの異
いきょうと

教徒たちが見
み

ていまし
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た。ネヘミヤが何
なに

をす
るのか、ようすをうか
がっています。ネヘミヤ

2:10。

何
なに

をなすべきかが分
わ

かるまで、ネヘミヤは、
だれにもこの計

けいかく

画を話
はな

さないことに決
き

めまし
た。また、敵

てき

がやめさ
せようとするかもしれ
ないので、その前

まえ

に
城
じょうへき

壁の仕
し ご と

事にとりかかろ
うと、エルサレムにいる人

ひとびと

々を励
はげ

ますつも
りでした。

はじめに、信
しんらい

頼できる数
すうめい

名の人
ひと

たちに
そのことを話

はな

すと、彼
かれ

らは喜
よろこ

んで協
きょうりょく

力して
くれました。その３日

か ご

後、彼
かれ

は何
なに

をしまし
たか？12 節

せつ

。

ネヘミヤはラバに乗
の

って、信
しんらい

頼できる
数
すうめい

名の人
ひと

たちといっしょに、ひそかに都
みやこ

の
外
そと

がわを見
み

てまわりました。暗
くら

い中
なか

でも、
城
じょうへき

壁がくずれて荒
あ

れているようすがわかり
ました。15,16 節

せつ

。

次
つぎ

の日
ひ

、指
し ど う し ゃ

導者たちと話
はな

し合
あ

ったネヘミ
ヤは、前

まえ

の晩
ばん

のことはだまっていました。
けれども、何

なに

をなすべきかを彼
かれ

がよくわ
かっているのは、だれの目

め

にも明
あき

らかでし
た。17,18 節

せつ

。

その計
けいかく

画を知
し

った敵
てき

は、ネヘミヤたち
をからかいました。また、ユダヤ人

じん

はペ
ルシャ王

おう

に反
はんぎゃく

逆するつもりか、とたずねる
始
し ま つ

末でした。もちろん、反
はんぎゃく

逆するつもりは
まったくありません。

ネヘミヤはすぐにみんなを準
じゅんび

備させ、

仕
し ご と

事 にか からせまし
た。 みんなが 一

いちがん

丸と
なって〔心

こころ

をひとつに
して〕働

はたら

くと、城
じょうへき

壁は
どんどん修

しゅうり

理されてい
きました。ふだんして
いる仕

し ご と

事が何
なん

であれ、
または身

み ぶ ん

分の高
たか

い低
ひく

いに関
かんけい

係なく、みんな
で協

きょうりょく

力して働
はたら

いたので
した。

考
かんが

えてみよう：どうして
もやらなければいけない仕

し ご と

事だと分
わ

かって
いたら、あなたは手

て つ だ

伝いをしようと思
おも

いま
すか？どのように手

て だ す

助けしますか？また喜
よろこ

んでやりますか？

水
す い よ う び

曜日

サンバラテとトビヤは、神
かみ

の民
たみ

がエ
ルサレムの城

じょうへき
壁を修

しゅうり
理するのを、

もっとも必
ひ っ し

死でやめさせようとした敵
てき

でし
た。サンバラテは、ユダヤ人

じん

ががれきの
山
やま

をもとどおりにしようとしていると、でた
らめを言

い
います。トビヤは何

なん
と言

い
いました

か？ネヘミヤ4:3。

ネヘミヤは、あきらめさせようとする
誘
ゆうわく

惑に負
ま

けませんでしたが、途
とちゅう

中であき
らめたユダヤ人

じん

たちもいました。9,10 節
せつ

。

都
みやこ

にしのびこもうという敵
てき

の計
けいかく

画を、
忠
ちゅうじつ

実で正
しょうじき

直なユダヤ人
じん

たちがネヘミヤに
知
し

らせました。そこでただちに、城
じょうへき

壁の
穴
あな

があいているところを見
み は

張るように命
めい

じ
たのでした。11-13 節

せつ

。
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神
かみさま

様は力
ちから

あるおかたなのだから、何
なに

も
恐
おそ

れる必
ひつよう

要はないといってネヘミヤが励
はげ

ますと、勇
ゆ う き

気づけられた人
ひと

たちは、朝
あさ

か
ら夕

ゆうがた

方まで仕
し ご と

事をつづけました。14 節
せつ

。

城
じょうへき

壁の外
そと

に住
す

んでいた人
ひと

たちは、夜
よる

になっても家
いえ

へ帰
かえ

らず、エルサレムの中
なか

にとどまって見
み は

張りをし、明
あか

るくなったら
修
しゅうり

理の仕
し ご と

事にもどりました。一
ひ と り

人ひとり
剣
けん

をたずさえ、彼
かれ

らの半
はんぶん

分は槍
やり

をたずさ
えていました。そして、ラッパの音

ね

が聞
き

こえたら、すぐに武
ぶ き

器をとって戦
たたか

うことに
なっていました。ネヘミヤとその召

めしつか

使い
たちは、みんなのよき模

も は ん

範となりました。
23 節

せつ

。

ところが、あの悪
わる

いサンバラテと仲
な か ま

間
たちは、 あきらめていませんでした。
城
じょうへき

壁が本
ほんとう

当に完
かんせい

成するのを見
み

た彼
かれ

らは、
別
べつ

のことをくわだてました。ネヘミヤ6:1,2。

ネヘミヤには、まだすることがたくさん
残
のこ

っています。門
もん

にはまだ、扉
とびら

がつけら
れていません。しかも、敵

てき

が何
なに

をたくらん
でいるか知

し

っていました。そこで、悪
わるもの

者た
ちにどんな伝

でんごん

言を送
おく

りましたか？3 節
せつ

。

次
つぎ

にサンバラテとトビヤは、ひとりのユ
ダヤ人

じん

を買
ばいしゅう

収〔利
り え き

益を与
あた

えて味
み か た

方にひき
いれること〕して、ネヘミヤをおびえさせ
ようとしました。そのユダヤ人

じん

は、「早
はや

く
神
しんでん

殿の中
なか

にかくれて下
くだ

さい。悪
わるもの

者たちが、
あなたを殺

ころ

しにやってきます」と言
い

いまし
た。10-12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：サタンは今
いま

でも、神
かみさま

様の
ご計

けいかく

画をじゃましようとしていますか？どの
ようにして？サタンが神

かみ

の民
たみ

と指
し ど う し ゃ

導者たち
をくじけさせるのは、どのような方

ほうほう

法によっ

てですか？

木
も く よ う び

曜日

ネヘミヤがエルサレム城
じょうへき

壁の修
しゅうり

理
をする 人

ひと
たちを 指

し き
揮 している

と、貧
まず

しいユダヤ人
じん

たちが彼
かれ

のところへ
やってきて、金

か ね も
持ちのユダヤ人

じん

の中
なか

には、
貧
びんぼうにん

乏人に冷
つめ

たい人
ひと

たちがいると訴
うった

えまし
た。それを聞

き
いてネヘミヤは、どう感

かん
じま

したか？ネヘミヤ 5:6。

ネヘミヤは、その裕
ゆうふく

福なユダヤ人
じん

たち
と話

はなし

をしました。彼
かれ

らは、貧
まず

しい人
ひと

たちか
ら、食

た

べ物
もの

の料
りょうきん

金を多
おお

めにとり立
た

ててい
ました。そして、お金

かね

のない貧
まず

しい人
ひと

た
ちにお金

かね

を貸
か

しては、高
たか

い利
り そ く

息を要
ようきゅう

求し
ていたのでした。このようなことはやめな
くてはならないと、ネヘミヤは言

い

いました。
また、不

ふ せ い

正にとり立
た

てた分
ぶん

は返
かえ

さなくて
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はならないとも言
い

いまし
た。裕

ゆうふく

福な人
ひと

たちは、そ
れにしたがいましたか？
11,12 節

せつ

。

こう い っ た 問
も ん だ い

題 も、
異
いきょう

教の敵
てき

によってもたら
される問

もんだい

題も、 城
じょうへき

壁の
工
こ う じ

事を止
と

めることはでき
ませんでした。工

こ う じ

事が終
お

わるまでに、何
なんにち

日かかり
ましたか？ネヘミヤ 6:15。

城
じょうへき

壁が完
かんせい

成してまもなく、人
ひとびと

々はエル
サレムの広

ひ ろ ば

場にやってきました。これから
大
たいせつ

切な集
しゅうかい

会があるのです。彼
かれ

らは、忠
ちゅうじつ

実
な祭

さ い し

司であるエズラに願
ねが

い出
で

て、律
りっぽう

法の
書
しょ

を読
よ

んでもらいました。エズラはこの
時
とき

、すでに年
と し お

老いていましたが、人
ひとびと

々に
律
りっぽう

法の書
しょ

を「朝
あさ

から昼
ひる

まで」読
よ

んできか
せました。ネヘミヤ 8:1-13。

人
ひとびと

々はこれを聞
き

いて、自
じ ぶ ん

分たちが神
かみさま

様
の律

りっぽう

法にしたがってこなかったことを知
し

り、罪
つみ

を告
こくはく

白し、心
こころ

から反
はんせい

省しました。
神
かみさま

様は彼
かれ

らをおゆるしになり、エズラとネ
ヘミヤは、神

かみさま

様が彼
かれ

らを愛
あい

しておられるこ
とを人

ひとびと

々に伝
つた

えました。このことは、人
ひとびと

々
を喜

よろこ

びと感
かんしゃ

謝の気
き も

持ちにさせたと思
おも

いま
すか？9,12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ネヘミヤと人
ひとびと

々が喜
よろこ

んだ
理
り ゆ う

由を、少
すく

なくとも２つあげられますか？

金
き ん よ う び

曜日

ネヘミヤはユダの地
ち

で、12 年
ねん

もの
あいだ人

ひとびと
々を助

たす
けました。それ

からペルシャにもどって、
しばらくはもとの仕

し ご と
事を

していましたが、王
おうさま

様は
ふたたび、ユダのようす
を見

み
に行

い
く許

きょか
可を与

あた
えま

した。

自
じ ぶ ん

分がいない間
あいだ

の変
か

わりように、ネヘミヤは
大
おお

きなショックをうけまし
た。神

かみ

の民
たみ

がこんなにも
すぐに、神

かみさま

様を忘
わす

れてサ
タンにしたがうようになるなんて！大

だ い さ い し

祭司
までもが、敵

てき

であるトビヤと親
した

しくなって
いたのです。大

だ い さ い し

祭司は、トビヤが泊
と

まる
ための部

へ や

屋をつくっていました。それも、
献
けんきん

金やその他
ほか

のささげものが保
ほ か ん

管されて
いるところに。トビヤの部

へ や

屋は、神
しんでん

殿の
庭
にわ

の中
なか

に作
つく

られていたのです。ネヘミヤ

13:7-9。

そ れ だ け で は ありま せ ん。 人
ひとびと

々 は
安
あんそくにち

息日も破
やぶ

っていました。15-21 節
せつ

。

そこでエズラとネヘミヤは、もういちど
人
ひとびと

々と話
はな

し合
あ

い、彼
かれ

らの罪
つみ

がいかに恐
おそ

ろ
しいものであるかを教

おし

えました。そして
人
ひとびと

々はもういちど、自
じ ぶ ん

分たちのしてきたこ
とがまちがいだったと認

みと

め、その罪
つみ

を悲
かな

しみました。そして神
かみさま

様は、もういちど彼
かれ

らをゆるし、祝
しゅくふく

福してくださったのです。
悪
わる

い道
みち

から離
はな

れたくない人
ひと

たちは、どこか
別
べつ

の場
ば し ょ

所へとうつっていきました。

このような物
ものがたり

語が聖
せいしょ

書に書
か

かれている
のがなぜだか、わかりますか？それは、
わたしたちのためです！リーダーとなる人

ひと

たちに、覚
おぼ

えていてほしいことがあります。
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よい行
おこな

いでも悪
わる

い行
おこな

いでも、リーダーは
みんなの模

も は ん

範です。彼
かれ

らが軽
かる

はずみなこ
とをすると、ほかの人

ひと

がまねをしてしまう
のです。だれにしたがうかを、わたしたち
一
ひ と り

人ひとりが自
じ ぶ ん

分で選
えら

ばなくてはいけませ
ん。そのことを覚

おぼ

えていてほしいと、神
かみさま

様
は望

のぞ

んでおられます。

どの時
じ だ い

代にも、ほかの人
ひと

がどちらを選
えら

ぼうと、神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、神
かみさま

様にした
がうことを選

えら

ぶ人
ひと

たちがいます。あなたも、
そのような人

ひと

になりたいと思
おも

いますか？え
え、きっとなれますとも。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

がもどってこられ
るとき、地

ちじょう

上にはたった２種
しゅるい

類の人
ひとびと

し々か
いません。一

いっぽう

方は、サタンのウソを信
しん

じ
て、永

えいきゅう

久に失
うしな

われてしまう人
ひと

たちです。も
う一

いっぽう

方は、神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、十
じっかい

戒に
したがう人

ひと

たちで、神
かみさま

様と共
とも

に永
えいえん

遠に生
い

き
ることができるのです。あなたはどちらを
選
えら

びますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ネヘミヤ記
き

★国
くに

と指
しどうしゃ

導者 52-55 章
しょう
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ジェームスとエレンは、年
と し お

老いてき
ていました。やるべきことは、い

つでも山
やま

のようにあるように思
おも

われて、
十
じゅうぶん

分な休
やす

みをとっていませんでした。つ
かれきってしまうこと
がよくありましたし、
彼
かれ

らの 健
けんこうじょうたい

康 状 態 は、
決
けっ

してよくありませんで
した。

1881 年
ねん

8 月
がつ

1 日
たち

の月
げ つ よ う び

曜日、60 歳
さい

にな
る３日

か ま え

前、ジェームス
はとつぜん、重

おも

い病
びょうき

気にかかってしまい
ました。そして次

つぎ

の日
ひ

には、エレンまでも
が病

びょうき

気になりました。友
ゆうじん

人たちがやってき
て、ふたりをバトルクリーク療

りょうようじょ

養所〔病
びょうき

気
やけがの手

て あ

当てをし、体
からだ

を休
やす

めるところ〕
につれて行

い

ってくれました。そこでは、お
医
い し ゃ

者さんたちができることはすべて、手
て

を
つくしてくれました。

みんなが心
しんぱい

配していました。教
きょうかい

会の
指
し ど う し ゃ

導者たちはジェームスとエレンのことを
慕
した

っていましたし、ふたりとも、教
きょうかい

会には
どうしても必

ひつよう

要でした。多
おお

くの人
ひと

たちが、
どうかふたりをいやしてくださいと、イエ
ス様

さま

にお祈
いの

りしました。しかし、良
よ

くなる
どころか、ジェームスはますます悪

わる

くなり、
エレンの病

びょうき

気もよくなりませんでした。

金
き ん よ う び

曜日になって、お医
い し ゃ

者さんたちはエレ
ンに、もうジェームスが助

たす

からないことを
告
つ

げました。エレンはひどく気
き ぶ ん

分が悪
わる

い
にもかかわらず、起

お

きあがってジェームス
のところへ行

い

きまし
た。彼

かのじょ

女は、ジェー
ムスのベッドの横

よこ

に
ひざまずいて祈

いの

りま
した。彼

かれ

がいなくな
るなんて、想

そうぞう

像もで
きません。

「イエス様
さま

はあな
たにとって、大

たいせつ

切なおかたなの？」と、エ
レンはたずねました。

「ああ・・・もちろんだ」と、ジェーム
スはささやくような声

こえ

で答
こた

えました。

エレンは、「イエス様
さま

は、あなたを愛
あい

し
ておられますよ」と言

い

って夫
おっと

を励
はげ

ましまし
た。「あなたは、その永

えいえん

遠のみ腕
うで

に抱
だ

き
かかえられているのですよ。」

ジェームスは、「ああ・・・そうだとも」
と弱

よわよわ

々しく答
こた

えました。それからエレンは、
ベッドにもどりました。

そ の 安
あんそくにち

息 日の 晩
ばん

に、 勇
ゆうかん

敢で 忠
ちゅうじつ

実 な
指
し ど う し ゃ

導者であり、イエス様
さま

の兵
へ い し

士であった
ジェームス・ホワイトは、しずかに目

め

を閉
と

じ、息
いき

をひきとったのでした。

お話
はな

しひろば 

イエス様
さ ま

に忠
ちゅうじつ

実であること
エイミー・シェラード

Little Folk Visuals
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みんなは、どんなに悲
かな

しんだことでしょ
う！夫

おっと

の死
し

を知
し

らされたエレンは、悲
かな

しみ
で胸

むね

がはりさけそうでした。エレンもか
なり弱

よわ

っていたので、お医
い し ゃ

者さんたちは、
彼
かのじょ

女も死
し

んでしまうのではないかと心
しんぱい

配
しました。彼

かのじょ

女にとっては、もう死
し

んだほ
うがましだと思

おも

うほど、つらい試
し れ ん

練でし
た。それでも彼

かのじょ

女は、何
なに

がいちばんよい
かを知

し

っておられるイエス様
さま

に信
しんらい

頼しまし
た。イエス様

さま

がエレンを励
はげ

まされたので、
彼
かのじょ

女はゆっくりと元
げ ん き

気をとりもどしていきま
した。

いとしい〔恋
こい

しく慕
した

わしい〕ジェームス
が亡

な

くなったあと、34 年
ねん

もの間
あいだ

、エレン
は教

きょうかい

会の成
せいちょう

長を助
たす

け、忠
ちゅうじつ

実にイエス様
さま

の
ために働

はたら

きつづけました。息
む す こ

子のウィリー
も、彼

かのじょ

女の忠
ちゅうじつ

実な助
たす

け手
て

となりました。

ジェームスが亡
な

くなってから何
なんねん

年かすぎ
たある日

ひ

、ヨーロッパの教
きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者た
ちが、ヨーロッパに来

き

てくれるよう、エレ
ンに頼

たの

みました。ヨーロッパの信
しんじゃ

者たち
は、エレンの話

はなし

を聞
き

きたいと願
ねが

っていまし
たし、神

かみさま

様がヨーロッパの教
きょうかい

会を豊
ゆた

かに
祝
しゅくふく

福しておられるのを彼
かのじょ

女に見
み

てもらいた
いとも思

おも

っていました。

「ヨーロッパですって？」エレンは考
かんが

え
ました。「あまりにも遠

とお

すぎます。そんな
長
ながたび

旅、わたしにはとてもできそうにありま
せん。」

「ウィリーがいっしょに行
い

ってくれます」
と、指

し ど う し ゃ

導者たちは言
い

いました。そういうわ
けで、エレンとウィリーは、船

ふね

でヨーロッ
パに向

む

かったのでした。そして彼
かれ

らは、
思
おも

った以
いじょう

上にヨーロッパ訪
ほうもん

問を楽
たの

しみまし

た。エレンは７カ国
こく

をおとずれ、信
しんじゃ

者た
ちは話

はなし

に聞
き

いていた預
よ げ ん し ゃ

言者の「ホワイト
姉
し ま い

妹」と会
あ

ってお話
はなし

を聞
き

き、楽
たの

しい時
とき

を
すごしたのでした。

いくつかの幻
まぼろし

において、イエス様
さま

はす
でにヨーロッパの７つの国

くに

のことをエレン
に示

しめ

しておられました。そしてエレンは、
教
きょうかい

会を早
はや

く成
せいちょう

長させるためにするべきこ
とを手

て が み

紙に書
か

いて、指
し ど う し ゃ

導者たちに何
な ん ど

度も
送
おく

っていました。

ある町
まち

で、指
し ど う し ゃ

導者たちがエレンとウィ
リーをある建

たてもの

物につれて行
い

きました。そ
こでは、教

きょうかい

会の文
ぶんしょ

書や本
ほん

などが印
いんさつ

刷され
ていました。印

い ん さ つ き

刷機が動
うご

いている部
へ や

屋に
入
はい

ったエレンは、あたりを見
み ま わ

回し、ほほえ
んで「イエス様

さま

は、まさにこのお部
へ や

屋を
幻
まぼろし

で私
わたし

に見
み

せて下
くだ

さったのですよ」と彼
かれ

らに言
い

いました。もちろん彼
かれ

らは、それを
聞
き

いて喜
よろこ

びました。

けっきょく、 エレンとウィリー は １
年
ねんいじょう

以上もヨーロッパに滞
たいざい

在し、 エレン
はとても楽

たの

しい時
とき

をすごしました。彼
かのじょ

女
は、多

おお

くの執
しっぴつ

筆〔文
ぶんしょう

章を書
か

くこと〕と講
こうえん

演
〔人

ひとまえ

前で話
はな

すこと〕をおこないました。また、
真
し ん り

理の光
ひかり

をヨーロッパでもっともっと輝
かがや

か
せるための計

けいかく

画を指
し ど う し ゃ

導者たちがたてること
ができるように、彼

かれ

らを助
たす

けました。
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日
に ち よ う び

曜日

わたしたちが生
い

きているかぎり、忘
わす

れてはならないことがあります。
罪
つみ

がわたしたちの世
せかい

界に入
はい

った後
のち

に起
お

こっ
ている悪

わる
いことのすべては、サタンによっ

てもたらされているのです。正
ただ

しい人
ひとびと

々の
身
み

の上
うえ

に起
お

こる悪
わる

いことでさえ、いつでも
サタンがしていることで、神

かみさま
様のせいでは

ありません。ですから、な
ぜ神

かみさま
様はこんなにひどいこ

とをなさるのかと人
ひとびと

々が首
くび

をかしげるのは、神
かみさま

様とサ
タンについて理

り か い
解していな

いからなのです。

今
こんしゅう

週、お勉
べんきょう

強する物
ものがたり

語
は、 遠

とお

い 昔
むかし

に 起
お

こっ た
出
で き ご と

来 事 で す。 お そらく、
モーセがまだ生

い

きていた
ころか、もっと前

まえ

かもしれ
ません。というのは、これ

を書
か

いたのはモーセだからです。これは、
神
かみさま

様とサタン、そして神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

した
ある人

じんぶつ

物の物
ものがたり

語です。ヨブという名
な ま え

前の
人
ひと

で、たいそうなお金
か ね も

持ちでした。聖
せいしょ

書は、
彼
かれ

について何
なに

と語
かた

っていますか？ヨブ 1:1。

ヨブがどれほどのお金
か ね も

持ちだったかは、
想
そうぞう

像がつきませんね。彼
かれ

には 10 人
にん

の子
こ

どもがいて、彼
かれ

らも裕
ゆうふく

福でした。ヨブは、
千
せんとう

頭もの羊
ひつじ

やラクダ、牛
うし

やロバも持
も

ってい
ました。

多
おお

くの 人
ひと

がヨブ
のところへ やって
きて、相

そうだん

談したり、
助
じょげん

言〔アドバイス〕
を 求

もと

めたりしまし
た。ヨブ は、 貧

まず

し
い人

ひと

たちや問
もんだい

題を
かかえている人

ひと

た
ちを喜

よろこ

んで助
たす

けま
した。だれでもヨブ
のことが大

だ い す

好きで、
尊
そんけい

敬していました。

忍
にんたい

耐の人
ひと

、ヨブ

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしは彼
かれ

の悩
なや

みのときに、共
とも

にいて、彼
かれ

を救
すく

い、

彼
かれ

に光
こうえい

栄を与
あた

えよう。」詩
し へ ん

編 91:15

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ある日
ひ

のことです。 神
かみさま

様は、 特
とくべつ

別な
会
か い ぎ

議を開
ひら

きました。その会
か い ぎ

議には、だれ
がいましたか？6 節

せつ

。

神
かみさま

様は、サタンになんとたずねました
か？またサタンはどう答

こた

えましたか？7 節
せつ

。

それから神
かみさま

様はサタンに、ヨブを知
し

って
いるかとたずね、彼

かれ

がどんなに正
ただ

しい人
ひと

かを話
はな

しました。８節
せつ

。

サタンは、ヨブが神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実だという話
はなし

をばかにして笑
わら

いました。もしも神
かみさま

様が、
ヨブを祝

しゅくふく

福しなくなったら、彼
かれ

は今
いま

のよう
に忠

ちゅうじつ

実ではなくなるだろう、とサタンは言
い

いました。9-11 節
せつ

。

会
か い ぎ

議に参
さ ん か

加していた者
もの

は全
ぜんいん

員、それを
聞
き

いていました。サタンの言
い

うことは、正
ただ

しいのでしょうか？もちろん神
かみさま

様は、すで
に答

こた

えを知
し

っておられました。しかし、他
ほか

の者
もの

たちにわからせる方
ほうほう

法は、ひとつし
かありません。もしもヨブがすべてを失

うしな

っ
たらどうするのかを、実

じっさい

際に見
み

せなくては
ならないのです。12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ヨブは、この会
か い ぎ

議が開
ひら

か
れたことと、そこで話

はな

されていたことにつ
いて知

し

っていましたか？いいえ、彼
かれ

は何
なに

も知
し

りませんでした。何
なに

か悪
わる

いことが、わ
たしたちや他

ほか

の人
ひと

たちの身
み

に起
お

こるのを
神
かみさま

様がゆるされる理
り ゆ う

由を、わたしたちは
いつでも知

し

ることができますか？

月
げ つ よ う び

曜日

神
か み

様
さま

が開
ひら

いた会
か い ぎ

議から出
で

て行
い

くと
きの、うれしそうなサタンのよう

すを想
そうぞう

像できますか？これで、ヨブにど
んな恐

おそ
ろしい災

わざわ
いを下

くだ
そうかと計

けいかく
画で

きるのです。あっという間
ま

に災
わざわ

いを次
つぎ

か
ら次

つぎ
へと起

お
こせば、ヨブは心

こころが
変わりし

て、神
かみさま

様への忠
ちゅうせい

誠をなくすだろう。ヨブ
は神

かみさま
様を呪

のろ
うにちがいないと、サタンは

自
じしんまんまん

信満々でした。

災
わざわ

いが下
くだ

るまでに、そう時
じ か ん

間はかかり
ませんでした。サタンのしたことを読

よ

ん
でください。ヨブ 1:14-17。

とくに、しもべが最
さ い ご

後にもってきた知
し

ら
せが最

さいあく

悪でした。18,19 節
せつ

。

すべてをなくしてしまいました。最
さいあい

愛
の子

こ

どもたちまでもが死
し

にました。これ
らのことが、すべて、一

いっしゅん

瞬のうちに起
お

こっ
たのです！他

ほか

の生
う

まれてきた赤
あか

ん坊
ぼう

と同
おな

じように、ヨブも裸
はだか

で生
う

まれてきました。
何
なに

ひとつもたずに。今
いま

や彼
かれ

は、それと同
おな
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じようにして人
じんせい

生を終
お

えるかのように見
み

え
ます。もう何

なに

ひとつもっていません。彼
かれ

は
何
なに

をし、何
なに

と言
い

いましたか？20,21 節
せつ

。

想
そうぞう

像してみてください！ヨブは神
かみさま

様を呪
のろ

わずに、賛
さ ん び

美したのです。サタンは、ひど
くがっかりしたにちがいありません。ヨブ
はかならず神

かみさま

様に反
はんこう

抗するだろうと確
かくしん

信し
ていたからです。22 節

せつ

。

神
かみさま

様がひらいた２度
ど め

目の特
とくべつ

別な会
か い ぎ

議
に、またもサタンが現

あらわ

れました。会
か い ぎ

議は、
１回

か い め

目のときと同
おな

じように始
はじ

められました。
神
かみさま

様は、サタンにヨブの話
はなし

を切
き

り出
だ

しまし
た。神

かみさま

様は、以
い ぜ ん

前のようにヨブを保
ほ ご

護し
てはおられませんでした。しかし、サタン
が彼

かれ

に下
くだ

したすべての災
わざわ

いにかかわらず、
ヨブはなお、神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実なままでした。
ヨブ 2:3。

サタンは、神
かみさま

様の言
い

ったことが本
ほんとう

当だっ
たことを認

みと

めざるをえません。でも、まだ
あきらめるつもりはありませんでした。ヨ
ブ自

じ し ん

身は、まだ健
けんこう

康だったからです。そこ
で、次

つぎ

にサタンは何
なに

と言
い

いましたか？4,5

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はすでに、ことのす
べてをご存

ぞ ん じ

知なのでしょうか？あなたは、
神
かみさま

様がヨブを傷
きず

つけたかったと思
おも

います
か？もちろん、そんなはずはありません。
神
かみさま

様は、だれにも痛
いた

い思
おも

いをしてほしくな
いのです。

火
か よ う び

曜日

それでもサタンは、まだヨブの心
こころ

を
変
か

えられると信
しん

じてうたがいませ

んでした。もしも神
かみさま

様が、ヨブの体
からだ

を痛
いた

めつけるのをサタンにゆるしたなら、ヨブ
はきっと神

かみさま
様に反

はんこう
抗するにちがいないと

思
おも

ったのです。そこで神
かみさま

様は、みんなが
聞
き

いている中
なか

で、サタンに何
なに

とおっしゃい
ましたか？ヨブ 2:6。

神
かみさま

様の子
こ

どもたちは、とても驚
おどろ

いたこと
でしょう。サタンは確

たし

かに、その邪
じゃあく

悪さ
と残

ざんこく

酷さを見
み

せはじめていました。彼
かれ

は、
自
じ ぶ ん

分の知
し

っている中
なか

でも一
いちばん

番ひどいやり
方
かた

で、ヨブが死
し

なない程
て い ど

度に痛
いた

めつけた
のです。7,8 節

せつ

。

かわいそうなヨブは、みじめな姿
すがた

になっ
てしまいました。また、どうしようもなくひ
どい気

き ぶ ん

分でした。寝
ね

ていても、座
すわ

っても、
立
た

っても、ひどい痛
いた

みが走
はし

ります。妻
つま

でさ
え、これなら夫

おっと

が神
かみさま

様に忠
ちゅうせい

誠をつくさない
ほうがよいと思

おも

うほどでした。ヨブの妻
つま

は
何
なん

と言
い

いましたか？また、ヨブはそれに何
なん

と答
こた

えましたか？9,10 節
せつ

。

ヨブのうわさは、またたく間
ま

にあちらこ
ちらに広

ひろ

まったことでしょう。多
おお

くの人
ひと

が
彼
かれ

のことを知
し

り、また起
お

こった出
で き ご と

来事につ
いて聞

き

きましたが、なぜそうなったのかは
だれにもわかりませんでした。神

かみさま

様はなぜ、
こんなひどいことをゆるしておられたので
しょう？

ヨブのことを聞
き

きつけた３人
にん

の友
とも

だち
が、彼

かれ

をなぐさめようとやってきました。
しかしヨブに会

あ

っても、彼
かれ

だとは気
き

づか
ないほどでした。すっかり変

か

わりはてた姿
すがた

になっていたのです。あまりにも驚
おどろ

いた
３人

にん

は、かける言
こ と ば

葉もありませんでした。
12,13 節

せつ

。
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考
かんが

えてみよう：ヨブがどんな姿
すがた

で、またど
んな気

き も

持ちだったか、想
そうぞう

像すらできない
のではありませんか？神

かみさま

様の会
か い ぎ

議にいた他
ほか

の者
もの

たちも、そのようすを見
み

ていたと思
おも

い
ますか？神

かみさま

様も見
み

ておられたでしょうか？す
べてを見

み

ておられた神
かみさま

様は、どのように感
かん

じておられたと思
おも

いますか？

水
す い よ う び

曜日

ヨブの友
ゆうじん

人たちは、彼
かれ

を助
たす

ける手
て

だてを何
なに

も思
おも

いつきません。つ
いに、ヨブ自

じしん
身が話

はな
し始

はじ
めました。ヨブは、

なぜ自
じぶん

分の身
み

にこれほど恐
おそ

ろしいことばか
りが起

お
きるのを神

かみさま
様がゆるしておられるの

か、理
り か い

解ができないと言
い

いました。そして
彼
かれ

は、死
し

にたいと願
ねが

いました。生
う

まれてこ
なければよかった、自

じぶん
分がまだ赤

あか
ん坊

ぼう
だっ

たときに死
し

んでいればよかった、と思
おも

いま
した。ヨブ自

じしん
身は、これらの災

わざわ
いを引

ひ
き

起
お

こすようなことは何
なに

もしていないと考
かんが

え
ていました。

すると、３人
にん

の友
とも

だちも話
はな

し始
はじ

めました。
ところが彼

かれ

らの言
こ と ば

葉には、神
かみさま

様について、
完
かんぜん

全にまちがった考
かんが

えのあることがあら
われていました。災

わざわ

いにあう人
ひと

たちは
神
かみさま

様の罰
ばつ

をうけている、というのが彼
かれ

らの考
かんが

えでした。それで彼
かれ

らは、ヨブ
が神

かみさま

様を怒
おこ

らせるような、何
なに

かまちがっ
たことをしたにちがいない、と信

しん

じてい
たのです。

友
ゆうじん

人たちの言
い

っていることが正
ただ

しくな
いのを、ヨブは知

し

っていました。彼
かれ

は、
神
かみさま

様の律
りっぽう

法を愛
あい

していましたし、それ

にしたがおうといつでも最
さいぜん

善をつくしてき
たのです。今

いま

でも、神
かみさま

様に信
しんらい

頼すること
を選

えら

んでいます。ヨブ 13:15。

自
じ ぶ ん

分の犯
おか

した罪
つみ

への罰
ばつ

として、神
かみさま

様が
自
じ ぶ ん

分を苦
くる

しめているのではないと、ヨブは
確
かくしん

信していました。そして、なぜ自
じ ぶ ん

分がこ
れほど多

おお

くの悩
なや

みをかかえているのかわ
からなくても、最

さ い ご

後にはすべてが明
あき

らかに
されると信

しん

じていました。ヨブ 23:10。

たとえ自
じ ぶ ん

分が死
し

んだとしても、イエス様
さま

が来
こ

られる日
ひ

に、よみがえらせてくださる
ことを、ヨブは知

し

っていました。終
お

わりに
は、すべてが益

えき

となるのです。

けっきょく、３人
にん

の友
とも

だちはヨブの力
ちから

に
なれませんでした。ヨブは彼

かれ

らのことを『あ
われな慰

なぐさ

め人
びと

』と呼
よ

び、痛
いた

みや苦
くる

しみの
理
り ゆ う

由について彼
かれ

らが言
い

うことを受
う

け入
い

れま
せんでした。ヨブ 16:2。

考
かんが

えてみよう：こんなに恐
おそ

ろしいことが
自
じ ぶ ん

分にふりかかるのがなぜかはわかりま
せんでしたが、それでもヨブはまだ、神

かみさま

様
に信

しんらい

頼することを選
えら

んでいました。それは
簡
かんたん

単なことだったと、あなたは思
おも

いますか？
物
ものごと

事がうまくいかないとき、神
かみさま

様は本
ほんとう

当に



101

わたしたちを愛
あい

し守
まも

ってくださるのかを疑
うたが

わせようと、サタンは働
はたら

きかけますか？

木
も く よ う び

曜日

３人
にん

の友
とも

だちがヨブと話
はな

すのを聞
き

い
ていた別

べつ
の人

じんぶつ
物がいました。彼

かれ
は

みんなよりも若
わか

かったので、しばらくだまっ
て聞

き
いていました。しかし、これは神

かみさま
様

の罰
ばつ

だということをヨブに納
なっとく

得させるのを
３人

にん
があきらめたとき、エリフという名

な
の

青
せいねん

年が声
こえ

をあげました。

エリフは、ヨブと友
ゆうじん

人たちのどちらにも
賛
さんせい

成ではありませんでした。彼
かれ

の言
い

ったこ
とは、３人

にん

の友
ゆうじん

人たちに比
くら

べれば、少
すこ

し
は良

よ

かったのかもしれませんが、エリフも、
自
じ ぶ ん

分が思
おも

っているほど賢
かしこ

くはありませんで
した。

すると、大
おお

きな黒
くろ

い雲
くも

が空
そら

に姿
すがた

をあら
わしました。雷

かみなり

がとどろき、稲
いなずま

妻がひらめ
き、つむじ風

かぜ

がビュービューと音
おと

をたてな
がら近

ちか

づいてきます。そして、つむじ風
かぜ

の
中
なか

から声
こえ

が聞
き

こえました。神
かみさま

様ご自
じ し ん

身が
語
かた

られるのを聞
き

いて、皆
みな

、恐
おそ

れおののい
たことでしょう。ヨブ 38:1-3。

それから神
かみさま

様は、ヨブにたくさんのむず
かしい質

しつもん

問をしました。ヨブは、答
こた

えるこ
とができません。答

こた

えは、神
かみさま

様だけがご
存
ぞ ん じ

知なのです。ヨブは聞
き

いているうちに、
自
じ ぶ ん

分がますます小
ちい

さく、無
む ち

知な〔何
なに

も知
し

ら
ない〕者

もの

に思
おも

えてきました。神
かみさま

様が偉
い だ い

大
で力

ちから

があり、知
ち え

恵のあるおかたであること
はすでに知

し

っていましたが、今
いま

や、自
じ ぶ ん

分
がどんなにちっぽけな者

もの

であるかを思
おも

い

知
し

らされたのです。そしてヨブは、とても
謙
けんきょ

虚な〔へりくだってすなおな〕気
き も

持ちに
なりました。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がわたしたちよりも
賢
かしこ

いおかたでよかったと思
おも

いませんか？こ
の世

せ か い

界で何
なに

が起
お

ころうとも、間
ま

もなく私
わたし

た
ちを安

あんぜん

全に神
かみさま

様といられるようにするた
め、神

かみさま

様はすべてを解
かいけつ

決することがおでき
になりますか？

金
き ん よ う び

曜日

力
ち か ら

強
づよ

い愛
あい

の神
かみさま

様に疑
ぎ も ん

問をぶつけた
ことを、ヨブは恥

は
ずかしく思

おも
い

ました。でも今
いま

は、これまでよりもずっと
正
ただ

しく神
かみさま

様のことを知
し

り、理
り か い

解できます。
神
かみさま

様が彼
かれ

をずっと忠
ちゅうじつ

実でいられるように
助
たす

けて下
くだ

さったことを、ヨブはうれしく思
おも

いました。ヨブ42:5,6。

次
つぎ

に神
かみさま

様は、ヨブの３人
にん

の友
とも

だちに、
彼
かれ

らの神
かみさま

様についての考
かんが

えはすべてまち
がっていると言

い

われました。彼
かれ

らは犠
ぎ せ い

牲を
ささげ、罪

つみ

を告
こくはく

白する必
ひつよう

要がありました。
彼
かれ

らは、そのようにしました。7-9 節
せつ

。

ヨブの身
み

に起
お

こったこれらのことの後
のち

、
神
かみさま

様はどんなすばらしいことをしてくださ
いましたか？10 節

せつ

。

ここで、この物
ものがたり

語について考
かんが

えてみましょ
う。たとえ何

なに

が起
お

ころうとも、神
かみさま

様を愛
あい

し、
神
かみさま

様にしたがうのを無
む り

理やりやめさせるこ
とのできるものは何

なに

もないことを、自
みずか

らが
天
て ん し

使たちと他
た せ か い

世界の人
ひとびと

々に証
しょうめい

明したこと
を、ヨブは知

し

っていましたか？

ヨブは、天
てん

で行
おこな

われた会
か い ぎ

議について
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知
し

っていましたか？これらの恐
おそ

ろしいこと
が起

お

こるのをなぜ神
かみさま

様がゆるされたのか、
知
し

っていましたか？おそらく知
し

らなかった
でしょう。では、いつかそのことを知

し

る時
とき

がくるでしょうか？もちろんです。ヨブがそ
のことを知

し

ったなら、神
かみさま

様に信
しんらい

頼したこと
をこれまで以

いじょう

上に喜
よろこ

ぶと思
おも

いますか？

ヨブのおかげで、全
ぜんうちゅう

宇宙が神
かみさま

様のこと
をよく知

し

ることができました。そして同
おな

じく、
サタンのことも知

し

るようになりました。わ
たしたちも、これらのことがよくわかりまし
た。ヨブの物

ものがたり

語をとおして、神
かみさま

様がどんな
に忍

にんたいづよ

耐強く、公
こうへい

平なおかたであるか、また、
サタンがどんなに邪

じゃあく

悪で残
ざんこく

酷な者
もの

かを見
み

ることができます。

今
いま

でも多
おお

くの人
ひと

は、ヨブの友
ゆうじん

人たちの
ように、人

ひとびと

々が病
びょうき

気や災
さいがい

害で苦
くる

しむのは
神
かみさま

様の罰
ばつ

を受
う

けているからだと信
しん

じていま
す。しかし聖

せいしょ

書は、苦
くる

しみが罪
つみ

の罰
ばつ

だとは
教
おし

えていません。ヨブの友
ゆうじん

人たちはまちがっ
ていたと、神

かみさま

様は言
い

われました。7 節
せつ

。

ヨブの物
ものがたり

語は、たとえ悪
わる

いことが起
お

こる
理
り ゆ う

由がわからなくても、わたしたちが神
かみさま

様
に信

しんらい

頼する選
えら

びをする助
たす

けとなりますか？

考
かんが

えてみよう：天
て ん し

使や他
た せ か い

世界の人
ひとびと

々は、
今
いま

でもわたしたちを見
み

ていますか？どんな
ことがあっても神

かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様の律
りっぽう

法に
信
しんらい

頼してしたがうかどうかを、彼
かれ

らは見
み

て
いますか？あなたは、いつでも「どんなこ
とがあっても」この選

えら

びをしようと決
けっしん

心して
いますか？今

いま

からでも、またサタンが誘
ゆうわく

惑
するときも、そのような選

えら

びをしてはいか
がでしょう？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★ヨブ記
き

★教
きょういく

育 174―177



103

ヨーロッパを訪
ほうもん

問した後
あと

、こんどは
宣
せんきょうし

教師として、はるか南
みなみ

のほうに
あるオーストラリアへ行

い

きました。

オーストラリアには、
すでに他

ほか

の 宣
せんきょうし

教 師た
ちがいましたが、彼

かれ

ら
は、セブンスデー・ア
ドベンチストの子

こ

ども
や 青

せいねん

年たちのための
学
がっこう

校を建
た

てる計
けいかく

画のために、エレンの助
たす

けを必
ひつよう

要としていました。また、病
びょうき

気の人
ひと

たちが、健
けんこう

康をたもつ方
ほうほう

法を学
まな

ぶための
療
りょうようじょ

養所〔病
びょうき

気やけがの手
て あ

当てをし、体
からだ

を
休
やす

めるところ〕も必
ひつよう

要でした。

イエス様
さま

によって初
はじ

めて特
とくべつ

別な働
はたら

きに
召
め

されたときから、エレンはイエス様
さま

が
彼
かのじょ

女にお示
しめ

しになったことや教
おし

えて下
くだ

さっ
たことを書

か

いて、書
か

いて、書
か

きつづけまし
た。

「わたしは書
か

きつづけなくてはなりませ
ん。」オーストラリアへ行

い

く
ようにとお願

ねが

いされたとき
に、彼

かのじょ

女は教
きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者た
ちに言

い

いました。「わたしが
書
か

いているのは、イエス様
さま

とサタンとの間
あいだ

にある、すさ
まじい戦

たたか

いの物
ものがたり

語です。私
わたし

の使
し め い

命は書
か

きつづけることです。サタンが
わたしに、それをやめさせようとしている

のは知
し

っています。
でも、 なんとして
も書

か

きつづけなく
てはならないので
す。」

し かしつ い に、
教
きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者たち
がエレンのオース

トラリア行
ゆ

きをどうしても望
のぞ

むのなら、イ
エス様

さま

の祝
しゅくふく

福と助
たす

けを得
え

られるだろうと思
おも

い、行
い

く決
けっしん

心をしました。そしてイエス様
さま

は、祝
しゅくふく

福と助
たす

けを与
あた

えてくださいました。
サタンは手

て

をつくして、エレンに書
か

くこと
をやめさせようとしましたが、彼

かのじょ

女は決
けっ

し
てやめませんでしたし、そこにいる間

あいだ

には、
たくさんのすばらしいことが起

お

こりました。

ある時
とき

、教
きょうかい

会の青
せいねん

年たちのための大
だいがく

学
をどこに建

た

てようかと、オーストラリアの
指
し ど う し ゃ

導者たちは考
かんが

えていました。そのころ、
エレンが汽

き し ゃ

車に乗
の

って学
がっこう

校
の候

こ う ほ ち

補地〔選
えら

ばれる対
たいしょう

象に
なっている土

と ち

地〕を見
み

にいく
途
とちゅう

中、イエス様
さま

は夢
ゆめ

を見
み

せ
てくださいました。夢

ゆめ

の中
なか

で、
彼
かのじょ

女は林
はやし

の中
なか

を歩
ある

いていま
した。林

はやし

をぬけて原
はら

っぱへ

お話
はな

しひろば 

最
さ い ご

後まで忠
ちゅうじつ

実に
エイミー・シェラード

Little Folk Visuals

Little Folk Visuals
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出
で

ると、数
すうじゅっ

十センチの幅
はば

で２メートルほど
の深

ふか

さの小
ちい

さなみぞがありました。その中
なか

に、ひとりの天
て ん し

使が立
た

っていました。

天
て ん し

使は、「もしだれかがあなたに、この
土
と ち

地は良
よ

くないと言
い

っても、
信
しん

じてはいけません」と言
い

い
ました。「ここは良

よ

い土
と ち

地で
すから、作

さくもつ

物がよく育
そだ

つでしょ
う。」

ウィリー・ホワイトと数
すうにん

人
の教

きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者たちは、駅
えき

でエレンと落
お

ち合
あ

い、その
土
と ち

地を見
み

に行
い

きました。彼
かれ

らが林
はやし

をぬけ
ると、原

はら

っぱへ出
で

ました。そして原
はら

っぱに
は、ひとつの小

ちい

さなみぞがあったのです。
エレンが夢

ゆめ

で見
み

た、まさにあのみぞです。
「この土

と ち

地を、ぜひとも買
か

うべきです」と、
彼
かのじょ

女は言
い

いました。「イエス様
さま

が夢
ゆめ

でわた
しに見

み

せて下
くだ

さったのは、この土
と ち

地でし
た。」

天
て ん し

使が警
けいこく

告したとおり、ある人
ひと

たちは、
ここは良

よ

くない土
と ち

地だと言
い

いました。しか
し、彼

かれ

らはイエス様
さま

に信
しんらい

頼することを選
えら

んだので、そこに学
がっこう

校を建
た

てて、見
み ご と

事な
作
さくもつ

物を育
そだ

てることができたのです。

エレンは、長
なが

いあいだオーストラリアで
暮
く

らしました。そして、イエス様
さま

は彼
かのじょ

女を
用
もち

いて、教
きょうかい

会を大
おお

いに成
せいちょう

長させてください
ました。

アメリカにもどったエレンは、カリフォル
ニアにある住

す

み心
ご こ ち

地のよい家
いえ

で暮
く

らしまし
た。もう80 歳

とし

をこえていましたが、まだ
書
か

きつづけていました。健
けんこうじょうたい

康状態はよく、

庭
に わ し ご と

仕事で体
からだ

を動
うご

かし、馬
ば し ゃ

車に乗
の

って近
きんじょ

所
をたずねてまわるのが好

す

きでした。近
きんじょ

所
の人

ひと

たちも、エレンのことが大
だ い す

好きでした。

ある晩
ばん

のこと、エレンは、寝
しんしつ

室に向
む

か
う途

とちゅう

中でころんでお尻
しり

の骨
ほね

を折
お

り、その後
あと

は寝
ね

たきりの
生
せいかつ

活になってしまいました。
手
て

あつく〔親
しんせつ

切でていねい
に〕看

かんびょう

病されたので、苦
くる

し
くはありませんでした。いつ
も明

あか

るく元
げ ん き

気にしていました
が、徐

じょじょ

々に弱
よわ

っていき、も
う長

なが

くは生
い

きられないだろうと思
おも

われまし
た。エレンがしずかに亡

な

くなったとき、み
んなはどんなに悲

かな

しんだことでしょう！

子
こ

どもの時
とき

に死
し

んでしまうと思
おも

われたあ
の少

しょうじょ

女は、長
なが

く生
い

かされました。彼
かのじょ

女は、
イエス様

さま

の忠
ちゅうじつ

実な働
はたら

き人
びと

でした。今
いま

、エ
レンは、お墓

はか

の中
なか

で眠
ねむ

っています。夫
おっと

の
ジェームスのお墓

はか

のそばです。いつか、
もうすぐ、イエス様

さま

が彼
かれ

らを目
め ざ

覚めさせる
でしょう。そうすれば、ふたりはいつまで
もいっしょにいることができ、またイエス
様
さま

とも永
えいえん

遠にいっしょにいられるのです。
ジェームスとエレン・ホワイトの人

じんせい

生のし
めくくりは、こんなにも美

うつく

しいものだった
のです！

Little Folk Visuals




